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第一章　恋のはじまり




　素敵な人と恋愛して、結婚してかわいいお嫁さんになりたい。

　女の子なら一度くらい自分だけの王子様との恋を思い描くだろう。

　わたしだってそうだった。

　だからずっと努力し続けてきた。

　流行を適度に取り入れ、美容部員という仕事柄美容にも人一倍力を注いできた。

　持って生まれたものは変えられないけれど、努力でなんとかなる部分は完璧にしてきたつもりだ。

　出会いだって積極的に求めてきた。いいなと思った人に自分からアピールだってした。待っているだけじゃダメだってわかっていたから。

　でも……だからといって、全部うまくいくわけじゃない。




　わたしは素敵な人と結婚もしなかったし、かわいいお嫁さんにもならなかった。

　努力が実らなかったのかって？

　そうじゃない。努力の方向が間違っていただけ。




　山やま科しな瑠る衣い、二十七歳。

　小さな頃に思い描いていた未来とは少し違うけれど。

　わたしは今、幸せです。

　明かりを絞った狭いアパートの中で、宝物を見つめてそう呟いた。




＊　＊　＊




　これは三年前の話。




　最上階のホテルのバーカウンターでは大人の社交場らしく、薄暗い明かりの中で皆静かに会話とお酒を楽しんでいる。

　ペンダントライトの光を受けて目の前のカクテルグラスが輝く。美しい紅色の液体を口に含むと、クランベリーのさわやかな味とアルコールが一気に口の中に広がった。

「はぁ」

　美味しいお酒を飲んでいるにもかかわらず、わたしはカウンターに肘をついて大きなため息をついた。

「なんだよ、辛気臭いな」

　隣から声がして『あ、ひとりじゃなかったんだ』と思い出す。

「ごめん」

「いいさ、別に。どうせお前から誘ってくるなんて、なにかあったんだろうと予想してたから」

　ふーん、わかってるじゃん。

　なんて偉そうに隣に視線を向ける。そこには……友人（とでもいっておこう）の君きみ島じま翔しょう平へいが呆れた様子でこちらを見ていた。

　片手で琥珀色の液体の入ったロックグラスを傾ける。ひと口飲んだ後、口角が少し上がった。きっとお気に入りのお酒を飲んで機嫌がいいのだろう。

　わたしと違いご機嫌な様子の相手を見て、またため息をついた。

　きっと翔平には、わたしみたいな悩みなんてひとつもないんだろうな。

　彼はわたしよりも七つ年上の三十一歳。わたしの姉が勤めているクリニックの医師で、院長をしている。それだけでも人に尊敬され、羨ましいと思われるに違いない。けれど彼はそのステータスに加えて、恐ろしいほどの美貌を持ち合わせていた。

　少し茶色がかった長めの前髪。そこから覗く形のよい目は見る人を引き付け、わたしもはじめて彼と目が合ったときは偶然だとわかっていても、ドキッとした。

　男性にしてはきめ細やかな肌、高い鼻梁に少し薄いけれど形のよい唇。メイクなしでここまで美しいなんて神様は本当にずるいと、彼の顔を見るたびに思ってしまう。

　ひとたび笑顔を浮かべたら、周りの人間はみな彼を好きになってしまうのではないかとさえ思う。

　本人にもその自覚があるのが、むかつく。いや、でも自覚がない方がむかつくか。天然のタラシほど手に負えないものはない。

　とにかくこの隣にいる君島翔平という男、むかつくけれど嫌いじゃないのだ。

　いや、むしろ自分が落ち込んでいるときにこうやって呼び出すくらいには、好き……なんだと思う。友達でもない、ましてや恋人なんてとんでもない。そんな関係の彼だが居心地がいいのは確かだ。

　それは多分、彼の隣だと自分がありのままでいられるからだと思う。

「で、なにがあったんだ？」

　彼はバーカウンターの中で軽快にシェイカーを振る熟年バーテンダーを見ながら尋ねてきた。さして興味のなさそうに聞いてくれるあたり、本当に人の心を読むのがうまいなと思う。不幸話なのに興味津々でこられると、とたんに話したくなくなるわたしの微妙な心を理解してくれているのだ。

「既婚者だったの……」

「あ？」

　翔平がこちらを鋭い視線で見る。

「あの男か？」

　わたしが頷くと、なぜだか翔平が大きなため息をついた。

　彼の言うところの〝あの男〟とは、ここ最近わたしが何度か食事をした相手のことだ。

　飲み会で知り合って意気投合した……つもりだった。スマートな身のこなし、話題も豊富。さりげない気の使い方も高得点だった。最近なかなか出会えなかった好物件だと思ったのに、まさか妻子持ちだったなんて。

「確かに気付こうと思ったら気付けたんだと思う。車はファミリー向けのワンボックスだったし……でもサーフィンが趣味だって言っていたから、納得してたんだけどな。土日は仕事っていうのも、前に同じ業界の人といい感じになったときに、同じようなこと言っていたから。それにわたしも平日の休みが多いから、会いやすいっていうのもあったし」

　今思い返してみれば相手のことを信じたいがあまり、随分自分の都合のいいように物事を考えていたのではないかと思う。しかしそのときは、彼が既婚者だったなんて微塵も疑ってもいなかった。

「それで、なんでわかったんだ？」

「それは……飲み会の主催者が『あいつ既婚者だよ』って」

「は？　それまでお前確認しなかったのか？」

「うん」

「はぁ～……なあ、詰めが甘いんだよ。変に男のことリサーチするくせに、肝心なところはなにも調べてないじゃないか」

「面目ない」

　翔平の言う通りで、一ミリの反論の余地もない。仕事や趣味なんかよりも奥さんがいるかどうかきちんと調べる方がよほど大事だ。

「ねえ、わたし訴えられちゃうかな？」

「は？　訴えられるようなことしたのか？」

　翔平がその綺麗な目を見開き、怒りをあらわにしている。

「えっと、食事に二回だけ。その後家まで車で送ってもらったけど」

「ホテルは？」

「まさか！　手も握ってない」

　ぶんぶんと勢いよく頭を振って否定した。自慢じゃないがきちんと付き合ってもいない相手と、そういうことはしない。わたしにとってはまだ見極めの段階だったから。

「だろうな。そういうところはちゃんとしてるもんな」

　飲み会に積極的に参加して、紹介なんかもなるべく受けるようにしている。美容部員という仕事柄お化粧もきちんとしていることが多い。一見して派手に見えることは自覚している。

　だからわたしのことをよく知らない人は、簡単に誰とでも寝るような軽い女だと思っている人もいるのは事実だ。そう思いたい人には思わせておけばいいと思い、特に訂正したりしないので余計にそういう噂が広がってしまっているのかもしれない。

　けれどきちんと自分を大切にしているという自負はある。

「はぁ～、またダメだったぁ」

　翔平に話を聞いてもらっていると、またもや悔しさがふつふつとわいてきた。好きだったとかまた会いたいという感情よりも、失敗してしまったことが悔しい。

　ここにきてやっとわたしは、彼のことは好きではなかったのだと気付く。好きだから彼と食事に行ったり連絡を取っていたりしたわけではない。ただ彼氏が欲しかっただけなのだ。今頃になって気が付いて我ながら呆れる。

「なあ、お前いい加減好きでもない男を好きかも？って思い込むのやめろ」

　その通りなのだ。だから今わたしはこんなに落ち込んでいる。

「わたしもしかしたら一生恋愛できないのかもしれない」

　小さい頃おとぎ話のように恋をして結婚したいと思っていた。

　今はそんなに甘くないとわかっているけれど、自分が思い切り好きになれる人がこの世のどこかにいると思っている。

　だけど……二十四歳の今、わたしには無理なのかもしれないと思いはじめた。

「瑠る璃りちゃんとは随分違うな」

　瑠璃ちゃんというのは、わたしの姉で、翔平が院長を務める病院で看護師として働いている。そもそもわたしと翔平がはじめて会ったのも、姉と参加した合コンでだ。

　姉には高校生の頃からずっと好きだった人がいた。誰もが憧れる王子様で、周囲の誰もが彼を落とすなんて天地がひっくり返っても無理だと思っていた。けれど姉はずっとその彼を思い続けて、結果粘り勝ち。彼と幸せな結婚を成し遂げた。

　結婚式のときの姉のあの晴れやかで幸せそうな顔を思い出すと、わたしも人生をかけた恋をしたいと胸が苦しくなる。

　でもそれも……無理そうだな……。

　こう何度も失敗続き、しかも恋愛にさえ至っていないとなると……もうこの先望みがないと絶望してしまう。

　どんなに努力しても叶わないことがある。

〝恋はするものじゃなくて、落ちるもの〟なんて言うしなぁ。

「はぁ……わたしも恋したい」

　目の前のコスモポリタンを呷あおるようにして飲み干し、グラスを置いた。そしてそのままカウンターに頬をつけたまま「おかわり」とバーテンダーに空のグラスを差し出した。

　翔平の前だというのに、思わず本音が漏れてしまう。いや、彼の前だからこそこういう素直な気持ちが漏れるのだと思う。

　最初は翔平の前でも、ちゃんと猫をかぶっていた。けれど彼はわたしが少しでも無理をしていたりするとすぐに気が付くのだ。だからもう彼の前ではありのままのダメな自分でいることにした。

「そもそもまたでかい猫かぶって、男と会ってたんだろ？」

　今回もちゃんと言い当てられた。

「猫かぶりなんて言わないでよ。誰だって自分をよく見せたいものでしょ？」

　色々努力して少し背伸びしているわたしだって、わたしだ。そうやってずっと努力し続けてきた。

　翔平の言葉に思わず頬を膨らませる。他の人の前じゃ絶対にこんな子供っぽい顔しないけど。

「別にそれが悪いとは言ってない。だけど、恋愛においてそれは本当に正解なのか？」

「え？」

　いったいなにを言い出すの？

　そう思い翔平の方を見る。彼の持つロックグラスが揺らされて、カランと氷の音がした。

「恋愛って仕事と違ってプライベートの一部だろ？　そんな〝はりぼて〟の自分でうまくいくわけないじゃないか」

　彼のはりぼてという単語にグサッときた。

「はりぼてって言いすぎじゃない？」

「悪かったな、つい本音で」

「余計に悪い」

　不満に思いながらも、翔平の言葉が間違っていないこともわかっている。

「作った自分しか見せてないから、うまくいかないんだよね。わかってる」

　相手に深く自分を知ってもらわなければ、うまくいくものもいかない。いつも条件や見かけで恋愛しようとするから、今回みたいなことになるんだ。

　バーテンダーがカウンターに置いてくれた、カクテルグラスのステムに指をかけたまま愚痴る。

「でも頑張ってるわたしでも恋愛できないのに、ありのままの自分なんか誰が付き合おうだなんて思うの？」

　意地っ張りでかわいげがない。だけど臆病で、本当は誰かに甘えたい。いつも周りの人に褒められたいと思っている。努力をやめるとダメになりそうで、怖くて手を緩めることができない。

　我ながら損な性格だと思う。

　失恋まがいの出来事があったせいで、今日は本当にネガティブだ。こんなんじゃダメだと思いながらも、ため息が止まらない。

　グラスを持ち、ライトを受けてきらめく赤い液体を喉に流し込む。美味しい……けれどこれで四杯目。ハイペースで飲んだせいで酔いが回ってきた。

「だからそれが間違いだって言ってる。一度でいいから素の自分でいられる相手と恋愛してみろって」

「どこにいるのよ、そんなもの好きな相手。そんな相手がいたらすぐに全部あげちゃう」

　素のどうしようもないわたしを好きだなんていう相手、今までいなかった。だからこそ努力に努力を重ねてきたのに。

　大胆な言い方だけど、実際にそんな人いないんだから。

　簡単に言ってくれちゃって。なんでも持っている翔平には、わたしの気持ちなんてわからないんだ。

　呆れて彼を見ると、真剣な顔でこちらを見る翔平と目が合い驚いた。

「翔平？」

　あまりにもじっとわたしを見るので、どうかしたのかと不思議に思う。それでも翔平はわたしを見つめ続けた。

「ねえ……」

「瑠衣」

　わたしを呼ぶ声。いつもよりも低く熱を帯びているように感じる。

「ねえ、どうしたの？」

　いつもと彼のまとう雰囲気が違う。

「翔平ってば――」

　不安になってもう一度名前を呼んだ。

　そんなわたしに、翔平は衝撃のひと言を放つ。

「じゃあ俺が全部もらってもいいんだな？」

　――ガチャン。

　驚きでびくっとなった。手がグラスに当たって音をたてて倒れた。幸いすでに飲み干していたけれど、わたしはそのグラスをもとに戻すこともできずに、ぽかんと彼を見続けることしかできない。

　翔平はそんなわたしを見て、にっこりと笑った。

　……なんでこんな冗談で笑ってられるの？

　きっとわたしを驚かせて満足したに違いない。なんだかバカにされている気がした。だからわたしは言った。

「いいよ、翔平になら全部あげても」

　売り言葉に買い言葉。完全に勢いだった。だけどそこにわずかに『翔平になら』という気持ちがなかったわけでもない。多分……。

「じゃあ遠慮なく」

　彼はそう言うと、バーテンダーに「チェックを」と伝えて、椅子から立ち上がった。

「行くぞ」

「え、え？」

　戸惑ってもたもたしていると、彼はすでに出口に向かって歩き出していた。慌てて追いかけたわたしに、バーテンダーの「ありがとうございました」の声が聞こえた。




　……本気なの？

　ホテルの宿泊フロアの廊下で、わたしは前を歩く翔平の背中に心の中でそう問いかけていた。

　バーを出た後の翔平の行動は実にスマートだった。わたしを待たせることなくすんなりと部屋に案内している。

　もしかしてこうなることを想定していたのかと疑いたくなるほどだ。

　ドキドキと高鳴る心臓。体が熱くて思考がまとまらないのは、お酒のせいだけじゃない。本当に嫌ならば、ここまでついてきていない。別に無理矢理連れてこられたわけじゃないのだから、帰ることだってできる。

　そして翔平もそのことをわかっていて、すたすたと迷うことなく歩いているのだ。だから余計に悔しい。

　でも……ここでひるんだら負けたような気がする。よくよく考えれば勝ち負けの問題じゃない。なのにこのときのわたしは冷静に物事を考えることができなくなっていたのだ。

　部屋の前まで来た。翔平がカードキーを差し込む前にわたしに聞いてきた。

「怖気づいた？」

　挑むような言い方。不敵な笑いを浮かべる彼に思わず言う。

「……そんなはず、ないじゃない」

　なんて強気な発言。本当は胸が張り裂けそうなほど緊張でバクバクしているのに。こうやっていつだって自分を大きく見せてきた。

「ふーん。かわいいやつ」

「え？」

　なんでそこで〝かわいい〟になるの？　普通こんな傲慢な言い方〝かわいくない〟じゃない？

　わたしの目の前で笑っている翔平の意図がわからなくて混乱する。

　だけど翔平は待ってくれない。

　彼がカードキーを差し込むと「ピッ」という音とともに扉が開いた。「おいで」と言った翔平がわたしの腕をとって部屋に入った。

　――パタン。

　部屋の中に扉が閉じる音が響いた途端、わたしは彼に抱き寄せられて唇を奪われた。




「んっ……」

　鼻にかかる甘ったるい声が思わず出てしまう。最初はいきなりのことに驚いたけれど、それも一瞬だった。すぐに翔平とのキスに夢中になったわたしは、彼の唇に翻弄されていた。

　呼吸を求めて薄く開いた唇を彼は見逃さない。やすやすと彼の舌の侵入を許してしまう。そしてわたしの舌に絡ませてきた。久しぶりの生々しいキスの感触に体がゾクゾクする。彼に応えるように舌を絡ませて、唇から唾液が顎に伝う。

「瑠衣……舌、出して」

　甘い熱い吐息。翔平の興奮が伝わってきた。閉じていた目を開くと目の前にある翔平の視線とぶつかる。彼の瞳の中にはわたしが映っている。

　わたし〝だけ〟が映っている。

　今彼を独占していると思うとなんだか胸が高鳴った。誰もが振り返るような彼が今だけはわたしのものだ。

　わたしは彼の頬に自分の手を添えた。彼は少し驚いた顔をしたけれど口元をほころばせた。

「ほら、出して」

　焦れたように催促されて今度はわたしが顔をほころばせた。こんな余裕のない彼を見ることは今までほとんどなかったので新鮮だった。

　言われるままに自分の舌を差し出した。

　今日のわたしは自分で驚くくらい素直だった。なにも考えずにただ気持ちに従った。

　翔平とわたしの舌が絡み合う。そのたびにお互いの発する熱が高ぶっていくのを感じる。ふたりの熱で部屋の温度さえ上がっているように思えた。

　彼の舌がわたしの首を這はう。新しい刺激にビクンと体が震えた。大きな手がカットソーの上から胸に触れた。

「……ん、翔平。待って、シャワー」

　そこまできて、まだここが扉の前だと気付いた。汗だってかいてるし、このままでは……。

「そんなお行儀いいこと言ってられない」

　さっきよりも強く胸に触れられると同時に、彼の舌がわたしの耳朶を這う。甘い刺激に体が素直に反応する。

　わたしに余裕を与えるつもりのない翔平は耳への刺激を続けながら、カットソーの裾から手を忍ばせた。素肌に触れられると否が応でも感じてしまい、どんどんと思考を奪われていく。

「ん……でも」

「でもは聞かない」

　彼の声がわずかに掠れている。普段聞かないような彼の声にわたしは興奮を覚えた。

　きっともう逃げられない。

　無駄な抵抗だと最初からわかっていた。けれどまだわたしの中に残っていた羞恥心がそうさせていた。

「なあ、もう待てない」

　吐息交じりに耳元で囁かれたその言葉に、わたしは完落ちした。

　彼の首に腕を絡め、そして自ら彼に口づけた。

　翔平は一瞬驚いたようだったけれど、わたしのキスに応えてくれた。

　唇を離しお互い至近距離で見つめ合う。言葉にならない思いがそこにある……お互いの心の内を探り合った。

「きゃっ」

　翔平は無言のままわたしを縦に抱き上げる。抵抗したって無駄だとわかっているわたしは、そのまま彼に抱きついて、おとなしくベッドに運ばれた。

　ふたりを受け止めたベッドが、ぎしっと音を立てる。翔平はベッドに座ったわたしをじっと見る。

「脱いで」

「……っ」

　別に強く言われたわけじゃない。けれど逆らえない。きっと彼はわたしに遠まわしに聞いたのだ。

〝本当にこの先に進む覚悟はできているのか？〟と。

　強引だけど決して無理強いはしない。なによりもこのめんどくさい性格のわたしのことをよくわかってくれている。

　わたしはベッドから降りた。フロアライトだけがついている薄明かりの中、カットソーを脱ぐ。次いでスカートのファスナーを下ろすと、するりと足元に落ちた。

「これでいい？」

　下着姿のわたしは、恥ずかしさから翔平の顔をまともに見ることができない。

「ああ、綺麗だ」

　そのままわたしは、ベッドに横たえられた。わたしをまたぐように膝立ちをした翔平に見下ろされる。彼はジャケットを脱ぎ捨てると、もどかしそうにネクタイを緩めてそれをベッドの下に落とした。彼もまた生まれたままの姿に近付いていく。その様子をわたしは余すところなく見つめていた。

　ほどよくついた筋肉。普段はそう感じなかったのに、男らしい体を目にしてドキッとして思わず顔をそむける。彼はそんなわたしの頬を優しく撫でた。

「こっち見て」

　そう言われてもなかなか彼を見ることができない。その間もわたしの頬を優しく撫で続けてくれた。

　ゆっくりと視線を彼に移す。すると熱のこもった目でわたしを見ていた。

　ああ……今からとうとう……。

　見つめ合うだけで体温が上がる。

　彼が体を倒してわたしの耳元で囁く。

「安心して……絶対後悔させないから」

　耳から媚薬のように流れ込んだ甘い声。その声に体の力が抜けた。

　それからの翔平は、さっきの言葉が嘘じゃないと証明するかのように、わたしを優しく激しく高みに導いた。

　この日のわたしは間違いなく彼に夢中だった。




　翌朝。

　こんなに気まずい朝をどうしたらいいのか。今までさんざん読んできた雑誌の恋愛マニュアルの特集なんてマジで役に立たないと実感した朝。

　幸い今日が休みでよかった。こんな状態で仕事に集中できる自信がない。

　まぁ安心できるのはそれだけだけど。

　昨日の出来事を思い出させるほど乱れたベッドの上で、わたしは翔平の腕の中どうしたらいいのか焦っている。

　しっかりと腰に回された手は少しでも身じろぎすると、逃がさないとでもいうようにギュッと力がこもる。

　どのくらいの時間この体勢でいるのか、そしてこれからどうすればいいのか必死になって考えている。

　ああ、早くしないと翔平が起きちゃう。

　焦っていると、彼がまたわたしをぐいっと抱き寄せた。首筋に彼の息がかかって体が思わず反応してびくっとしてしまう。それなのに彼がわたしの髪に頭をうずめたので、余計にどうしたらいいのかわからない。

　パニックになりかけていると、背後からクスクスという笑い声が聞こえてきた。わたしは勢いよく起き上がって振り返る。そこには枕に顔をうずめて笑っている翔平の姿があった。

「ねぇ、起きてたの！」

　すっかり騙されていたわたしは、ふくれっ面で彼を睨んだ。すると枕から顔を上げた彼はまだ笑いが収まりきらなかったのか、噴き出して笑いながら言う。

「いや、ひとりでなにか考えてるなぁって……必死になって逃げようとしているから、ついつい」

　わかって腕の力を込めて、わたしを抱きしめていたのだ。ひどい。

「起きてるなら、おはようぐらい言えない？」

　悔しくてどうでもいいことで彼を責める。するとますますおかしくなったのか声をあげて笑い出した。

「悪い、悪い。おはよう、昨日は瑠衣最高にかわいかったよ」

　体を起こした彼は肘をついて頬を支え、甘い言葉を囁いた。それと同時に昨日のあれこれを思い出してしまい、一気に顔が熱くなる。

「な、なに言ってるの？」

　そんな風にストレートに伝えられると、その場のノリで言われたことだとしても照れてしまう。

「それに今もかわいいけどな。朝から絶景」

　にやりと笑った彼の視線はわたしの体に向けられていて……。ハッとしたわたしは自分がまだ一糸まとわぬ姿だとはじめてそこで気が付いたのだ。

「え！　きゃぁああ」

　慌てたわたしはシーツをたぐり寄せて、そのまま寝室の続きにあるバスルームに駆け込んだ。

　背後から聞こえる、翔平の笑い声に羞恥心を煽られながら。




　それから身支度を整えたわたしはホテルの近くにあるカフェで、ふわふわのフレンチトーストを目の前にさっきまでの怒りを忘れていた。

　いつもは人でいっぱいのこのお店だが平日ということもあって、すんなり入店できた。席について一度食べてみたいと思っていた、この店自慢のフレンチトーストを注文した。

「うわぁ、美味しそう！　いただきます」

　実はすごくお腹がすいていたわたしは、さっそくナイフとフォークを持つとフレンチトーストをいただいた。しっとりとしていて口の中にほどよい甘さが広がる。メイプルシロップをかけるとまた違う味わいを楽しめた。

「うまいか？」

「あ、うん」

　夢中になって食べていて、翔平のことをすっかりほったらかしにしていた。他の相手なら気を使って絶対に食べることに夢中になるなんてないのに。

　コーヒーを飲む翔平が食べているわたしを見ている。

「なに、どうかした？」

　あまりにじっと見てくるので、不思議になって聞いた。

「ほっぺたに、シロップついてる」

「えっ」

　夢中で食べていたから気が付かなかった。焦ってナプキンで頬を拭う。

「ぷっ、嘘だよ。どこにもついてない」

「なっ！　なによそれ。子供みたいなことしないで」

「悪い、ついからかいたくなっただけ」

　クスクスと笑う翔平はいつもと変わらないように見える。わたしは、やっぱりちょっと意識してしまう。

　でもこれまで経験したのとは少し違った。これまで他の人とお泊まりをした翌日は本当に気を使った。彼より早く起きてメイクや身支度をしたり……それからちょっと気まずい時間を過ごすのがお決まりだ。相手の態度を見て昨日の自分がなにか失敗していなかったかと様子をうかがうことに疲れて早く家に帰りたくなってしまう。

　愛を深めるための行為なのに、余計に疲れてしまうことが多い。

　でも今日は違う。

　お酒が入っていたにしても、突発的に付き合っていない人とそういうことをするのは、はじめてのことだった。よく知っている相手だとしても、今までそういうことは一度もなかったのに。だからこそ、もっと気まずい朝を迎えるのだと思っていた。

　確かに気まずくないわけではなかった。朝もどうやってベッドから抜け出そうかと必死になって考えていたし、裸を見られてしまったことも失態だ。

　それなのにわたしは今、翔平と食事をしていて、早く帰りたいとは思っていない。むしろこのゆっくりした朝を楽しんでいた。

　少しは後悔するかと思っていたけれど、そういう気持ちはまったくなかった。かえって翔平との距離が近付いたように思う。

「なあ、感想は？」

「ん？　美味しいよ」

　アイスティーをストローで吸い上げながら彼を見た。もしかして食べたいのかな？

「いや、俺とのセックスの感想を聞きたい」

「ぶっ……ごほっ、ごほっ」

　口の中のアイスティーを思い切り噴き出してしまった。慌ててナプキンで口元と手のひらを拭く。

「ねぇ、公共の場でなんてこと言うのよ！」

　思わず声を潜めて、周りに聞こえていないか確認する。

「別にいいだろ、俺たち周りから見たらそういう風に見えるはずだろうから」

「え？　……そうかな」

　そういう雰囲気が出ているの？

「で、ご感想は？」

　翔平はテーブルに肘をついてこちらをじっと見ている。どうやらわたしが答えるまで許すつもりはないようだ。わたしは慎重になって言葉を選んだ。どう伝えるべきなのかと。

「よかった……と思う」

　自分の気持ちを正直に言えたはず。最後ちょっとごまかしたけど。

　嫌なことなんてひとつもなかった。あんな風にありのままの自分をさらけ出して、それを受け入れてもらったことは今までなかった。体を重ねることって本来こういうものなんだとはじめてわかった。

「なんだよ〝思う〟って。まあいい。またリベンジだな」

　不満そうな顔をした翔平が〝リベンジ〟と言った。それってまたこういう朝を迎える可能性があるってことだよね？

　はっきりと聞けないのは、どうしてだろうか。今まで翔平にはなんでも話してきたのに。

　期待しているように思われるのが嫌だから？　それとも冗談で済まされるのが嫌だから？

　どちらにしてもこの日わたしはわかった。恋愛っていうのは、段取りよくお行儀よく進んでいくものではない。必死になって頭で考えていたってうまくいかない。それよりも気持ちに突き動かされて衝動的になってみた方が、よほど自分の気持ちに向き合える。

　そう今の自分みたいに。

　こんな関係になるまで翔平のことは恋愛対象に見ていなかった。いや、彼があまりにも立派すぎて早々にリストから外してしまっていたのかもしれない。

　だけど……間違いなくわたしの中で、彼に対する気持ちが変化した。これから先どうなるかわからない。だけど彼となら気持ちのままに恋をしてみるのもいいのかもしれないとそう思った。




＊　＊　＊




　めいっぱいシロップのかかった甘そうなフレンチトーストをうれしそうにほおばっている。そんな彼女の姿を見て思わず顔が緩んだ。

　まさか自分が食事をしているだけの女性を見て楽しいと思える日が来るとは思わなかった。

「なに、どうかした？」

　あまり見つめすぎたのか、鈍い瑠衣もさすがに気が付いたみたいだ。適当にからかうと不服そうに頬を膨らませた。表情のくるくる変わる瑠衣にちょっかいをかけるのは楽しい。

　いつからこんな風に思うようになったのか、美味しそうに食事をとる彼女を見ながら思い出した。

　高校の同級生に仲間内で集まるからと言われて顔を出した飲み会が、瑠衣と出会った合コンだった。彼女はのちに俺の勤めるクリニックで一緒に働くことになる、彼女の姉の瑠璃ちゃんと自分の友人たちと参加していた。

　俺は騙されて連れてこられたことに腹を立てたが、もちろんそれを顔には出さない。後で幹事に少しいや……思う存分嫌味をぶつけたけれど。

　瑠衣が女性側の幹事だったようだ。適度に場慣れしていてどのようにすれば男性受けするのか、周りを不快にさせない態度というものをわかっていた。彼女のおかげで和やかに会が進んでいった。

　ただその姿を見て『相当数をこなしているな』という感想を持った。彼女の姉が飲み会にはまったく慣れていないようで、隣にいる瑠衣が余計に計算高く見えたのかもしれない。俺はその場でどうしていいかわからないという態度の彼女の姉の瑠璃ちゃんをからかって遊んでいた。熱視線を送ってくる他の女子とは違い、俺に興味がなさそうな瑠璃ちゃんを相手にしている方が楽だったからだ。

　看護師の瑠璃ちゃんとは同じ医療業界で働くということもあり普通に話が盛り上がった。合コンお決まりの好きな食べ物や休日の過ごし方なんて話をするよりよっぽど有意義な時間だった。

　その頃瑠衣はといえば、俺の友人の幹事が彼女を気に入ったようで話し込んでいた。彼女もまんざらではなさそうに見えた。

　しかし他の女性が幹事のそばに行くと、すっと席を立っていた。俺の友達は名残惜しそうにしていたけれど、瑠衣はまったく意に介さない。そうやってひとりになりがちな人や、カップルになりそうな人たちに声をかけて、合コンの間四六時中周りに気を使っていた。

　派手な見かけとは違って、損な役回りばかり引き受ける子だな。

　最初の第一印象はその程度だった。

　それから直接会うことはあまりなかったが、俺の先輩である医師の中なか村むら和かず也やさんと瑠璃ちゃんの結婚式で再会し、なぜだか意気投合してからちょくちょく会うようになったのだ。

　会うと言っても特別なにかをするわけじゃない。お互いの時間のあるときに落ち合って話をする。最初はそれだけだったが、会っているうちになんでも器用にこなしそうに見えて実は抜けている瑠衣の不器用さや、ドライに見えるのに周りに対しての温かいふるまいを目にするようになって、いつからか俺から誘う回数の方が圧倒的に多くなった。

　彼女から誘ってくるのは、もっぱら恋愛がうまくいっていないときが多い。いつもどこかのくだらないマニュアルを参考に、頭でっかちな恋愛まがいのことをしているのだからうまくいくはずない。早くそれに気が付かないかとこちらはずっと気長に待っていたが、そもそも鈍すぎて、俺の気持ちにも気が付いてないんだろう。

　しびれを切らしそうになっていたところに、また落ち込んだ瑠衣から連絡が入った。俺はこのチャンスを都合よく使わせてもらうことにしたのだ。

　そして結果……上々といったところだろうか。

　少々強引だったことは否めない。けれど頭でっかちの瑠衣が俺との恋愛のスタートを切るには刺激的でよかったのではないかと思う。

　他の誰かと同じような恋愛なんて彼女とするつもりはない。

　少し意地っ張りで、でもさみしがりやで甘えん坊。かわいくないことを口にしながら、かわいいことをする……そんな彼女がやっと俺を男として見るようになった。

　ここからがスタート。ふたりのこれからを思うとわくわくしていた。

　目の前で美味しそうにアイスティーを飲む彼女はそれをわかっているのか、いないのか。

　思わずいじめたくなって、彼女に答えづらい質問をぶつけてみた。

「俺とのセックスの感想を聞きたい」

　アイスティーを噴き出し、目を白黒させたかと思うと、周囲をしきりに気にしている。そんな彼女を見るとかわいくてどうしようもなくなる。

　瑠衣が意地っ張りでよかった。そうじゃなければ、こんなにかわいい姿を他の男も目にすることになっていたはず。

「よかった……と思う」

　こちらを見ようともせずに、真っ赤な顔で答えた瑠衣にますます心をもっていかれそうでこっちが戸惑う。しかしその顔はかわいいものの、答えには納得できない。

〝……と思う〟だと？

　このままにしておいては、男の沽券にかかわる。まあ最初からこれっきりで終わらせる気なんてさらさらないけど。

　照れ隠しか目の前のフレンチトーストを黙々と食べる瑠衣。今度は本当に頬にシロップがついている。それを舐めとりたい衝動を抑えて「ついてるぞ」と彼女に教えた。










第二章　手に入れたものと失ったもの




　翔平とあんなことになってから、わたしたちの関係は変わった……ような変わっていないような。ふたりの関係をどう呼べばいいのかわからない状態が続いている。

　でもまぁ、仲よくやっている……ような気はするけれど。でも突然恋人っぽくなれるわけもなく、恋人って呼べるのかどうかも怪しいのだけれど。

　でも一緒にいると楽しいのは確かで、会うたびにどんどん惹かれていっているのは間違いなかった。

　こんな風に言い合うことも多いけれど。

「ねぇ、ごめんってば」

　人が行き交う金曜日の二十一時の歩道。わたしは前を歩く翔平の背中を追いかけていた。

「別に怒ってない。お前がまだ無駄な合コンに行こうとしていて呆れているだけだ」

「行こうとしてない！　先輩に誘われて、飲み会だって言うから」

　職場の先輩に飲みに行こうと誘われた。すると半年前に合コンで会ったことのある男性が同席していたのだ。どうも……わたしに興味があったとかなんとか。

　きちんと事前に男性も一緒だと聞いていたら参加しなかった。けれど今さら遅い。

　だから翔平に連絡をして迎えに来てもらったのだ。この後近くで会う予定になっていたから少し面倒をかけるとは思ったけれど、そうすればわたしには相手がいることが一目瞭然だから。

　でも……まあ翔平には不快な思いをさせてしまったな。

「ほんとに、ごめん」

　わたしは、後ろから翔平の手を握った。すると彼が足を止めてくるりと振り返る。彼の顔を見て真剣に謝った。誤解されたくない。本当はこんなことで喧嘩なんかしたくないのに。

　翔平はわたしの顔を見て「はぁ」と大きめのため息をついた。

「いいよ、別に怒ってない。ただ……」

「ただ？」

「自覚がないなって。いや、それは俺のせいか」

「ん？　自覚って？　どうして翔平のせいになるの？」

　彼の言っていることの意味がわからなくて、聞き直す。翔平は時々こういうことがある。頭の回転が速すぎてついていけない。

「まあいいさ。時間はたくさんあるんだからな」

「ねえ、なんのことなの？」

　勝手に自己完結しないでほしい。わたしは先を歩く翔平を追いかける。足が長いんだから少しはゆっくり歩いてくれたらいいのに。

　少し距離があいて慌てて追いかける。すると前から歩いてきた男の人がぶつかってきた。

「痛いっ。あ、すみません」

　ぶつかってきたのは向こうだったのに、とっさにわたしが謝った。すると向こうはこちらを睨んで一歩わたしに近付いた。

　相手はお酒を飲んでいたのか、アルコールの匂いがプンプンする。思わず顔をそむけたわたしの手を、相手が握った。

「飲みに行こう、これから」

「え？」

　知り合いだったかと思って、顔を確かめる。しかしこんな人、見たことない。

「あの、結構です」

　掴まれた手を、相手を刺激しないようにゆっくりと引く。しかし逆に強く掴まれてしまった。

「痛いっ」

　思わず顔をしかめ、声をあげる。

「瑠衣！」

　名前を呼ばれて顔を上げると、翔平が全速力でこちらに駆けてきているのが見えた。すぐにわたしをかばうようにして前に立った。

「なにかありましたか？」

　いつもの彼とは違う、相手を威圧する低い声。背中しか見えなくて彼の表情まではわからなかったけれど、男は焦った顔で目を泳がせてそのまま踵を返すと走り去っていった。その速さたるや、酔いもすっかりさめたかのように見える。

「あの、えっと……ごめんね」

　今日は翔平に謝ってばっかりだ。怒らせたり迷惑をかけたりしたいわけじゃないのに、どうしてこうなっちゃうんだろう。

「そういうときは、ありがとうだろ」

「でも、迷惑かけたし」

「別に迷惑でもなんでもない。俺が怒ってるのはあの男に対してで瑠衣にじゃない。瑠衣はなんでも自分の責任だと思いすぎじゃないか？　俺の前ぐらいは、気を抜けばいいのに」

　確かに人に迷惑をかけないように気を付けて生きてきた。だからある程度のことは自分でなんでもできる自負がある。だからといって誰かに頼って助けてもらうことが悪いわけじゃないのだ。

「うん、こういうときは……ありがとうだね」

「そうだ。しかししっかりしてるようで、抜けてるというかなんというか」

　翔平が呆れた顔でわたしを見た。

「さっきのは不可抗力でしょ？」

　かわいくないことを言うわたしの手を、翔平がギュッと握った。

「最初からこうしてればよかったんだ」

「え……あ、うん」

　それ以上のことをやっているにもかかわらず、人前で手を繋ぐなんてはじめてのことで、なんだか照れ臭い。

「いいか、この手を離すなよ」

　彼は前を向いたままそう言うと、ギュッと手に力を込めた。

　もしかしたらこれから困ったことがあったとしても……こうやって翔平が手を引いて導いてくれるのかもしれない。

　これまで男性には自分のいいところだけを見せるようにしてきた。頼るなんてできずに、よく『瑠衣は強いからひとりで大丈夫』なんてどこかで聞いたことのあるようなセリフで恋が終わっていた。

　翔平との恋は違う。

　ひとりじゃないって……いいな。

　わたしは素直にそう思えて、大きな翔平の手を握り返した。




　そんな翔平のおかげで、わたしも彼には随分素直に甘えられるようになったと思う。はっきりとした言葉はなくても、彼の気持ちを十分に感じていたわたしは幸せな日々を送っていた。

　でも……やっぱり言葉で言ってほしい。合コン仲間の誘いを断るために『好きな人ができた』と伝えた。そうなると根ほり葉ほり聞いてくるのが女友達というもの。

　わたしは相手こそ明かさなかったものの、ことの次第をかいつまんで話して聞かせる。すると皆が口をそろえて言う。

『本当に付き合っているの？』って。

　そう聞かれると不安になる。わたしたちの関係は良好で、今まで付き合ってきた彼氏よりもずっと彼氏らしかった。だからこそ言葉がなくても深く悩んだりしてはいなかったのだけれど、周りから言われると心配になる。

　わたしは寝る準備を済ませて、ベッドに横になって悶々と考える。

　ふたりにはふたりの付き合い方がある。全部が周囲の人と一緒でなくてはいけないわけじゃない。だけどただそのひと言がないだけで不安になるなら自分から聞いてみればいい。わかっているけれど、いざ聞くとなると向こうの答えが怖くて聞けない。

　いつも肝心なときにびびっちゃうの……ほんと情けない。

　スマートフォンのディスプレイには翔平の名前。受話器のマークをタッチすれば彼に繋がる。

「あっ」

　勢い余って電話をかけてしまった。すぐに切ろうと思ったけれど、それはそれで変に思われるかもと思い数コール待った。

《もしもし》

　期待していなかったのに、彼が出てちょっと驚いた。

「もしもし……今大丈夫かな？」

《ああ、どうかしたのか？》

　向こうで、心配そうにわたしの様子をうかがう翔平にこんなくだらないことで電話して申し訳ない気持ちになる。

「別に特別用事があったわけじゃないの」

《そうか、瑠衣はあんまりそういうことしないからめずらしいな。今は？》

「ん、もうベッドの中」

　時刻は二十三時半。明日は早番なのでいつも寝る時間だ。

《俺も横になるか……っ》

　ぎしっとベッドのきしむ音が聞こえた。お互い離れているけれどなんだか隣に寝ているような感覚に少し照れ臭くなる。

《今日は忙しかった。ちょっと大学に呼ばれたから》

「ふーん、続けてる研究のこと？」

《ああ。ちょっと色々あってな》

　翔平は中村クリニックで院長を務めながら、大学で恩師との研究も続けている。中村クリニックで働くことになったのは、姉の旦那さまである前・クリニック院長である中村和也さんに頼まれたからだそうだ。

　色々か……でも聞いても多分わからないだろうな。こういうときお姉ちゃんみたいに看護師だったら、少しは翔平の話も理解できたのかな。

「お疲れさま」

　深くは聞かずにねぎらった。お互いリラックスしてとりとめのない話をしていると、睡魔が襲ってくる。

《おい、聞いてるのか？》

「うん……大丈夫」

《もう切るか？》

「ダメ、もうちょっと」

《なんだよ、いつもより甘えん坊だな》

　自分でもそう思う。けれどもう少し翔平の声を聞いていたかったのだ。

　周りからあれこれ言われてちょっと不安だった。でも彼の声を聞いているとどうでもよくなっていく。

　まぶたが落ちてきた。

《寝たのか？》

「……ううん、起きてる」

　そう答えたけれど、半分夢の中だ。翔平の声が遠くに聞こえる。

《寝てるだろう……ったく》

　少し呆れた様子で笑っている。

　ああ、この笑い方好きだな。

　そう思いながら完全に眠りにつく間際。

《かわいい瑠衣、好きだよ》

　そんな風に彼が甘く囁いた気がした。

　その日わたしは夢の中で、翔平の腕に抱かれて眠った。

　ゆっくりゆっくり、会えても会えなくても翔平の存在がわたしの心の中で大きくなっていった。




　それから数週間。

　目覚めから体がだるい。それでも仕事には行かなくてはいけない。重い体を引きずってベッドから出てキッチンに向かう。

「おはよう」

　声をかけてきたのは、姉だ。旦那さまが出張なので昨日は実家に泊まったようだ。早起きして朝食の準備を母としていたらしい。淹れたてのコーヒーをわたしの前に置いてくれた。

「おはよう……うっ」

　深く匂いを吸い込んだと同時に、胸がむかむかして思わず顔をそむける。

「どうかした？　二日酔い？」

「ううん……なんだかここ最近体調が悪くて」

「そうなの？　病院は？」

「行ってない」

　あんまり好きじゃないのだ。それにだるい程度で我慢できないわけじゃない。

「もう、あんまり続くようならちゃんと検査しないとダメだよ」

「はいはい、わかった」

「もう、心配してるのに」

　不満そうな顔でわたしの向かいに座った。その隣に母も座り女だけで朝食をとる。父はどうやらもう仕事に行ったようだ。

　ハムとチーズののったトーストとサラダ。それとオレンジ。いつもとそう変わらないメニュー。

「ねえ、和也くんアメリカに出張なの？」

「うん。学会だって」

「瑠璃もついていけばよかったのに」

　母の言葉に姉はとんでもないと首を振った。

「わたしだって仕事があるし、それに彼の邪魔をしたくないから」

「そうね。でもアメリカに住むっていう可能性はないでしょう？　病院のこともあるし」

　姉の旦那さまである和也さんは、現在都内で大きな総合病院の院長を務めている。だからアメリカに住むという選択肢はないだろう。

「うん。英語苦手だからそれはうれしいかな。それに向こうでの仕事って本当に激務らしくて家に帰ってもほとんど寝るだけで、会話もままならないって言ってた。それに日本人の奥様同士の繋がりも強くて、お茶会とか食事会とかとにかく大変なんだって」

　身振り手振りを交えながら、どれだけ大変なのか熱く語っている。自分が行くわけではないのに心配性だなと横目で見ながら、食欲がないのでオレンジだけ口に運ぶ。

　でもお姉ちゃんはそういう派閥争い苦手そうだもんな……。

　かく言うわたしもできればそういうのは避けたい。自分のことならいいけど、パートナーのコミュニティでとなると胃に穴が開きそうだ。

「単身で行く方が仕事に集中できそう。結果も出やすいだろうし。だから今度は君島先生が行くことになったんだね、きっと」

「えっ？」

　それまで口を挟まずに静かにしていたわたしが、急に声をあげたので母も姉もこちらを見ている。しかしそんなふたりの様子も気にならないほどわたしは動揺していた。

「君島先生、アメリカに行くの？　出張？」

「え……あ、うん。そういえば瑠衣は君島先生と顔見知りだったよね。出張というか、向こうの研究施設に呼ばれて、何年か向こうに行くみたいだよ。だから中村クリニックは中村総合病院の分院になって地域医療に――」

　姉がなにかしゃべっているけれど全然に耳に入ってこない。

　翔平……アメリカに行くの？

　わたしはなにも聞いていない。確かに最近忙しそうにしていてゆっくり話をする機会もなかった。けれどアメリカ行きのような大きな話が昨日今日に出てきたわけない。わたしに話をする機会はあったはずなのに、そんなことひと言も聞いてない。

　なんで……どうして……。

　わたしたちそんな浅い関係だったかな。特別な関係になって半年。言葉はなくてもお互いちゃんと通じ合ってるって思っていたのに。それってわたしの勘違いだったの？

　関係を言葉で明白にしていなかったことが、ここにきて悔やまれる。

　翔平に聞いてみる？　ああ、でもそんな勇気ない。小心者の自分が顔を出し、フォークでサラダをつつきながら、翔平のことを悶々と考えてしまう。

「ごちそうさま」

　体調が悪いのも手伝ってオレンジだけ食べて、早々に食事を切り上げて立った。

「あれ、食べないの？」

　母が心配そうな顔をした。

「あ、うん。ちょっと具合悪い。でも心配しないで。明日休みだし今日頑張ればいいだけだから……」

　翔平のアメリカ行きの話を聞いてますます体調が思わしくない。家族の前にいると心配させてしまうのでわたしは支度を済ませようと洗面台に向かう。

　鏡を見ると青白い自分の顔がある。今日は少し濃いめのメイクにしようと思っていると、また吐き気が襲ってきた。

　これ……本当にやばいかもしれない。

　体調も悪いし、翔平の気持ちもわからないし……もう最悪！

　もやもやした気持ちを抱えて部屋に戻ってメイクに取り掛かる。こういうときこそ、ちゃんとお化粧して落ち着こう。

　いつもの手順でメイクをしていき、最後に口紅を塗ると気持ちがわずかに落ち着いた。鏡の中にいつも通りのわたしがあらわれてホッとする。

　とりあえず体調が悪くても、ショックなことがあっても働かなくては！

　わたしは気合を入れて仕事に向かった。

　不思議なことに仕事をしている間は、いつもと変わらない落ち着いた気持ちでいられた。少々の体調の悪さはあったがなんとかなった。

　けれど一度帰宅すると気が抜けたかのように、体調不良と翔平への不安な気持ちが膨らんでくる。今日一日何度も翔平に連絡を取ろうとした。けれどどう切り出していいのかわからずに結局夜になってしまった。

　翔平から真意を聞きたいと思う。けれどこんなに体調が悪い状態ではまともに話をすることができるとは思えない。

　ただでさえマイナス思考なのに、なんでも悪い方向にとってしまいかねない。

　早めに休んで落ち着いてから、彼に連絡を取ろうと早々にベッドで横になることにした。

　翌朝、早く寝たのに一向に体調はよくなっていない。

　洗面台に向かうといきなりまた吐き気に襲われた。手をついてうなだれていると、廊下から姉の声が聞こえてきた。

「ねえ、生理はじまっちゃったからナプキンちょうだいね」

「あ、うん。使って～」

　そう返事をして歯ブラシを取ろうとして手を止めた。

　あれわたしそういえば、前の生理いつだったっけ？

　手帳のページを思い浮かべるが、いつだったか思い出せない。

　もしかして……。

　不安になったわたしは、歯ブラシを洗面台に投げ出して階段を駆け上がる。部屋に入ってバッグから手帳を取り出してめくる。そしてその事実に手が震えた。

「きてない」

　生理が遅れて間もなく二週間が経とうとしている。いつも規則的にくるのにここのところ忙しくしていて、気付くのが遅くなった。

　先日から体調不良。遅れている生理。それが示す結果を想像して固まってしまった。

　気が付けばスマートフォンを手にしていた。画面には翔平の名前。電話をかけようと画面をタップしようとしてやめた。

　こんな不確かな状況で、彼に相談してどうするの？　勘違いかもしれない。

　その日休みだったわたしは、産婦人科の診察がはじまるまで毛布にくるまって、時間を過ごした。

　時々『この手を離すな』と言ったいつかの翔平の声を思い出して、少し泣けた。




　病院に行く前に、ドラッグストアで買った検査薬を試す。結果は陽性。そのまま産婦人科に向かって自分の中に小さな命が芽生えていることを知った。

　診察の間のことはよく覚えていない。けれどエコーを見たときのことだけははっきり記憶にあった。それを見て自分が妊娠しているのだと自覚できたからだ。

　お医者様が色々と説明してくれたと思うがまったく頭に入っていない。

　どうにか自宅に戻り部屋にこもる。調子が悪いと言っていたので、母は心配していたが「寝るから起こさないで」と言っておく。

　とにかく……落ち着こう。

　ベッドに横になって、今日もらったエコー写真を見る。白黒の画像の真ん中に小さな丸がある。胎たい嚢のうというものらしい。心拍もエコーで確認が取れた。わたしはママになったのだ。

　予想はしていたものの、戸惑った。

　けれど画面に映る胎嚢を見た瞬間、それまで体調が悪くて重かった体が少し軽くなった気がした。自分の中に命が芽生えるその不思議な感覚が体を包んだ。

　男の子かなぁ、女の子かなぁ。

　どちらでもかわいいだろうな。

　自分にこんな母性があるなんて新しい発見だ。

　そこまで思って妊娠しているかもしれないとわかってから一度も、わたしは赤ちゃんを諦める想像はしなかったことに気が付いた。答えは出ている。

　あとはどうやってお腹の子と暮らしていくかだ。

　もちろん翔平に伝えるべきだと思う。彼が父親で間違いないのだから。

　そして彼はきっと逃げはしないだろう。でも……まもなくアメリカに行くことが決まっているのにわたしやお腹の子は予定外のはずだ。

　彼にとってアメリカ行きはずっと続けている研究を思い切りできるチャンスだ。

　もしわたしたちが足かせになって思うようにいかなければ、彼は後悔するかもしれない。いや、わたしも、自分が翔平の足をひっぱるなんて、死んでも嫌だ。

　彼には自分の好きな研究をめいっぱいしてほしい。それがいずれ多くの人の命を救うかもしれない。まもなく大きなチャンスがやってくる彼にとって、わたしは足手まといでしかない。

　それに、義務や責任感で一緒にいてほしくない。

　そう考えると胸が苦しくなった。

　お互い気心が知れていて彼の前では家族以上に自分らしくいられた。いつも言い合いをしていて、それさえも楽しかった。

　それなのに……肝心なことはなにひとつ言えないな……。

　そう思うとふと悲しくなった。

　でも……彼を思うならできることがある。そしてわたしにはこの子がいる。

　自分のお腹を見たけれど、見た目はこれまでとなんの変化もない。けれどこの中に赤ちゃんがいると思うと強くなれた。覚悟を決めたわたしは、勇気を出して翔平にメッセージを送った。




　その週末。

　わたしは翔平といつものバーで待ち合わせをしていた。

　いつにもましてメイクにも服にも気を使った。唯一靴だけは、買ったばかりのローヒールの歩きやすいものだ。それ以外はいつもよりも気合が入っていた。そうすることで、背筋が伸び強い自分になれる気がしたからだ。

　時間より少し前に到着すると、いつもの場所に翔平がいた。ロックグラスの中の琥珀色の液体を見つめている。

　深呼吸をひとつして、彼に声をかけた。

「おまたせ、早かったんだね」

　いつもと同じようなトーンで声をかけることができて、ホッとした。

「ああ、今日は予定通りに仕事が終わったからな」

　彼の隣に座ると「いつものでいい？」と聞かれて頷きそうになり思い直した。

「ううん、今日はオレンジジュースで」

「ジュース？　体調でも悪いのか？」

　いぶかしむ翔平を無視してバーテンダーに「お願いします」と告げた。

「そういうわけじゃないの。今日はちゃんと話がしたいからお酒はやめておく」

　ジュースを受け取りながら、翔平の顔を見る。いつもと変わらない整った顔だったが、わたしがなにを話すのか気になるようで、少し顔が強張っているように見えた。

　彼の表情を見てわたしも緊張する。ちゃんと話ができるだろうか。

　きっと翔平も話の内容が気になるに違いないのに、彼はわたしを急かしはしなかった。出されたオレンジジュースをひと口飲んでわたしは、口を開いた。

「翔平、アメリカ行くの？」

　わずかに彼が目を見開いた。

「知ってたのか？　……ああ、瑠璃ちゃんから聞いたんだな」

　すぐに話がどこから伝わったのかわかったみたいだ。

「本当のことだったんだ」

　もしかしたらなにかの間違いかもしれないと少し思っていたけれど、期待を裏切られた。

「ちょうど話をしようと思ってた。これ――」

　翔平がわたしの反対側にある椅子に置いてあった封筒を手に取った。けれどわたしは覚悟していたものを突き付けられて、胸が苦しくて彼の行動を遮った。

「よかったね。元気で行ってきて」

「え？」

　翔平の動きが止まる。明らかに不機嫌な顔をしている。しかしわたしはそれを無視した。見てしまったらちゃんと最後まで話ができないだろうから。

「アメリカなんてすごいね。お義兄さんが留学していた大学で研究するって聞いた。頑張ってね」

「おい」

「すごいな～。わたしも旅行なら海外行ってみたいけど、住むのは無理だな。英語まったくできないし、ご飯も和食大好きだし、それに――」

「瑠衣」

「それに、あとなんだっけえーっと」

　翔平の言葉を無視して話をしようとしていた。けれど彼は許してくれない。

「瑠衣」

　二度目に名前を呼ばれてさすがに黙った。

　半ばわたしを睨みつけるような表情を見せる翔平に、思わず息をのむ。押し切ってしまってさっさと退散する作戦はどうやら失敗したみたいだ。

「俺の顔を見て」

　そう言われると素直に従ってしまう。悲しいけれど惚れた弱みだろう。

　黙って彼の顔を見ると、その目に怒りが見てとれた。

「お前は、それでいいんだな？」

「それでって……？」

「俺がひとりでアメリカに行っていいんだな？」

　いいわけないじゃない。だけどそんなこと言えるはずない。

「なんでそんなこと聞くの？　アメリカ行きの話が出たときにわたしのことが頭をよぎっていたなら、少なくとも他の人から翔平の留学の話を聞くことなんてなかったと思う」

「それは――」

「そういうことでしょう。大丈夫だから全部言わなくて。わたしたち――」

　ここまできて先を続けるか迷った。だけど言わなくちゃいけない。人生最大の覚悟を決める。

「ちゃんと付き合っていたわけじゃないもんね」

　翔平がわたしをきつく睨む。一瞬にして周りの空気が凍りついた。

「なんだよ。付き合っていたわけじゃないって」

　掠れた声。怒りを抑えているのがわかる。

　でもわたしはこんなに彼が怒っているのに、ちょっとうれしいとさえ思った。翔平もちゃんとわたしに向き合ってくれていたんだなって思えたから。

　それだけで涙が出そうになった。ちゃんと思い合っていた。

　だけど……だからこそ……わたしは今彼に嫌われようと必死になる。

「だって、そんな話した？　たまにデートしてエッチしてただけじゃん」

　自分をできるだけ軽い女に見せる。あくまで翔平とのことは遊びだったんだと……自分の心と裏腹のことを口にするのはつらいけれど、今頑張らないと。

「今さらなに言ってるの？　翔平だってそのつもりだったんでしょう？」

　彼は口をギュッと引き結び、手にしていたロックグラスの中身を呷るようにして飲んだ。そしてそれを乱暴にテーブルに置いた。

「そうだな。たいしたことない関係だったな」

　自分で言い出しておいて、彼に肯定されると思いのほか傷ついた。ズキンと痛む胸に耐えて笑顔を浮かべる。

　このくらい……翔平だって嫌な思いをしているんだから、我慢しなきゃ。

「じゃあ、会うのはこれでおしまい。じゃあね」

　本当に軽く言った。これ以上ここにいたらあともう少しもう少しと引き延ばしてしまいそうだから。

　カウンターの椅子から降りて、わざと翔平の顔を笑顔で覗き込んだ。嫌な女だと自分でも思うが、思い切り嫌われた方がいい。お互いのためなんだから。

「ああ、瑠衣も元気でな」

「……っ」

　最後の言葉。それを引き出したのは自分。欲しい結果が得られたのに胸が締め付けられ鼻の奥がツンと痛い。

　慌てて顔をそむける。あと数秒遅かったら涙がこぼれていたに違いない。

　わたしはこれ以上この場にいられないと、踵を返して出口に向かった。顔を上げて背筋を伸ばして……一ミリも後悔している姿を見せてはいけないと、最後の意地を見せた。

　きっと翔平の目に映る最後の自分だから。

　バーの扉を開き外に出る。後ろ手で扉を閉めた後、わたしは顔をうつむけて早足で必死になってその場から離れた。どこに行くとも決めていない。ただ早く翔平から距離をとりたかった。

　もしかして追いかけてきてくれるなんて思ってる？　あんなひどい言い方したのに？

　もうひとりの自分が、自分に話しかける。

　そうだよ……わたしと翔平は終わったの。わたしが終わらせたんだから。

　早足がゆっくりになる。そして足が動かなくなる。

　抑えていた気持ちが、涙になってあふれ出す。それと同時にわたしはその場にうずくまってしまう。ぼろぼろと流れる涙を手で拭うが追いつかない。嗚咽をあげはじめたわたしは顔を覆う。

　間違ったことなんてしていないのに、なんでこんなに泣けてくるんだろう。

　翔平が研究に打ち込める環境に身をおくことができるのに、わたしがいたら邪魔になるじゃない。きっと優しい翔平はお腹の子の話をすれば責任を取ってくれる。でもそれで本当に後悔しない？

　アメリカで研究をできる人なんてほんのひと握りのはずだ。そんなチャンス逃してほしくないし、全力で打ち込んでほしい。

　それに……責任なんて言葉でわたしとお腹の赤ちゃんを受け入れないでほしい。それならわたしは赤ちゃんとふたりで生きていく道を選ぶ。

　生まれてきた子供はこの選択をどう思うかわからない。いつか物心ついたら非難されるかもしれない。でも……父親がいない選択をわたしがしてしまった分この子にはたくさんの愛情で包んであげよう。

　わたしの愛した人……翔平の子供なんだから。

　きっとこの子がわたしの支えになってくれる。勝手なことをしてごめんね。でもわたしはあなたがいるから生きていけるよ。

「あの……大丈夫ですか？」

　心配した女性が声をかけてくれる。わたしは涙を拭って答えた。

「はい、もう平気です」

　本当は全然平気じゃないけれど。でもこれから先何度もこうやって強がらなきゃいけないことがある。

　立ち上がったわたしは、しっかりと前を向いた。

『いいか、この手を離すなよ』

　いつかの翔平の言葉。その手を自分から手放した。

　約束守れなくてごめんね。

　届くはずのない謝罪の言葉を、何度も胸の中で繰り返した。




＊　＊　＊




「同じものを」

　バーテンダーに空になったグラスを差し出す。すでに四杯飲んでいる。いつもならとっくにやめている量だ。だからこそ相手の『大丈夫なのか？』という視線を感じるけれど『大丈夫じゃなくなりたい』気分だから、早く新しいのを作ってくれ。

　完全にやつあたりだ。わかっているけれどそうでもしなければ、やっていられない。

　俺たちの関係は……そんなもんかよ。

　どんなに考えても納得できない。俺たちそんな簡単に別れられるような関係だったか？

　瑠衣は時々デートしてセックスしてただそれだけって言っていたけれど違うだろう。

　少なくとも俺は違った。

　会っているときはもちろん、会っていないときだって瑠衣のことを考えていた。時々甘えて電話をかけてくる瑠衣も、からかうとすぐにすねる瑠衣も、意地っ張りでなんでも完璧にこなしたいと努力を重ねる瑠衣もどれも愛おしく思っていた。

　確かにアメリカ行きを言えなかったのは俺が悪い。少しでも早く言っておくべきだった。でも大事なことだから時間を作ってちゃんと話をしたかった。俺たちふたりの将来のことだから。

　ついてきてほしいっていうのは、俺のわがままだよな。

　瑠衣は今の美容部員の仕事が好きだ。日々研究をしているし人を綺麗にする仕事だからと、自分に対しても手を抜かない。新しいコスメが発売されるとかなり勉強をしていた。

　それくらい情熱をささげている仕事を辞めさせてアメリカで一緒に過ごそうというのは俺のエゴだ。

　彼女がきっとあんな風に、自分を悪く見せたのは自分が悪者になった方が別れやすいからだろう。お互い引きずらないで済む、そう考えたのかもしれない。

　どれくらい悩んだんだろうか。いつも考えすぎる彼女を楽にしたくて一緒にいたはずなのに、俺が一番彼女の負担になっていたなんて笑い話にもほどがある。

「はぁ」

　ため息をついてテーブルの上に置いてある封筒を見つめる。

　それでも俺との未来をどんな形でも、思い描いてほしかった。

　ついてこなくても、待っているという選択肢だってあったはずだ。でも瑠衣はその選択をしなかった。

　彼女が出した答えを尊重するべきだ。諦めが悪い自分にそう言い聞かせる。

　新しく差し出されたグラスは放っておかれて、周りに水滴がついている。急かした割に全然手をつけていないのは申し訳ない。

　手に取りぐいっと飲む。喉が焼けるように熱い。そろそろ酔っぱらってもいいはずなのに、全然酔えない。

　なにもかも今だけは忘れてしまいたいのに、思い浮かぶのは瑠衣のことだけ。これでは完全に悪循環だ。

　このまま飲み続けても、いい結果にはならないだろうな。

　俺は酔って忘れるということを諦め、席を立った。テーブルに置いてあるほとんど手をつけていないオレンジジュースを見て悔しさとふがいなさが込み上げる。

　支払いを済ませて席を立つ。

　扉を開けて店を出た。人の波の間を縫うように歩く。

　ふと目に入った女性がふいに瑠衣に見えたが当然人違いだ。

　あのとき……追いかけるべきだったか。

　そう思うけれど、瑠衣のあの様子を見ているともう彼女の中でなにもかも決まってしまっていたように思う。だからあえて止めなかった。

　でも最後に……。

「……さん、お客さん！」

　聞いたことのある声がして振り返る。そこには先ほどのバーテンダーがこちらに向かって走ってきていた。目の前に来た彼が封筒を差し出す。

「これ、忘れものです」

　確かに俺が持っていたものだ。

　でももう……必要のないもの。

　それは瑠衣と暮らそうと思っていた、アメリカの家の間取りだ。彼女がいなくなった今俺には必要のないものだ。

「悪いけど……そちらで処分してもらえますか。申し訳ない」

　そう言い残し歩き出す。

　全部こうやって日本においていこう。引きずるなんて俺らしくない。

　そう言い聞かせている俺にバーテンダーが声をかけた。

「あの、またお待ちしています」

　振り返るとばつが悪そうな表情を浮かべていた。きっと声をかけるかどうか迷った上で、それでもかけてくれたのだろう。

「はい。また、ぜひ」

　アメリカに行く前に一度は顔を出そう。そのときには瑠衣との最後の思い出に浸ろう。

　そうやって時間をかけて、思い出をすべて日本においていこう。










第三章　靴を拾った王子様




　自転車を全力で漕ぐ。家の前の坂道が一番きついけれど、そこを越えれば目的地はすぐだ。仕事を終えて息つく暇もない状態で会社を飛び出し帰宅の途につく。それがわたしの日課だった。

　門の前に自転車を止めて早足で玄関に向かう。鍵を開けて「ただいま～」と声をかける。するとリビングからテレビの音に交じって聞こえてくるのだ。




「ママ！」




　愛しい息子である、悠ゆう翔との声が。

　わたしの声を聞いてパタパタと走ってくる。そしてすぐに「ん！」と言って両手を差し出した。抱っこの合図。わたしは荷物を玄関にほっぽり出して悠翔を抱き上げる。

「ただいま、ゆうくん」

「まーま」

　ぷくぷくのほっぺに頬を擦り付ける。これがわたしたちの挨拶。

「あっち！」

　感動の再会もあっけない。つれない悠翔はもうテレビが見たいとリビングを指さしていた。

「はいはい、あっちね」

　わたしは悠翔を抱っこしたままで靴を脱いでいると、中から母がやってきた。

「いつまで玄関にいるの？　あなたたちの分の天ぷらも揚げてるの。持って帰るでしょ？　手伝ってちょうだい」

　キッチンからいい匂いが漂っている。

「わかった。ありがとう、助かる」

　父に悠翔を預けて、わたしはキッチンに向かう。

　リビングからは父と悠翔が子供向けのテレビの体操を一緒にやっている声が聞こえてきた。

「それ、見ておいてくれる？」

　コンロの前に立ち、油の中の野菜をひっくり返す。すでに悠翔の好きなカボチャやサツマイモが美味しそうに揚がっている。

　その横でタコの酢の物や、茶わん蒸しを手際よく作る母。

「あーあ、昔ちゃんとお料理教えてもらっておくんだった」

「だから言ったでしょ？　後で困るわよって」

　その通りだ。なんとか食べられるものは作れるけれど、母の味には遠く及ばない。

「自分が食べるだけならいいけど、悠翔がいるからなぁ。子供にはまともなもの食べさせたい」

「そうやって、無理しないのよ。別にうちで食べて帰ればいいんだから」

　母は心配してそう言ってくれるけれど、わたしは首を振った。

「そう、あなたが頑固なのは知っているけれど、本当に無理になりそうなら、ここで一緒に暮らしましょう。わたしたちだってあなたたちがいた方が、楽しいんだから」

「ありがとう、でもできるところまでやってみる」

　わたしは実家近くのアパートを借りて悠翔とふたりで住んでいる。でもやっぱりひとりで全部こなすのは無理で……結局こうやって実家の両親の手を借りていた。

　悠翔を妊娠していると打ち明けたとき、父も母も心底驚いていた。いつも物事を考えて計画を立てて生きてきたわたしが、いきなり妊娠を告げたのだ。

　しかも相手の名前は絶対に明かさないと口を固く閉ざした。ひとりで産むと言うわたしに両親は最初難色を示したが、最後は折れてくれた。

　でもその日の夜、母がリビングで泣いていたのを知っている。それはわたしが進む道がいばらの道だということがわかっていたからだろう。

　だからこそ、悠翔とふたり誰よりも幸せになるのだ。そう誓って三年、がむしゃらにやってきた。

　もちろん両親の手助けも大きい。わたしが今日みたいに仕事で遅くなるときには、代わりに保育園に迎えに行き帰宅するまで預かってくれている。

　仕事は美容部員ではなく、本社の営業部に異動した。今はそこで営業事務をしている。

　子供がいるから美容部員ができないわけじゃない。けれどわたしはひとりで育てるのでできれば勤務時間がある程度決まっていて、かつ休みがとりやすい職場がいいと当時の上司が考えてくれた。その上司は早くに父親を亡くし、母親に育てられた経験からそのように配慮してくれたのだ。本当に恵まれた環境だと思う。

　わたしの思い描く理想の母親像とはほど遠い。それでも愛情だけは人一倍悠翔に注いできたつもりだ。

　なんとかその日その日を生きている。でも悠翔の存在がわたしを幸せにしてくれている。

「ねぇ、瑠衣……やっぱり……ごめん、なんでもない」

　母がなにか言いかけてやめた。割とはっきりものを言う母がこんな風になるのはめずらしい。よっぽど言いづらいことに違いない。

「なに、言いかけてやめるなんて、気になるじゃない」

　鍋の中に衣をつけたエビを入れると、じゅわっと油の音が響いた。できるだけ明るく聞いた。

「今日聞いちゃったの。悠翔のクラスの子のママさんたちがあの子の父親について噂してるのを。きっとわたしがあの子のおばあちゃんだって知らなかったのね」

　ああ……きっとあのママさんだな。

　何人かのママたちの顔が思い浮かぶ。わたしが迎えに行くとこそこそと話をしはじめる。挨拶をしても無視されたり……まあ、あるあるなんだけれど。

「なんて言ってた？」

　せっかくだから内容を聞こうと思ったが、母が言うか言わないか迷っている。

「別になにを言われても気にしないから。でも教えて」

　本当に気にしないなら、噂の内容なんて聞かない。本当はすごく気になっている。

「悠翔の父親が犯罪者で刑務所に入ってるとか、不倫の末の子だとか」

　母は洗い物をしながら吐き捨てるようにして言った。母も怒ってそして傷ついているに違いない。

「そのどっちでもないよ。あの子の父親は本当に素敵な人なの」

「だったら、なんであなたや悠翔を放っておくの!?」

　めったに大きな声をあげない母の声がキッチンに響いた。悲痛な声に胸が痛む。

　三年前悠翔をひとりで産むと決めたせいで、母が傷つき翔平が悪く言われている。こういうときに自分のした選択が間違っていたかと思うこともあった。

　なにも言うことができずに黙ったまま、天ぷらを揚げる。

「……ごめんね。あの子の父親の話はしないって約束だったね」

　黙り込んでしまったわたしに母が謝る。

「ううん。ごめん、嫌な思いさせて」

「お母さん、自分が嫌な思いをするのは平気なの。でも瑠衣や悠翔のことになるとね……。わかるでしょ、あなたも母親なんだから」

「うん」

　子供を持ってやっと親心がわかるようになった。だから今母がどれほど怒り、悲しんでいるかがわかる。

「ごめんね。ありがとう」

　心ない人もいる。でもそういう人に負けないようにわたしが幸せでありたいと思う。人は人、自分は自分。自分の思う幸せをまっとうしよう。

「ばあば～」

　キッチンに悠翔がやってきた。

「なあに」

　母が悠翔を抱き上げる。さっきまで曇っていた顔が笑顔になった。子供の力は本当に偉大だ。

「さて、そろそろ帰らなきゃ。寝るのが遅くなっちゃう」

　時計を見れば十八時半。帰って食事を済ませてお風呂、明日の準備などやることは山積みだ。

　わたしは母から悠翔を受け取ると、荷物を持って玄関で靴を履く。上がり框がまちに座る悠翔に靴を履かせようとするとバタバタと足を振って嫌がる。

「ゆうくん、するの」

「ああ、自分でするのね。はい、どうぞ」

　悠翔は最近なんでも自分でやりたがる。できるだけさせるようにしているけれど……まあ、朝なんかは余裕がないからこっちでやったりすることも多い。

　小さな手でマジックテープをはがして、足を入れて留める。真剣な横顔を見ると翔平の面影が見えてわたしは慌てて目を逸らした。

　三年間一度も会っていないのに、まだしっかりと彼の顔を覚えている。時々こういうことがあって少し切なくなる。

「できた！」

　うれしそうな悠翔だったが、マジックテープがきちんと留まっていない。

「できたね！　すごい」

　褒めながらわたしがやり直そうとすると「ダメ！　嫌なの！」と断固拒否。脱げるかもしれないけれど、仕方ないのでこのまま自転車に乗せることにした。

「じゃあ、帰るね～ありがとう」

「気を付けて帰りなさい。もう暗くなってるから」

　名残惜しそうに悠翔を見送りに来た父に「大丈夫」と告げて帰ろうとする。

「もう、忘れてるわよ」

「あっ！」

　キッチンから紙袋を持った母が呆れ顔でやってきた。すっかり持って帰ると言っていた天ぷらの存在を忘れていたのだ。

「ごめん、ありがとう」

　紙袋を受け取って玄関を出た。玄関の明かりの下で悠翔にヘルメットをかぶせて自転車の後ろに乗せた。ベルトがしっかりしまっていることを確認して、サドルにまたがる。

「ゴーゴー」

　自転車が大好きな悠翔に早く出発しろと催促され、わたしはゆっくりと漕ぎ出した。下り坂なので少し気を付けながらアパートへの道を進んだ。




　家に帰ってからも戦争だ。母に作ってもらった天ぷらと朝の残りのお味噌汁とごはん。今日は母が一緒に持たせてくれた梨をデザートに食べた。

　お皿を片付けるのは後回しにして、悠翔が寝てしまう前にお風呂に入れなければならない。保育園に通うようになって、服の着脱が本当に早くなって助かる。独身の頃決して怠らなかったスキンケアは完全に後回し。そのかわり乾燥気味の悠翔の体にたっぷりと皮膚科でもらったローションを塗り込んだ。

　髪を乾かす暇もなく、そのまま寝室に向かう。枕元に置いてある絵本を読み悠翔を寝かしつける。

　今日は疲れたなぁ……もう一回ゆっくりお風呂に入ろう。

　すっかり眠ってしまった悠翔の隣から抜け出して、もう一度バスルームに向かう。忙しい毎日の中の唯一のストレス発散が、このひとりバスタイムだ。

　バスボムを浮かべて、ゆっくりと体を湯船に沈める。乳白色の湯から立ち上るほのかなラベンダーの香りを吸い込んだ。

「はぁ……疲れた」

　声に出して失敗したなと思った。余計に疲れた気がしたからだ。理由はきっと母が言っていたクラスのママたちの言葉に傷ついているからだ。普段は気にしないのだけれど、ここのところ疲れていたせいか、気持ちが沈む。

　悠翔を産むと決めたとき、ある程度覚悟はしていた。シングルマザーなんてめずらしくないし。でも実際に自分がその立場に置かれてみると、色々と嫌な思いをする機会はあるわけで……。

　今は自分だけが、噂やいわれのない中傷を受ければいいけれど、それが悠翔にも向く可能性があると思うと不安になる。

「あぁ……やだやだ」

　噂話をするママたちが嫌なんじゃない。そんな他人の言葉に振り回されている自分がふがいない。悠翔をはじめて抱いたときに決めたのに。強くなろうって。

　でもやっぱり傷つくことは、自分ひとりで生きていたときよりも多くて。子供のことになるとこんなに簡単に気持ちが不安定になるなんて思ってもみなかった。

　わたしはにじんできた涙をごまかすように、乳白色の湯の中に頭までつかった。

　しっかりして！　わたしは母親なんだから。




　気持ちが沈む日もある。けれど子育てに追われてずっと落ち込んでいるわけにはいかない。

「先生さようなら」

　今日は仕事が早く終わったので、保育園の迎えの時間に間に合った。悠翔と一緒に先生に挨拶をして帰る。

　靴箱のところで、例のママたちがなにかを話していたけれど、わたしは自分で靴を履いた悠翔と一緒に大きな声で「さようなら」と声をかけて園を後にした。

　自転車の後ろに乗せて走り出す。

　自転車が大好きな悠翔は終始ご機嫌で助かる。今日は目に入った鳥や木々に「ばいばーい」と手を振っていて、そのかわいさだけで一日の疲れが癒される。

「あ！」

　しばらくしたところで、悠翔が声をあげた。わたしは自転車を停め後ろを振り向く。

「なに、どうかした？」

「くつ、ない」

「え？　靴？」

　悠翔が指さす右足を見ると、確かにない。さっききちんと履いていなかったせいで、どこかで落としたのだ。

「えーもう。どこに落としたんだろう」

　もうすぐアパートに着くのに、来た道を戻って探さなくちゃ。

　自転車を停めたわたしは、後ろを振り返り見える範囲にないか確認する。

「もう。だからちゃんと履いてほしかったのに」

　今さら言っても遅いとわかっているが、思わず愚痴ってしまう。

　唇を尖らせて下を向いて小さな靴を探していると、誰かが近付いてくる足音が聞こえた。

　街灯の明かりの下に相手が来る。手にしているのは悠翔の靴だ。

「あ！　ありがとうございます」

　わたしは相手に駆け寄ろうとして、その場に固まってしまった。

　う……そ……。

　まさかと思って目を凝らす。わたしがぼーっとしている間に男性が街灯の明かりの真下までやってきて顔がはっきりとした。

　まさか……ね。そんなはずない。

　だからよく見たらただの人違いだってすぐに……すぐに……。

　でもよく見れば見るほど……彼にそっくりだ。でも、どうしてこんなところに、彼のはずがない、彼は今アメリカにいるはずだ。

　必死になって〝彼じゃない理由〟を探す。

　しかしその男性を見れば見るほど、彼にしか見えない。

「翔平……」

　思わず彼の名前が口をついて出た。ハッとして口元を押さえるけれど遅い。

「久しぶりだな、瑠衣」

　彼はわたしに近付くと、紺色の悠翔の靴を差し出しながらそう言った。

　その表情は硬く冷たい。しかしわたしをまっすぐ見つめていた。

　驚きで固まっていたわたしは、靴を受け取ることさえできない。

「なんだよ、返事もなしか」

　翔平は固まってしまったわたしの手を取り、右手に靴を握らせた。

　彼の体温を感じたその瞬間、わたしの中に眠っていた彼がぶわっとあふれ出してきた。

　初対面で目を奪われたこと、バーで愚痴を言うわたしを笑っている彼、はじめて結ばれたあの夜……それから、最後に見た彼の怒りと失望を交えたあの顔。

　あまりのことに体がぐらっと傾きそうになる。そんなわたしの手を取って支えたのは翔平だ。

「ど、どうして……なんで」

　そんな言葉しか出てこない。パニックになって状況の把握ができずにいたわたしの耳に聞こえてきたのは「ママー！」とわたしを呼ぶ悠翔の声だった。

　現実に引き戻されたわたしは自転車に乗せたままだった悠翔に駆け寄る。そしてどうしてだか拾ってもらったばかりの靴を必死になって履かせる。けれど焦っているせいかうまくできずにますます焦ってしまう。

「ゆうくんの、ゆうくんの」

「そうだね、ゆうくんのだね」

　なにがうれしかったのか、足をバタバタさせる悠翔のおかげで全然うまくできない。早く靴を履かせてここから立ち去らなきゃ。気持ちが焦っていた。

　それを見かねたのか翔平の手が伸びてきて、わたしから靴を奪う。そして素早く履かせると悠翔の顔を見たままわたしに尋ねた。




「俺の子だな？」




　なんとかごまかさないと……そう思う。

「なに、いきなり……そんなわけ」

　声が震えてしまう。これでは、嘘だとすぐにばれてしまう。

「そんなわけないだと？」

　翔平はじっと悠翔を見つめている。おそらく医師という職業柄子供の年齢もある程度推測しているだろう。しかしそれよりも、彼にそっくりな悠翔が他の人の子供であるはずがない。

「俺の子だよな？」

　翔平の念押しの言葉に、わたしは力なく頷いた。




　ざわざわと騒がしいファミリーレストラン。

　平日の夕方、家族連れや大学生のグループが何組か座って食事をしている。

　ちょうど窓際の席が空いたので、わたしと悠翔が座り向かいに翔平が座った。

　子供用の椅子に座った悠翔は、さっきからしきりに手を合わせて「ます！　ます！」と言っている。いつもお腹がすいたら『いただきます！』をして食事を催促されるのだ。

「ごめんね、ここくらいしか思いつかなくて。ごはん食べさせていい？」

　あのまま立ち去ることを翔平は許してくれなかった。結局話をしたいと彼に言われて思いついたのは駅前にあるファミリーレストランだ。子連れで周りに迷惑をかけない店の選択肢なんて限られている。ここなら何度か訪れたことがあるし、悠翔が食べられるものが必ず置いてある。

　タッチパネルで注文を済ませると「ちょっとお願いできる？」と、翔平に伝えて、ドリンクバーで悠翔に野菜ジュースを用意する。ここはスープもあるので、お腹がすいて待てそうにない悠翔のためにそれも用意した。

　振り返ると悠翔はじっと翔平の顔を見つめている。翔平もいっときも目を離さずに悠翔を見ていた。

　まさかこんな日がくるなんて思ってもみなかった。想像もしたことがなかった不思議な光景に席に戻ろうとした足が止まる。

　周りから見たら親子に見えるよね。当たり前か……正真正銘の親子だもの。

　悠翔がこちらを見たのに気が付いて、慌てて席に戻った。テーブルの上にジュースを置くとうれしそうにパチパチと手をたたいて喜んだ。

「こぼさないように、ゆっくりね」

　食事用のエプロンをバッグから取り出して悠翔の首につけると、「ます！」と元気よく言ってジュースを飲みはじめた。

　そうこうしているとあっという間に、悠翔の食事が運ばれてきた。

「あー！　ゆうくんの！」

　手を伸ばした勢いで危うくお皿をひっくり返しそうになる。慌てて押さえて難を逃れた。

「待って、ほら近くに寄せて食べないと」

　全部自分でしたい年頃なのか、最近わたしが手を出すことを極端に嫌う。そのせいか食事をするのも随分上手になってきた。

　短く切ったミートソーススパゲッティをフォークですくって器用に食べている。唇や頬にソースがついているけれど、それは食べ終わってから綺麗にすることにしよう。

　やっと落ち着いたところで、翔平の方を見た。彼はここに入ってからひと言も話さずにじっと悠翔を見ている。それはこの小さな子供のどんな行動も見逃さない、そんな様子に見てとれた。しかし表情は硬いままだ。彼が今なにを思って、突然現れた自分の息子と対たい峙じしているのかわたしには想像もできない。

「コーヒーでいい？」

　わたしが声をかけると翔平ははじかれたように「ああ、頼む」と答えた。そのときもずっと悠翔を見ていた。

　わたしがコーヒーを持って席に戻っても、翔平は身じろぎひとつせず食事をする悠翔を眺めている。

　悠翔は最初は勢いよく食べていたが、途中でスピードが落ちた。そしてフォークを持ったままうとうとしはじめて、頭を前後にゆすりはじめたのだ。

　あまりに疲れているとこういうことがある。わたしは椅子から悠翔を下ろすと、汚れた口をおしぼりで拭ってあげてからソファに横にさせた。

　何度か目を開けようとしていたけれど、睡魔に勝てなかったのかそのまま眠ってしまった。わたしは自分の着ていたカーディガンを悠翔にかけてあげた。

　翔平はレストランに入ってからほとんどしゃべらず、わたしと悠翔を黙ったまま見つめ続けるだけだった。

　そして今も眠っている悠翔から視線を逸らそうとはしない。

　最初翔平が現れたときにはわたしの方がパニックだったが、きっと翔平だって戸惑っているに違いない。

「名前は？」

「え？」

「だから、この子の名前」

　それまで自分からはひと言も口を開かなかった彼に急に聞かれて驚いた。

「ゆうと」

「漢字は？」

「……それは」

　わたしはわずかに渋ったけれど、スマートフォンを取り出して【悠翔】と入力して見せた。

「この漢字って、俺の？」

　ここで嘘をついたって仕方ない。翔平の名前からどうしても一文字もらいたかった。誰にも悠翔の父親のことは明かしていない。だからせめて名前には父親との繋がりを残したかったのだ。

　わたしは静かに頷いた。

「悠翔か……」

　翔平は悠翔の顔を見ながら、何度か名前を呼んだ。

「誰から聞いたの？」

　翔平はやっとわたしの方を見た。

「瑠璃ちゃんだよ。彼女から君に二歳の息子がいるって聞いたんだ」

　そっか……そこは繋がっているんだから、よく考えればわかることだ。でも疑問に思うこともある。

「でも、この子の歳だけ聞いて、自分の子だって思ったの？」

「ああ、それは自信があった。俺と付き合っていた時期とぴったりだし、瑠衣がそんなに簡単に次の男にいったとは思えないからな」

　ああやっぱり……翔平はわたしのことをよく理解している。他の人の子供だって一ミリも思わないでいてくれたことがうれしい。

　わたしはしっかりと翔平の顔を見た。

「ずっと……黙っていてごめんなさい」

　もし彼にもう一度会うことがあれば、一番言いたかったことだ。もう二度と会うことはないと思っていたはずなのに、この三年間で何度もそう考えることがあった。

　頭を下げたわたしの目に入ったのは、テーブルの上に置いてあった翔平の手。軽く握っていたこぶしに力が入る。きっと行き場のない感情を抑えようとしているに違いない。

　仕方のないことだ。昔体の関係があった相手が勝手に子供を産んでいたのだから。

「どうして、俺に言わなかった？　連絡先だって変わってないし、何度か俺から連絡しただろ」

　翔平はアメリカに行った後も、わたしに連絡をくれていた。電話だったりメッセージだったり。でもそれに一切返事をしなかった。それは彼と繋がっていたら、この秘密がばれてしまうことを恐れたからだ。

　どう返せばいいのだろうか。なぜ言わなかったのか。そこには複雑な感情が入り混じってひと言では言い表せない。でもひとつだけ言えることがある。

「これは、わたしと悠翔のことだから」

　子供を産んで育てようと思ったことは、わたしひとりの決心だ。悠翔はわたしのお腹にやってきて巻き込まれてしまったけれど、その分幸せにしたいと強く思っている。自分の人生をささげられる存在だ。

　わたしはあのときの決断を後悔したくない。

　翔平の眉間に深いしわが入った。そしてじっと悲しみのにじんだ表情でわたしの方を見る。

　どれくらい黙ったままだっただろうか。翔平が掠れた声で言った。

「お前の人生に……お前の未来に、俺はいなかったってことか？」

　絞り出すような声。その声を聞いたときわたしは自分の選択に持っていた自信が揺らいだ。

　あのときわたしは翔平とわたし自身の未来のことを考えてベストな選択をした。だからこそ今日まで大変だったけれど、あの日の決心を後悔していないし幸せに暮らしてきた。

　でも……目の前にいる苦しそうな翔平の顔を見ているとそれが正解だったのかわからなくなってきた。

　あれほど固く決心したにもかかわらず、まさか翔平のひと言でこんなに自分の考えに自信がなくなるなんて。

　あのときわたしの未来には……翔平はいなかった？

　一度は混じりかけたふたりの運命の道。それをわたしが無理矢理、曲げてしまったのだろうか。

「それは……今さらわからないよ……」

　そう答えるしかなかった。なにも相談ぜずに自分ひとりで決めてしまったことは申し訳ないと思う。でもあのときわたしはどうしても翔平の夢を応援したかった。そして子供だって諦められなかった。だから……ああするのが一番だと思っていたのだ。

「わからないか……ずるいな」

「ごめんなさい」

　翔平がこんな風に謝っているわたしを責めることはめずらしい。当たり前だろう。彼に黙って彼の子供を産んだのだから。だからせめてばれないようにするべきだったのだ。

　彼が今の状況に戸惑い、自分の感情と向き合っている。こんな形で迷惑をかけ傷つけるつもりはなかった。わたしたちは三年前に終わった。それですべてだったはずなのに。

　いつも余裕たっぷりだった彼をこんな風に動揺させてしまって胸が痛い。申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「今さら謝ってもらっても、三年前には戻れないんだ」

　その通りだ。わたしたちはもう別の道を歩いている。

「わかってる。それは……本当にごめんなさい」

　謝罪しかできない。

「悪いと思ってるのか？　俺に黙って勝手したこと」

「ええ、それは本当に……ごめんなさい。だから、翔平はこれまで通り知らなかったことにして――」

「バカ言うな」

　彼の低くて怒りをはらんだ声に、体がびくっと震えた。こんな風にあからさまな怒りをぶつけられたのははじめてだった。

　わたしは自分がどれほど彼の負担になっているのかと思うと、申し訳なさと情けなさで唇をかんだ。

　ただ……翔平の子供を産みたかっただけなのにな……それさえ迷惑だったかな。

　普段はあまり考えないようにしているネガティブな感情がわいてきて泣きそうになる。

　隣で眠る悠翔の顔を見る。すやすやと眠っている息子の顔を見るとひときわ込み上げてくるものがあった。

「バカ言うなよ。これからは俺もお前たちに関わっていく」

「え？　……待って、どういうこと？」

　いきなりなに言い出すの？

　真剣な目には彼の並々ならぬ決心が感じられた。

　予想もしていなかった翔平の言葉に動揺を隠せない。わたしは目を見開き彼を見つめ返した。

　しかし翔平はわたしの動揺など一切無視して話を続ける。

「俺がこいつの父親なんだから、当たり前だろ」

「そんな……ダメだよ。できるわけない。それにいきなり父親が現れたなんて悠翔が混乱するわ」

　わたしと悠翔の世界に、翔平が入ってくることなんて今まで考えたことなかった。だから急に言われても困る。

「瑠衣だって俺になんの相談もなく悠翔を産んだ。だから俺もお前には相談しない。俺はずっとお前たちと寄り添っていくつもりだ」

「そんなの……詭き弁べんだよ」

　自分のことは棚に上げて、勝手な言いぐさだとは思う。だけどそんなことを急に言われても『はいそうですか』とは到底思えない。

「瑠衣の意見は聞いていない。俺だってその権利はあるはずだ」

「確かにそうだけど……でもそんな急に、わたしは絶対認めないからね」

「俺だって急に父親になったんだ。それくらい我慢しろ」

「そんな！」

　そういえば翔平と言い合いをしてまともに勝ったことなんて一度もなかった。きっとなにを言っても引き下がるつもりはないだろう。

　どうしてこんなことに……？

　がっくりうなだれるしかできない。

「いいな。じゃあ、行こうか」

「どこに？」

　もう完全に向こうのペースだ。さからうことをやめたわたしは、素直に聞いた。いったい今からどこに行くというのだ。

「家に帰るんだろ」

「ああ、そうね」

　時刻はすでに二十時を回ってしまっている。いつもなら悠翔はお風呂を済ませてお布団に向かう時間だ。

　立ち上がり悠翔を抱き上げようとしたが、ひと足先に翔平が抱き上げた。

「……しっかり重いな」

　そう言った彼の顔が優しく微笑む。柔らかい手つきで悠翔の頭をそっと自分の肩にもたせかけた。まったく起きる気配もなく眠り続ける姿を見て笑みを深める。

　今まで見た翔平のどんな姿よりも優しく温かい。出会ったばかりのふたりだったけれど、はじめて父親として息子に会えた喜びを感じてくれたのではないか。それはわたしの希望的観測なのかもしれないけれど……。

　翔平がわたしたちと関わっていくと言ったのは、本気に違いない。彼の決心でこれからわたしと悠翔の生活が大きく変わるだろう。

　この先どうなるか……不安が先立つけれど。それでも悠翔を抱く翔平の姿はなんだか胸にくるものがあった。

　ファミリーレストランから歩いて十分。翔平は悠翔を抱いたまま自宅まで送ってくれた。自転車置き場に自転車を停めてから、悠翔を受け取った。

「ありがとう。最近体重が増えたから重かったでしょ？」

　子供の成長はうれしいけれど、抱っこするのが日に日につらくなってきていた。

「いや全然。逆に心地いい重みだった」

　翔平にとってはわが子にはじめて触れたのだ。感慨深かったのだろう。彼はこうやって徐々に父親になっていくつもりらしい。

　悠翔はわたしの腕の中でも目を覚まさずに眠り続けている。おそらく今日はもうこのまま朝まで眠ったままだ。

「気を付けて。やっぱり俺が運ぼうか？」

「すぐそこだよ。二階の角部屋」

　誰もいないアパートの部屋は明かりもついておらず真っ暗だ。翔平にそのまま部屋に連れていってもらってもよかったかもしれない。けれど、今の生活の状況を彼に知られるのが嫌だった。こんなことで見栄を張っても仕方ないと思うけれど。

「これからのことは、また連絡する。連絡先は？」

　翔平はポケットからスマートフォンを取り出した。

「変わってない。翔平も変わってないなら教えてもらわなくても大丈夫」

　両手が塞がっているから、スマートフォンを取り出して連絡先の交換なんてできない。

　だから事実をそのまま伝えただけなのに、翔平の顔がニヤッと笑った。

「俺の連絡先、消してなかったんだな」

「あっ……」

　考えて答える暇なんてなかった。久しぶりに見たいじわるな翔平の顔はやっぱりカッコよくて余計に悔しくなる。

「……そういうことだから」

　これ以上墓穴を掘りたくないと思ったわたしは、一歩階段を上った。

「瑠衣」

　名前を呼ばれて振り向く。そこには今日何度も見た真剣な顔の翔平。

「なに？」

「瑠衣」

　彼はもう一度わたしの名前を呼んだ。そしてよく通る声で言った。

「悠翔を産んでくれて、ありがとう」

　思ってもみなかった彼の言葉に、胸がギュッと締め付けられた。言葉も出せず黙ったまま彼を見る。

「じゃあな」

　先に動き出したのは翔平だ。わたしは彼の後ろ姿を見てゆっくりと部屋に入った。鍵を開けて部屋に入る。扉を閉めて明かりをつけた瞬間、わたしは玄関に悠翔を抱いたまま座り込んだ。

「……っうう……っ」

　涙があふれて止まらない。ぼたぼたと悠翔に涙が落ちた。

　悠翔を産むことを誰にも許してもらうつもりなんてなかった。けれど翔平には悠翔の存在を告げていないことをどこか後ろめたく思っていたのも事実だ。三年前ならまだしも今の彼の状況などわたしはまったくわからないから、もし知らせたとしても彼が喜んでくれるとは限らない。

　でも心のどこかで、彼には……彼だけには悠翔の存在を否定してほしくなかった。だからこそ今日彼の『産んでくれて、ありがとう』がこんなにうれしい。

「……うっ……うう」

　眠り続けている悠翔の体を強く抱きしめた。この日わたしは肩にのっていた重たいものをひとつ手放せたような気がする。




＊　＊　＊




　歩き出した俺は、すぐに足を止めて振り向いた。小さなアパートの二階。

　明かりがついたのを確認してホッとする。さっきまで手の中にあった温もりと重みを思い出す。

　俺の息子か……。

　はじめて触れるその存在。手が震えていたのは瑠衣にばれていないはずだ。自分の腕の中で眠る悠翔。その子がこの世に生まれてきたとき、いったいどんな感じだったのか。知るすべのない俺に、それを今さら悔やんだところで……どうすることもできない。

　悠翔の存在を知らされたのは、アメリカからの帰国を先輩の医師である中村さんに伝えたときだ。彼の奥さんは瑠衣の姉で瑠璃ちゃん。

　誰よりも先に彼らに連絡を取った。瑠衣が今幸せなのかどうか知る手段として。そして聞いた。彼女がシングルマザーとして二歳になる子供を育てているということを。

　そのときすぐに自分の子供だと思った。一度も疑わなかった。瑠衣はそういう女だ。

　俺は二週間後を予定していた帰国を早めて、話を聞いた三日後には日本に帰国していた。

　連絡を取って会いに行けば、きっと彼女は逃げるに違いない。実家のご両親がよく子供を預かっていると聞いて俺は彼女の実家近くに来ていた。

　会えるとは限らない。でもじっとしていられなかった。

　そんな俺の横を子供を乗せた自転車が、すっと走り抜けた。

　瑠衣だ。

　見間違うはずはない。向こうはもちろん気が付いていないので早足で追いかけると子供の小さな靴が転がっていた。

　もしかして……。

　手に取りその小ささに驚く。靴をじっと見ていると女性が前から歩いてきた。

「あ！　ありがとうございます」

　俺の顔を見た瞬間、彼女の顔から笑顔が消えた。

　そんな彼女をじっくりと見る。

　三年前より少しやせた体。綺麗に巻いていた髪は後ろでひとつにすっきりと束ねられている。以前は綺麗という言葉がぴったりだったが、今の彼女にはそれに柔らかさがプラスされた印象だ。服装も決して派手ではないが清潔感がある。

　三年前にこっぴどく振られた。アメリカに行っている間一度も連絡をくれなかった。そんな瑠衣に今も俺は目を奪われて、しばし見とれた。

　そしてやっと出た言葉が『久しぶりだな、瑠衣』だけだった。

　そして息子との初対面。電動自転車の後ろの座席におとなしく乗っていたのは実家のアルバムに貼ってある小さな頃の俺の写真とそっくりの男の子だった。

　瑠衣もそれをわかっているのだろう。最初こそは隠そうとしていたけれど、すぐに俺の子だと認めた。

　それからファミレスにいる間も、悠翔から目が離せなかった。大きな口でスパゲッティをほおばる姿、眠くなって船を漕ぐ姿。うかがうようにこちらを見て、そしてニコッと笑う。

　どのシーンをとっても感慨深い。かわいいなんて言葉で言い表せない。

　これが他人の子と自分の子の違いなのか。今日はじめて会ったばかりだというのに、こんな風に目の前の悠翔を愛おしいと感じるのは、息子の存在を知ってからもう会いたくて会いたくて仕方なかったからだろう。

　ふたりがいる部屋をじっと下から眺める。

　今頃ふたりはなにをしているんだろうか。悠翔はあのまま眠ってしまったのだろうか。

　瑠衣。

　お前はなにを思って悠翔をひとりで産んだ？

　俺にひと言の相談もなく、憎まれ口をたたいて別れたあの日。いったいどんな気持ちだった？

　ひとりでの出産は心細くなかったか？

　なぁ、瑠衣。

　つらいときにどうして俺を頼ってくれなかったんだ？　俺はそんなに頼りなかったか？

　聞きたいことが次々にわいて出てくる。

　でもそれは全部俺のせいだよな。

　ふたりの関係をはっきりさせておくべきだった。いつもなら気が付く瑠衣の強がりに冷静になれずに見逃してしまった。あのときの俺はアメリカ行きのことで頭がいっぱいだった。当然瑠衣もついてきてくれるとそう思っていた。

　完全に俺のひとりよがりだった。

　彼女の不安に気付けず、そしてひとりにした。

　今日再会して思った。

　やっぱり瑠衣しかいない。

　彼女が目の前に現れた瞬間やっぱり『欲しい』と思ってしまった。この三年間他の誰にも抱くことのなかった感情。

　それは悠翔がどうとかという問題じゃない。心と体が瑠衣を欲しているんだ。

　そりゃそうか。俺の子をひとりで産んで育ててくれるようないい女、瑠衣ぐらいしかいない。

　彼女がどれだけ拒否しようとも、もう一度……俺を好きにさせてみせる。そして悠翔と三人で家族になる。

「おやすみ」

　聞こえるはずもないのに、ふたりに声をかけてから俺は家路についた。










第四章　家族のはじまり




　翔平が突然現れてから数日。毎日のごとく彼から連絡があり悠翔の様子をうかがう日々。彼がわたしたちと関わっていくと宣言したのはやはり本気だった。ただ……心の準備ってものができていないのだ。とくにわたしが……。

「ねぇ、また来たの？　二日連続じゃない」

「悪いか？」

　アパートの前のブロック塀にもたれていた翔平が、わたしと悠翔が帰ってきたのを見つけて近付いてきた。

「こんにちは！」

　悠翔は特に警戒することなく、にこにこと笑顔を浮かべている。普段から愛想がいいし、人見知りしないから歓迎しているように見える。しかも毎回お土産みやげ付きとなれば、当たり前だ。

「ほら、これ『どんぶり三さん銃じゅう士し』だぞ」

　そう言いながら持っていた袋から取り出したのは、子供たちの永遠のあのパンのヒーローが悪い菌をやっつけるアニメに出てくる悠翔がお気に入りのキャラクターだ。

「どーん、どーん」

　テンションが上がって早く自転車から降ろしてくれと、催促される。わたしが自転車のベルトを外すと、すかさず翔平が悠翔を抱き上げた。

「約束通り買ってきたぞ」

「ありあとねぇ」

　悠翔はつたない口調で感謝を伝えた。それを受けた翔平は満面の笑みを浮かべて悠翔の頭を思い切り撫でた。

「お、えらいなぁ。ちゃんとお礼が言えるんだな。すごいな」

　褒められた悠翔は人形に夢中で、すでに翔平の言葉なんて聞いていない。それでも翔平は笑顔を浮かべたまま、自転車の前かごに入っていたわたしの荷物を持ってアパートの階段を上がる。

「ねえ、部屋はちょっと……」

「もうそろそろいいだろ。別に汚かろうが下着が干してあろうが気にしない。あ、男がいるのだけは勘弁な」

「な、なに言って、そんなはずないじゃない！」

　わたしが自転車を停めている間に、翔平はすでに部屋の前で待っていた。急いで扉の前に向かう。

「ねえ、本当に入るの？」

「なにをそんなに嫌がってるんだ？　理由を言えよ」

　理由と言われてもなんとなく嫌なのだ。これまで悠翔とふたりっきりで過ごした空間に翔平が入ってくるのが。厳密にいえば家だけではない。ぐいぐいと断ることもできない勢いでわたしたちふたりの中に翔平が入り込んできている。拒否なんてものは一切受け付けてもらえず、わたしはただ戸惑うばかりだ。

「理由っていうか……」

　この気持ちをどうやって説明すればいいのかわからない。口ごもるわたしの腕を悠翔がひっぱった。

「ママ、おしっこ」

「え！　ちょっと待って、我慢してね」

「おい、早くしろって」

　先日昼間のおむつは卒業したので、急がないと失敗してしまう。大人ふたりが慌てる様子を見て当の本人は「あはは」と笑っていた。

　結局最後まで渋っていたにもかかわらず、翔平を部屋の中に入れることになってしまった。仕方ないと思いつつもテレビの前で人形で遊んでいるふたりを見ると、自然と頬がほころんだ。

「さて、やるか」

　まずは保育園から持ってきたものの片付けを済ませた。翔平が持ってきた袋も片付けようと手に取ると中になにか入っていたので取り出す。するとゴールドの箱に入った高級チョコレートだった。

「ねえ、悠翔はまだチョコレートは食べられないから。それに、こんな高級なもの必要ないよ、子供なのに」

　デパートの地下にあるひと粒五百円はくだらない有名店のチョコだ。わたしも独身のときに自分へのご褒美で時々買って食べていた。

「それくらい俺だって知ってる。それは、瑠衣にだ」

「え？　わたしにっ!?」

　手の中のチョコの箱を見る。

「そうだよ。好きだっただろ」

　翔平は悠翔がテレビを見はじめたのを確認してこちらに歩いてきた。そしてわたしの手からチョコレートの箱を取ると、リボンをほどいてひと粒手に取った。

「ほら、あーん」

「えっ……あ」

　恥ずかしいなんて思う暇もなく、口元にチョコレートを差し出されて口を開いた。口の中に入れるとすぐにチョコレートが溶けはじめて濃厚な甘みが口の中に広がる。

「美味しい！」

「そうか、ほら」

「え、もったいないよ。後で食べる」

「いいから、これくらいまた買ってくる」

　次は四角いチョコレートを口に押し込まれた。洋酒のきいたガナッシュが美味しくて思わず「ん～」と声をあげた。

「その顔、見たかったんだ」

「え？」

「いつもここのチョコレート食べてるとき、すんごい幸せそうな顔してた。だからもう一回見たいって思って」

　確かに……再会してから翔平の前では難しい顔ばかりしていたかも。子育ては楽しいけれど大変なことが多いから、昔みたいに無邪気に笑う機会なんてあまりないもの。

「ありがとう、美味しい」

　一瞬だけチョコレートの幸せに満たされた。

「なんだかずっと走り続けてたから、こんな小さな幸せ味わうことすら忘れていたのかも」

　綺麗に箱に詰められたチョコレートを見て、最近の生活には無縁のものだなと改めて思う。だからこそこんな風に思ってるんだろうけれど。

　しかし次の翔平の言葉でその幸せが台無しになる。

「苦労したんだな」

　その言葉の中に憐あわれみを感じてしまったわたしは強く否定した。

「苦労なんてしてない！」

　あまりの大きな声に悠翔がこちらを見ている。

「ごめん、なんでもないよ」と声をかけるとまたテレビに集中してホッとする。

「悪い、そういう怒らせるような意味で言ったわけじゃない」

「……わかってる、わたしこそごめん」

　お互い謝ったけれど気まずい雰囲気が流れた。

「すぐに俺にくってかかるの瑠衣らしいって思った。だけどすぐに謝れるようになったのは、変わった」

「そう……だね」

　そんなことないって否定したかったけれど、当たっている。

　苦笑いのわたしの手を翔平が取る。

「働いてる手だな」

「あ、うん。前みたいに綺麗じゃないから恥ずかしいけど」

　昔は指先に至るまで、常に綺麗にしていた。美容部員という仕事が誇りだったし、わたしを見てお客さんに綺麗になりたいと思ってもらいたかった。

「今はね、本社の営業事務をしているの。本来ならあまりないことだけどね、当時の上司がいい人で配置転換を上に掛け合ってくれた」

　わたしの話を聞きながら、翔平はわたしのかさかさの指先を撫でる。見られたくなくて手を引っ込めようとしても、しっかりと掴まれていて離してくれない。

「三年前、瑠衣の手すごく綺麗だった。それは今でも覚えている」

　だったら今のこの手を見て誰よりもがっかりしているに違いない。それなのに彼はかたくなに離してくれない。

「今は、もう……こんなだから」

　爪は短く切りそろえていて、ネイルもしていない。あかぎれにささくれだらけ。いくらクリームを塗ってもすぐに水仕事をするからいつもこんな状態だ。

「でも、今のこの手も素敵だと思う。誰かのために頑張っている手だ」

　頑張っている手。

　そんな風に言われたことなんてなかった。誰かに褒めてもらうためにやっているわけじゃない。けれどうれしかった。心の底から。

「ありがとう」

　素直にお礼を言う。くすぐったい雰囲気の中で、バッグの中のわたしのスマートフォンが鳴りはじめて慌てる。会社からだった。なにかトラブルでもあったのかもしれない。

「はい。山科です」

《今ちょっといいかな？》

　相手は自分が担当している営業の社員だった。提案書の作成を依頼されていて、それのフォルダが見当たらないとのことだった。説明するとすぐに見つかったが、そこから修正の指示がはじまる。明日は朝早くに得意先に向かうので、今話をしておきたいとのことだった。

　食事の準備をしなくては、悠翔もお腹がすいているだろう。しかし仕事は仕事で大事だ。気持ちは焦っているけれど、手帳を出してメモを取る。

　すると翔平が着ていたジャケットを脱ぐと、腕まくりをしてキッチンに向かった。冷蔵庫の中を確認すると中から材料を取り出して料理しはじめる。

「え……」

《ん？　指示わかりづらかった？》

「あ、いえ。なんでもありません」

　包丁を使うトントンというリズムが聞こえてくる。同時に冷凍庫に入れてあったご飯を温めている。その手際のよさは、料理が苦手なわたし以上だ。

　三年前のわたしなら、電話を保留にして後でやるからやらなくていいと翔平に伝えただろう。自分でできるから放っておいてほしいと。けれど今は彼の厚意に素直に甘えることにした。自分のプライドなんかよりも悠翔のお腹を満たすことの方が大切だから。

　わたしは彼に任せると決めて、電話に集中した。

　もろもろの指示が終わり電話を切って、急いでキッチンに向かう。するとフライパンの中では小さく切った鶏肉、玉ねぎ、ピーマンが炒められていた。それと解凍したごはんに卵。

「オムライス？」

「ああ、勝手に使ったぞ」

「ううん、ありがとう。助かった」

　素直なわたしに慣れていない翔平がいちいち驚く。

「わたしだって、お礼くらい言えるわよ」

「変わったな。まあ三年も経つし親になったんだもんな。俺も変わらないとな」

　本人はそう言うけれど、三年前に比べると顔つきも体つきも精悍になっている。確かに昔と変わらない明るさや優しさはそのままだけれど、やはり三年の月日が流れているのを感じる。

　フライパンを使う彼の隣で、残り野菜を刻んで冷蔵庫に入っていたベーコンと一緒にコンソメスープにする。

「なんか瑠衣が料理してるなんて不思議だな。昔は全然だったのに」

「誰だって必要にかられたら、できるようになるよ」

「三年か……」

　小さな声で翔平が呟いた。

　悠翔を身ごもってからあっという間の三年だった。けれどその重みを今このときに感じる。もし……三年間どんな形であれ翔平と一緒に生きる選択をしていたらどうなっていたのだろうか。

　目の前に並ぶ三つのオムライスとスープ。それを見て戻らない過去を想像してみた。

「ます！」

　わたしが席につくのを待ち切れない悠翔は、翔平にエプロンをつけてもらってすでにスプーンを持っていた。

　大きな口を開けてスプーンでオムライスをほおばった。無言で次々にスプーンを運ぶ悠翔に翔平が「うまいか？」と聞いたが、ニコッと笑って頬に人差し指を当てて食べ続ける。

「相当美味しいみたいね。夢中になってる。小さなときに教えたベビーサインなの。美味しいときは頬をこうするの」

　わたしが同じようにして見せると、翔平はうれしそうに破顔した。

「そっか、そんなにうまいか」

　頭を思い切り撫でられた悠翔は少し迷惑そうにしていたけれど、食べる方が先決のようでそう気にしていない。

「いただきます」

　翔平とわたしも食べはじめた。翔平と食事をするのも三年ぶり。

「ん！　美味しい。翔平、料理もできるの？」

「俺にできないことなんてないだろ」

　自信満々にオムライスをほおばりながら言う彼に、思わず笑ってしまった。

　昔はおしゃれして、ホテルや星付きのレストランに連れていってくれて、シェフの作った手の込んだ料理を食べていた。

　でも今日は、１ＬＤＫの狭いアパート。綺麗にしているが子供がいるから、ごちゃごちゃしている。メニューはオムライスと野菜のスープ。

　比べるようなレベルではない。わかっているけれど。

　三人で食べている決して豪華とは言えない食事がこんなにも美味しく感じるなんて。目の前でそっくりな顔で大きな口を開けるふたりを見て、なんとも言えない気持ちがわたしの胸を温かくしてくれた。




「よく寝てるよ」

　隣の部屋のベッドに悠翔を寝かせた翔平がリビングに戻ってきた。

「コーヒーはどう？　お酒でもと言いたいけど、ここにはないから」

「車だからコーヒーがいい」

　近くのコインパーキングに停めてここまで来たらしい。わたしがコーヒーを淹れている間、翔平は部屋に飾ってある悠翔の描いた絵を見ていた。大きな丸に点がふたつに縦棒と横棒。こころなしか横棒は少し歪曲しているように見える。

「それ、わたしだって」

「タイトルに家族の絵ってある」

「……そうだね」

　園で飾られているときには、両親や兄弟ペットまで描いている子もいたが、悠翔が描いたのはわたしだけ。当たり前だけれど……そこに彼の姿はない。

　切なげな横顔を見てこれからのことを、きちんと彼と話し合うと決意した。

　濃いめのコーヒーにミルクなし。マグカップを差し出すと翔平が受け取りひと口飲んで「うまい」と言いながらダイニングのテーブルに座った。

　わたしも向かいに座ると、なにから話をしていいのか迷う。テーブルの上に視線を走らせていると先に話をはじめたのは翔平だった。

「とりあえず一週間、俺と接してみて悠翔はどう思っているだろうな」

　翔平がいないときの様子を思い出してみる。

「もともと人懐っこいっていうのもあるけど、翔平の顔見ると喜ぶようになってきた」

　保育園や祖父母以外にこんなに長く過ごす相手が今までいなかったので、喜んでいるようだ。それに翔平のプレゼント攻撃も効果抜群だと思う。

「そうか」

　短い言葉だったけれど、うれしそうに鼻の頭をかいている。彼なりに頑張ったのだろう。そのことをうれしく思う反面、あまりにも早く物事が進みすぎているような気がして、お互いの意見を早く話し合っておいた方がいいと思ったのだ。

「悠翔のことをかわいがってくれて、ありがとう」

「当然だろ、俺が父親なんだから」

「そのことなんだけど」

　わたしはひと呼吸してから翔平の顔を見た。

「悠翔の父親として接するのは理解できる。でもわたしたちはその……普通の家族ではないでしょう？」

　翔平の様子をうかがうと彼は少し考えてから口を開いた。

「瑠衣の思う、普通の家族ってなに？」

「普通は、普通だよ。絵にかいたようなシチューのＣＭに出てくるような家族」

「ふーん」

　彼は納得したようだけれど、不満そうだ。

「今は普通じゃないっていうのは、まあそうかもしれないけど、これから先はどうにでもできるだろう？」

「翔平はどうするつもりなの？　どうしたいの？」

「家族になりたい」

　シンプルだけどそれがすべてだという言葉。きっと最後にいきつくところはそこなのだ。しかしそこに至るまでわたしたちがどういう道をたどっていくのがいいのかわからない。

「でも家族だって、多種多様でしょ？」

「だから瑠衣が思っているような家庭を作ればいい。俺と悠翔と三人で」

「三人で……」

　今日みたいな日が日常になるということか。

「でもそれって」

「俺とお前が夫婦になるってことだ、ちゃんと籍を入れて周りにも認めてもらおう。それがみんなの幸せのためだ」

　確かにそうすればわたしの言う〝シチューのＣＭ〟に出てくるような家族になれるだろう。

　見かけは……。

　でもあの家族にあって、わたしたちのこれから築こうとしている家族にないものがある。それが欠けて家族が本当に成り立つのか、わたしにはわからない。

　翔平はわたしのこと好きになれるの？　愛することができる？

　聞きたいし聞かなければいけない。けれど喉の奥に突っかかったままで一向に声にならない。

　父も母もまた姉夫婦も、お互い愛し合って慈しみ合っている。そんな夫婦を見てきたから、愛のない夫婦がうまくいくのかわからない。

　一緒に過ごしているうちに信頼や尊敬は生まれるだろう。今だってその気持ちはある。悠翔のことだってめいっぱい愛してくれるだろう。

　でもわたしは……？

　翔平とどんな関係を築きたいと思っているの？

　翔平は悠翔に対する責任や義務でこういう話を持ち出しているに違いない。でも本当に彼は後悔しない？

　姉の話を聞いていると医師の妻の仕事は大変と聞く。結婚だって出世や病院経営のために人脈づくりのひとつと考える人だって少なくないそうだ。翔平にこの先そういうチャンスがないなんて言いきれない。

　でも……本当にうまくいくの？

　三年前のわたしじゃない。わたしは悠翔の母親なのだ。もし翔平がそばにいることで、昔みたいに心がかき乱されて、彼の行動のひとつひとつに胸を焦がし一喜一憂するようなことがあってはいけない。

「……い、瑠衣！」

「え？　あ、ごめん」

　じっとひとりで考え込んでしまっていた。慌ててわたしは視線を翔平に向ける。

「俺たち家族にならないか？」

　翔平は答えを急かすようにもう一度わたしに聞いた。

「色々と心配なことはあると思う。だけどやってみなくちゃわからないだろう」

　確かに翔平の言う通りだ。でも今はふたりだけの問題じゃない。悠翔も巻き込む話だ。もしうまくいかなければ、悠翔も傷つくことになると思ったら容易に頷くことなんてできない。

「ごめんなさい……もう少し考えさせて」

　翔平をがっかりさせただろうと思い、彼の様子をうかがう。

　しかしわたしの予想とは裏腹に、彼はなんだか楽しそうだ。

「まあ、そう来るだろうと思ってた。昔から瑠衣はひと筋縄ではいかない女だもんな」

「なに、どういうことよ？」

　なんだかめんどくさいと言われている気がする。

「いや、そういうところ好きだなって」

「な、またそんな軽い調子で！」

　怒ったわたしを見て、翔平はけらけらと笑っている。

「もう、あんまり大きな声で笑わないで。悠翔が寝てるんだから」

「悪い……そうだったな」

　翔平は肩を竦めて、悠翔が寝ている部屋の引き戸の方を向いて起きていないか確認した。

　中から物音がしない。ぐっすり眠っているようだ。

「とにかく、俺は諦めないから」

　そう宣言した翔平は、残りのコーヒーをぐいっと飲み干すと立ち上がって玄関に向かった。

　彼を見送る。

「今日はありがとう、本当に助かった」

　代わりに料理をしてくれたおかげで、仕事に集中することができた。これがひとりならどちらにも気を取られて結局中途半端になってしまったに違いない。

「俺がいると助かるだろ？　だから早めに決心して。俺は絶対諦めないから、早く降参した方が身のためだぞ」

「なによ、降参って」

　呆れ顔のわたしを見て彼が笑った。その笑いが伝染して思わずわたしも笑い出してしまう。

　すると翔平が一歩わたしに近付いた。そして彼の手がわたしの頬に伸びてくる。

　そういえば翔平はよくわたしの頬を撫でていた。それが思い出されて思わずびくっと固まってしまった。

　すると翔平もそれに気が付いたのか、その手をギュッと握って下ろした。

「じゃあ、ちゃんと戸締りしろよ」

「うん。じゃあね」

　わたしは翔平が階段を降りはじめると、部屋に入り鍵を閉めた。

　いとも簡単に気持ちが昔に戻ってしまう。それが怖くて仕方ない。

「好きだなんて……簡単に言わないでほしい」

　わたしは玄関の扉に背をつけたまま、天井を仰いでそう呟いた。




　わたしの目の前には一台の白い高級ミニバンが停まっている。車から降りてきたのはデニムにグレーのニットを着た翔平だ。

「ど、どうしたのこの車？　この間乗っていたのと違うじゃない」

「買った」

「へ？」

「悠翔を乗せるなら広い方がいいだろ。それにスライドドアが便利だって聞いたし」

「それだけの理由で買っちゃったの？　意味わかんない」

　あまりのことに驚いてあんぐりと口を開けてしまう。

「別に俺がしたくてしたことだろ？」

　素直に喜ばないわたしに、不満顔だ。

　あ、やってしまった。わたしたちのためだったのに。

「水をさすようなこと言ってごめんなさい。悠翔ね、車大好きなんだ。あんまり乗る機会がないからきっと喜ぶと思う」

「そうか、じゃあ早速」

　ピッとリモコンを押すとスライドドアがゆっくりと開く。すると広い車内にしっかりとしたチャイルドシートも完備されていた。

「いたれりつくせりね」

　悠翔は車に興味津々で「ブーブー」と手足をばたつかせて喜んでいる。嫌がるかと思ったチャイルドシートにもおとなしく座っていた。

　わたしが悠翔の隣に座ったのを確認すると、翔平はゆっくりと車を出発させた。

　高速道路で四十分。下道に降りると海岸沿いを車が走っている。パワーウィンドウが下ろされると車内に海の香りが吹き込んできた。

　風で髪が舞い上がるのを押さえて、目を閉じて息を大きく吸い込み目を開くと、目の前には太陽の光を受けてきらきら輝く海が広がっていた。




　高くなった秋空の下、翔平に肩車された悠翔はキャッキャと声をあげてはしゃいでいる。その姿を後ろから見ているわたしの頬も自然と緩む。

　目の前にはイルカのモニュメントがあり、ゲート前は家族連れやカップルでにぎわっている。翔平が最初のお出かけ先に選んだのは水族館だ。

　確かここ……昔、わたしが行ってみたいって言ったところなんだよね。もう覚えていないだろうけど。

　偶然だろうけれど、そんなことを思い出してぼーっとしていたらふたりに置いていかれそうになる。

「待って！」

「早くしろよ」

　振り向いた翔平に駆け寄った。

　色々と考えなくてはいけないことがある。だけど今日くらいは、難しいことは考えずに思い切り楽しむことにした。

　最初にわたしたちを出迎えてくれたのは、色とりどりの熱帯魚たちだ。ひらひらと美しいひれをゆらめかせながら水槽の中を自由に動き回っている。

　悠翔は水槽にはりつかんばかりの勢いで、夢中になって見ていた。

「へび！」

「違う、これはチンアナゴ」

「へび、かわいいね」

「だから、違うって」

　ふたりの会話がおかしくてついつい笑ってしまう。出会って一カ月と少し。会えない日もテレビ電話で必ずやり取りをしている父と子の距離は急速に縮まっている。

　それは翔平の努力のおかげだ。職業が医者というのもあるけれど、それでも独身の男性が知らないような子供に関することも調べてよく知っている。一度忙しいだろうから無理しなくていいと伝えたら、無理しているつもりはなくてやりたいからやっているだけだと言っていた。今の彼の第一優先事項は悠翔なのだろう。

　ありがたいとは思うけれど……今日だって休日がつぶれてしまっている。

　アメリカから帰ってきた翔平は、都内にある大きな病院で働いている。もちろん夜勤もあるしオペもある。だからうちに一時間だけ寄ってご飯だけ食べて仕事に向かったり、約束していても呼び出されて病院に戻ったり、見ているだけでも忙しい。

　わたしたちの存在が彼の負担になっていないのか、そればかりが気になってしまう。

　きっと聞いても『大丈夫』って言われておしまいなんだろうなぁ。

「なあ、イルカショーって何時だった？」

「え、ああ。ちょっと待ってね」

　考え事をしていたわたしは、慌てて入口でもらったパンフレットを取り出し確認する。

「あと四十分くらいかな」

「じゃあ、早めに行って席取っておこうか」

　翔平の提案に頷き、イルカショーのあるプールに向かう。すでにたくさんの観客で席は埋まっていたけれど、ちょうどいい席が取れて座る。悠翔は持ってきていたお茶やお菓子を翔平の膝の上で食べておとなしくショーのはじまりを待つことができた。

「いや、悠翔は賢いよな。ちゃんと大人の言うこと理解してる」

「賢いかどうかは置いといて……ある程度理解はしてると思う。だから嘘はつけないんだよ。予防接種に行くときもちゃんと『お注射するよ』って言って連れていくの。そうしないと次から信用してもらえないから」

「そうか……そうだよな。俺もちゃんとしなきゃな。子供だからって見くびらないようにしなきゃ」

　気が付いたのだけれど、翔平はわたしの子育ての方針には一切ダメ出ししない。昔わたしの恋愛に散々あれこれ言った人物と同じとは思えない。それくらいわたしの意見を尊重してくれた。そしてそれを彼も実践してくれているおかげで、なんとなく三人の形みたいなのができてきたように思う。

　悠翔の手や口を拭いたり、こぼしたお菓子を拾っている姿はどこからどう見ても父親だ。

　アナウンスが流れて、イルカショーがはじまる。目の前に大きなイルカが現れたと思うと思い切りジャンプした。

　悠翔は巨大なイルカがジャンプする姿を見て、大きな口を開けて見つめている。きらきら輝く目を通して見るイルカは彼にどんな風に映っているのだろうか。

　思えばお出かけらしいお出かけってほとんどしてないなぁ。車もないし、電車もベビーカーを使っているとなかなか肩身が狭いから。

　翔平がいてくれることで、今まで見せることができなかったものや、体験できなかったことを、経験させることができる。

　自分ひとりでなんとかできると思っていること自体が、生意気だったんだよなぁ。

　実際両親の手を借りている。保育園の先生だってわたしの事情を把握して考慮してくれているし、職場だってそうだ。

　これまでも感謝は忘れていないつもりだったけれど、翔平がそばにいることで余計にそう感じるようになった。

　イルカはトレーナーのお姉さんの声で、もぐったり飛んだり輪投げをしたり、手を振る動作なんかも見せてくれた。悠翔は少々水がかかってもへっちゃらで夢中になって、声をあげたり手をたたいたり普段見せないような満開の笑顔をわたしたちに見せてくれた。

　帰りの車の中は、はしゃいだ悠翔は買ってもらったイルカのぬいぐるみを抱いてチャイルドシートで眠ってしまった。サービスエリアで休憩した後、車に乗り込む。

「前に乗って、俺も眠い」

「え？　そんな、わたし免許持ってないから運転代われないよ？」

「隣で話をしてくれていれば大丈夫だから。ほら」

　助手席のドアをあけて前に乗せられた。運転席の彼といきなり距離が近くなって少し緊張する。これまでだってふたりっきりのときはあったし、後ろには悠翔がいるのに。

　わたしの緊張をよそに、翔平はサービスエリアで買ったミントガムを口の中に放り込んだ。眠気覚ましなのだろう。

「悠翔、はしゃいでたな」

「うん。水族館はじめてだったから」

「瑠衣は楽しめた？」

「え、わたし？　もちろん楽しかったよ。でもどうして水族館だったの？」

　悠翔が魚に特別興味があるわけじゃない。まあ家族連れには優しいから、楽しみやすいけれど、そういう理由だろうか。

「いや、瑠衣がここに来たいって言ってただろ」

「覚えてたの!?」

　三年前、ぽろっと思いつきで口にした言葉だ。まさかそれを彼が覚えているなんて。

「まあな。だから三人で出かけるって話になって、ここが真っ先に思い浮かんだ。まあ、俺も楽しかったから。水族館なんて何年ぶりだろうな」

　運転をしながら笑みをこぼす。その横顔を見て胸が甘くうずいた。

　久しぶりの感覚に正直自分でも驚く。でもやっぱりわたしをこういう気持ちにさせるのは彼なんだと改めて思った。彼以外の人と付き合ったことだってある。だけどこんな風に行動ひとつひとつにストレートに胸を打つ人はいなかった。

　今だって、この間のチョコレートのことだって……わたしのことを考えていなければできない行動だ。彼はわたしの近くにいるときは、いつだってわたしを優先してくれて大切にしてくれる。

　まあそうじゃないと、三年前あんな関係にならなかったはず。自分の中でどれだけ翔平が特別な存在なのか気が付く。

　――今も昔も。

　でも……今大切にしなくてはいけないのは、自分の心じゃない。悠翔だ。そう思うと小さな胸のうずきなんて無視するに限る。

　それなのに……。

　高速道路を降りた車は自宅に向かうかと思えば、微妙に道が違う。

「あれ？　帰らないの」

「いいから、まだ早いし。悠翔も気持ちよく寝てるから。車から降ろして起きたらかわいそうだろ」

　確かにそうだろう。子供は車ではよく寝るって聞く。ほとんど乗せたことがないから、悠翔がどうかはわからないけれど。

「でも翔平眠くない？　大丈夫？」

「ああ、もう目が覚めた」

　それならドライブに付き合おうか。こんなにゆっくりお出かけするのも久しぶりだから、わたしも翔平の誘いを断らなかった。

　コーヒーショップのドライブスルーでコーヒーとカフェラテを買って、近くの高台に車を停めた。市街地が一望できてなかなかの眺めだ。

「こんなに綺麗なところがあるんだね」

「たまたま見つけたんだ。ここなら車を降りなくてもゆっくりできる」

　買ったばかりのコーヒーを飲む。夜になって少し冷えてきたので温かくてホッとする。

「瑠衣」

「ん？」

　ふと顔を向けた翔平の顔が真剣で思わずわたしは姿勢を正した。

「どうかしたの？」

　急に雰囲気が変わってどきまぎしてしまう。しかし翔平はじっとわたしを見つめている。

「俺、家族になりたいって言ったけど、もっと大事なことを言い忘れていた」

「大事なこと？」

　わたしは怪訝に思って聞き返す。家族になるより大事なことってなに？

　怖くなってついとげとげしい声が出てしまう。

「そうだ。家族になる前にもっと大切なことがある」

　わたしは息をのんだ。この先のセリフを聞かずにおきたい。

　しぶしぶわたしと悠翔に関わることを了承したはずなのに、この一カ月で彼のいる生活が徐々に心地よくなってきた。

　こんなときになって自分の気持ちに気が付く。いつもわたしはそうだ。大事なことは失くしそうにならないと気が付かない。

　わたしは手にしていたカフェラテのカップを両手で持ち、じっとそれを見つめた。どんなことを言われても落ち着いて、決して取り乱さないようにしようと覚悟した。

「瑠衣、俺と付き合おう」

「……って、なに？」

　自分の耳が信じられなくて聞き返す。

「おい、ちゃんと聞いとけよ。俺と付き合おう」

「付き合うって、わたしと翔平が？」

「ああ」

「え、どういう意味？」

　事態がのみ込めないわたしに、翔平は呆れ顔だ。

「なんだよ、台無しだな」

　翔平は今度はきちんとわたしの方へ体を向けて、強いまなざしを向けてきた。

「山科瑠衣さん、俺と付き合いませんか？」

　決して聞き間違いじゃない。彼はわたしと付き合おうと言っている。言っている意味はわかるけれど、理解ができない。

　なに、どうして？

「付き合うって、お付き合いをするってことだよね？」

「そう、俺と恋人になろうって言ってるんだ」

　やっぱりそういう意味だよね。わかった、わかったけれど。

「なんで、今さら？」

　素直な言葉が口から出た。

「わたしたちはすでに悠翔の父親と母親としての役目を果たすために家族になろうとしているよね？　それなのになんで恋人？」

　わたしの言葉に翔平は複雑な表情を見せた。

「俺が家族になりたいって言ったのは、役目を果たすためじゃない。瑠衣と悠翔と一緒にいたいからだ。これから先もずっと。でも大事なことをちゃんと伝えてなかった俺が悪いんだが」

　翔平はそこでうつむいていたわたしの頬に手を添えて、自分の方へ向けた。一瞬も逸らすことを許さないというような、彼の視線にとらわれる。

「瑠衣、好きだ。だから俺のものになって」

「俺のものって……わたし母親だよ。それなのに恋なんておかしいよ」

　今までずっとそう思ってきた。そもそも出産してから今まで恋をしようなんて気持ちにならなかった。わたしには悠翔という愛情をそそぐ対象があるから、それで十分だった。

「母親だからって人を好きになっちゃダメなのか？　それに俺は悠翔の父親だ。両親が愛し合ってなにが悪い。世間体とか瑠衣は気にするかもしれないけど、周りなんて関係ない。俺たちは俺たちの幸せを三人で作るんだ。俺はもう三年前のように間違えたくない。お前を離したくないよ」

　翔平の思いに胸が焦げるように熱い。返事をしなくちゃいけないと思うけれど、いろんな感情があふれて言葉が出ない。締め付けられる胸、口にできない言葉。それらの代わりにわたしは涙を流した。

「……っ……う」

　慌ててうつむこうとするけれど、それさえ翔平は許してくれない。わたしはもう諦めて彼の前に泣き顔をさらして涙を流す。

「それはＮＯの涙じゃないよな。最近の瑠衣は昔に比べてわかりやすくなった」

「……それって、いいこと？」

　涙でぐちゃぐちゃの顔で聞く。

「当たり前だろう。三年前はお互い意地を張ってすれ違った。この三年間瑠衣のことに関しては後悔しかない。だから、ちゃんと取り戻したいんだ。順番なんか関係ない。これから先俺の幸せは瑠衣と悠翔とともにある」

　わたしと悠翔とともに？

「翔平、わたしたち新しくはじめられるかな？」

「ああ、少なくとも俺はそのつもりだ」

　不安がないわけじゃない。だけどこんな風に彼の気持ちを聞いてしまったからには、わたしは拒否することができない。

「少しずつだけど……よろしくお願いします」

　わたしの返事に翔平は笑顔を浮かべた。そしてわたしの頬に添えられている手で涙を拭ってくれる。

　ゆっくりと彼が近付いてきた。わたしはそれに合わせておもむろに目を閉じる。

　翔平との三年ぶりのキスは、幸せの涙の味がした。




「しょーへーどこ？」

　ここ最近悠翔が覚えた言葉は『しょーへー』だ。わたしが彼のことを〝翔平〟と呼ぶので自然とそう呼ぶようになった。わたしも彼もそれを無理に変えさせるつもりはなくそのままにしている。

「今日はお仕事だって。ママとふたりご飯だよ」

「ごはん！　ます」

　しまった。実はまだ準備ができていないのに。わたしはお腹のすいた悠翔に煽られるようにして、朝出勤前に準備していたカレーを温め、一緒に作っておいたポテトサラダをテーブルに並べて、一緒にいただきますをした。

　そこからはすでに眠そうな悠翔をなんとかお風呂に入れて、ベッドに運ぶとあっという間に眠りについた。

　寝つきがよくて助かる。きっと今日も保育園でいっぱい遊んだんだろうな。

　食事や部屋の片付けをして、翌日の準備にかかる。保育園の連絡帳に夕飯や就寝時間を記入して、もらったお便りを確認し冷蔵庫の隣にあるコルクボードに張りつけた。

「運動会のお知らせね。忘れないようにしなきゃ」

　保育園では年に数回、参観日がある。働いている親のために土曜日に設定されているので、毎回悠翔がどんな風に保育園で過ごしているのか見るのを楽しみにしていた。秋なのでミニ運動会を今年もしてくれるようだ。

　手帳に日程を書き込んでいると、スマートフォンにメッセージが届く。

【あけて】

　たったこれだけ、わたしが急いで玄関の鍵を開けるとそこには翔平が立っていた。

「どうしたの？　チャイム鳴らせばいいのに」

「悠翔が寝てるだろ」

　確かにそうだ。彼は部屋の中に入ると、真っ先に悠翔の眠っている寝室に向かった。そして寝顔を見て頭をひと撫でした後、リビングに戻ってくる。

「悠翔に会いに来たの？」

「それだけじゃない。瑠衣の顔も見たかった」

　翔平は近付いてきたかと思うと、わたしの唇にチュッと小さなキスをする。

　驚くわたしの顔を見て、してやったりの表情の翔平。

　思わず笑ってしまったわたしの負けだ。

「コーヒーでも飲んでいく？」

「いや、明日早いから」

「え？　本当に会いに来ただけ？」

　忙しいのに、いったいなにをしているの？　少しでも早く帰って体を休めればいいのに。

「そうって言いたいけど、ちょっと瑠衣に相談したいことがあって、やっぱりコーヒーもらおうか」

「相談？」

　翔平がダイニングに座ったから、結局コーヒーを淹れながら話を聞く。すぐにふたり分ドリップして向かいの席につくと、翔平が待っていたとばかりに口を開いた。

「ずっとちゃんとしておきたいって思ってたことがあって」

　真剣な様子の翔平の言葉に、わたしは頷いた。

「ご両親のことだ。俺、ちゃんと悠翔の父親だって、ご両親に挨拶に行きたい」

「それは……」

　いきなりすぎて驚いた。もちろんいつかはと思ってはいるけれど。わたしは難色を示した。まだこの先どうなるかわからないのに、という思いが強い。

「早いと思ってるかもしれないけど、そんなことない。悠翔はもう二歳だぞ。本来ならば生まれる前に挨拶に行くべきなのに、遅いくらいだ」

「それは！　事情があったからでしょ」

　あのときはわたしひとりで産み育てると決めていた。だから父親の存在を今でも誰にも明かしていない。

「でもその事情はなくなった。今俺たちはこうやって三人でいるんだ。今週の金曜日に行くから」

「え？　そんないきなり？　いくらなんでも早すぎるよ」

「だから、三年前の挨拶を今するなんて、遅いだろ」

　ああ言えばこう言う。言い返されてまるめ込まれて、わたしは勝てる見込みのない言い争いをやめた。

「ご両親に連絡しておいて。嫌なら、俺が直接ひとりで行くけど」

　本当にこの男ならやりかねない。わたしは諦めて不服をにじませたまま「わかったわよ」と返事をした。

　彼が玄関で靴を履き、外に出る。

「遅い時間だから気を付けてね」

「ああ。そうだ」

　階段に向かいかけた翔平が振り向いて戻ってくる。

「どうかした？」

　不思議に思ったわたしの唇に、翔平がキスをする。

「ちょっと」

　アパートの廊下でなんてことするの!?

　慌てるわたしを翔平は笑う。

「今度はもっとちゃんとしたキスしような」

「ねえ、ほんとにやめて！　こんなところで」

　わたしが慌てれば慌てるほど喜ぶのはわかっている。けれど頬は熱くなってくるし、恥ずかしさに、強がっていないと耐えられない。

「ちゃんと戸締りして。また連絡する」

　手を振る翔平を見送って、わたしはしっかりと玄関の鍵を閉める。

「そんなこと子供じゃないんだから言われなくたって大丈夫よ」

　口ではそう言うけれど、こんな風に誰かに心配されるっていいなって思う。肩肘張らずに誰かに大切にされることをふと思い出した夜だった。




「ねえ、本当に保育園に行くの？」

「当たり前だろ、息子の通う園を見ておきたいというのは親として普通の感覚だ」

　前を歩く翔平との距離がどんどんあいていく。どうにか保育園に着くまでに彼の気持ちを変えさせようと、時間稼ぎをしていた。

　約束の金曜日。実家に挨拶に行く前に悠翔を保育園にお迎えに行くことにした。だがなんとなくそれを翔平に話をしてしまったせいで、今のような状況になってしまっている。

「おい、早くしろよ。約束の時間に遅れる」

「それはそうだけど」

「ご両親に挨拶するんだから、保育園に顔出しても問題ないだろ。俺が父親だってわかったら、悠翔を迎えに行くことだってできる。お前が仕事で遅くなってもさみしい思いをさせずに済む」

「ねえ、お父さんとお母さんに会うのとはわけが違うの。わからない？」

「なにが？」

　保育園の関係は色々とややこしいのだ。噂は光の速さで広がる。数名のママさんの顔が浮かんで気が滅入る。

「だから、色々あるの！　これ以上言うなら、今日は実家には連れていかないからね」

　かたくなに拒否するわたしを彼は睨んだけれど最後は折れた。

「今日の目的まで達成できなかったら困るからな、とりあえず保育園の中には入らない」

　やっと折れてくれてホッとした。

「とりあえず、ここで待っていて」

　保育園に入るにはＩＣカードをかざして解錠しなくてはならない、翔平には門の前で待ってもらうことにした。彼はそこに立って、園庭の様子を眺めている。そのたたずまいが……目立ってしまう。

　両親に挨拶をするということで今日はスーツ姿なのだが、それがいつにもましてカッコいい。もともと身長も高く目を引く美男子。そんな人がびしっとしたスーツを着て保育園の門の前に立っているのだ。注目の的になるのは必至。

　早く悠翔を連れて帰ろう。

　着替えや荷物を持って先生から今日の様子を少し聞いて、すぐに下駄箱に向かう。するとそこにはいつもの噂好きのママさんメンバーが立っていて、今日だけは顔を合わせたくなかったと心から思う。

　靴を履く悠翔を待つ間「こんにちは」とだけ声をかける。帰宅時は園庭で遊ぶのを禁止されているけれど、彼女たちのお子さんは母親たちのおしゃべりに飽きて子供同士遊び回っていた。

「できた！」

　悠翔の声を聞いて『待ってました！』とばかりに手を引いて歩き出したわたしの耳に「ギャー」という耳をつんざくような子供の泣き声が聞こえて、声の方を見た。

　すると子供がひとりジャングルジムの前で横たわって泣いている。

「ダイちゃん！」

　立ち話をしていたママさんたちの中のひとりが駆け出す。どうやらそのママのお子さんらしい。

　慌てたわたしたちも駆け寄る。すると子供が急に泣き止み、静かになった。

「え、これって……やばいんじゃない？」

　ひとりのママさんの声に、ダイちゃんのママが叫ぶ。

「救急車呼んでください！」

　騒ぎを聞きつけた先生が、慌てて職員室に走っていく。

　それと同時にわたしは悠翔を抱き上げたまま門のところにダッシュした。

「翔平！　大変なの、すぐ来て」

　かたくなに門の中に入れることを拒否していたわたしが、急に中に入れと言ったことに驚いたようだったが、遠目になにか騒ぎが起きていることがわかっていた彼は、すぐに事故現場に駆けつけた。

「ダイちゃん！　ダイちゃん！」

　けがをした息子を抱き上げたママが、体を揺すって意識を取り戻そうとしている。

　それを見た翔平は「揺らさないで、そこに寝かせて」と声をあげた。

　みんなが一斉に翔平を振り向く。駆け寄る彼の前にいた保護者の方は道をあけてくれた。

「お母さん以外、みなさん少し離れてください」

　翔平はすっかり目を閉じ動かないダイちゃんの横で、意識、呼吸、脈の確認をしている。

「私は、帝都病院の医師です。お母さん落ち着いて。脳のう震しん盪とうを起こしている可能性が高い。もちろん他に異常がないとは言えないので、しっかり検査しないといけませんが」

　涙を流す母親は、医師が現れたことで少しは落ち着いたようだ。

「救急車もうすぐ来ます」

　副園長先生が状況を知らせてくれた。そこで翔平は自分のスマートフォンを取り出して電話しはじめる。

「循環器の君島だ。二歳の男の子。ジャングルジムから落下。意識なし、呼吸、脈あり。外傷など出血は見られない。今日の夜勤の先生は……わかったそっちに運んでもらうように言う」

　電話を切った翔平は震える母親の肩に手を置く。

「帝都病院で受け入れ可能とのことです。すでに連絡して準備をしてもらっています。気を確かに、大丈夫ですから」

　母親はうんうんと頷くことしかできず、抱きしめることができない代わりにギュッと子供の手を握っていた。

　すぐに救急車が到着した。救急隊員に医師であることと帝都病院で受け入れが可能であることを伝える。

「お母さん、しっかり」

　声をかけた翔平の腕を、その母親が掴む。

「一緒についてきてください。わたしひとりでは……」

　翔平がわたしを探して視線を向ける。

「瑠衣、遅れるけど、必ず行くと伝えてくれ」

「わかった」

　わたしの返事を聞くと、救急車に乗り込んだ翔平はそのまま病院に戻っていった。

　救急車が行くと、周りの人たちも一安心したのか空気が緩んだ。わたしもホッとして悠翔を抱き上げて帰ろうとすると、ひとりのママさんに呼び止められた。グループを束ねるボス的な存在の人だ。

「あの方、山科さんのお知り合い？」

「え、あの……そうです」

「もしかして、悠翔くんのお父さん？」

　ああ、やっぱりそう思うよね。だって顔がそっくりだもの。

　変に否定しても話がややこしくなるだけだ。わたしは諦めの境地で「はい」と短く答えた。

「素晴らしいわね！　悠翔くんも賢いからきっとお父様も立派だってみんなで話をしていたのよ」

　嘘ばっかり、悠翔の父親は刑務所に入っているとか言ってたくせに。

　それまで嫌悪の視線を向けてきていたのに、手のひらを返したような態度に驚く。医師という肩書きがここまでものを言うとは……。

　なにかまだ話をしたそうなママさんに「失礼します」と声をかけて、早々にその場を辞した。

　悠翔と手を繋ぎ、ゆっくりと実家を目指す。

　――翔平、カッコよかったな。

　不謹慎だけどそう思ってしまった。悠翔もいつか翔平の背中を見て色々思うんだろうな。

　そんなことを考えながら、実家の父と母にどうやって説明するか考えながら歩いた。




　実家では母が応接間に食事を用意して待っていた。

　しかし帰ってきたのがわたしと悠翔だけだったので「喧嘩でもしたの？」と問い詰められた。急な仕事が入ってと説明するとホッとした顔をしていた。

　両親には悠翔の父親が誰なのか事前に話をしておいたが、母もやっと現れた悠翔の父親と対面することになって緊張していたに違いない。

「遅れても来るって言ってたから」

　翔平の勤める帝都病院はここからはそう遠くないし、専門外治療にあたることはない。だからそう時間がかかるとは思えない。そもそも時間がかかるならば、日を改めると言っただろう。

　あ……電話だ。

　バッグの中のスマートフォンを取り出すと、翔平からだった。

《悪い。今タクシーに乗った。あと二十分くらいで着くから》

　焦った様子の翔平。確かに相手の親に会うのに遅刻は気まずいだろう。

「事情は話したから急がなくていいよ。待ってるね」

　電話を切って時計を見る。ちょうど一時間遅れくらいで済んでよかった。ごはんも無駄にならない。母に翔平の到着時間を伝えて、わたしは料理を作るのを手伝った。

　予定時刻を五分ほど過ぎた頃、玄関のチャイムが鳴った。その音に家族全員の動きが一瞬止まる。両親もわたしも少し緊張した面持ちで玄関に向かい扉を開けた。

「遅れて申し訳ありませんでした」

　扉が開くやいなや、翔平は中に向かって頭を下げる。その勢いに父も母も顔を見合わせていた。次の瞬間顔を上げた翔平を見て、わたしはぎょっとした。

「ねぇ、どうしたの？　その汗」

　翔平の額からは汗が流れていて、今気が付いたが呼吸も荒い。

「実はあと少しというところで、渋滞に巻き込まれて。二度の遅刻は許されないと思って走ったんだ」

「嘘、連絡してくれればよかったのに」

　ただでさえ今日は色々とあったのに。

「あらあら、大変だったわね。中へどうぞ」

　玄関で立ったまま話をしているわたしと翔平を、母がリビングに案内する。するとそれまでリビングでテレビを見ていた悠翔が、翔平の顔を見て走り寄ってきた。

「しょーへー！」

　翔平は悠翔を抱き上げる。そのまま客間に入った。

「悠翔。お前の友達まだ検査中だけど、意識が戻ったから。よかったな」

　どうやらダイちゃんは大丈夫だったみたいだ。詳しく話を聞きたいけれど、それは後にしよう。

　父の前に座った翔平は、悠翔を隣に座らせた。そして父と母の顔を見て座布団の上から下りて畳に額が着くほど頭を下げた。

「ご挨拶が遅れまして、申し訳ございませんでした」

　そのままじっとしている翔平を見て、父が頭を上げるように伝える。

「君島翔平くんだね。瑠璃から何度か名前を聞いたことがある。まさか君が悠翔の父親だったとは、驚いた」

　あろうことか自分が知っている人物だと、父も母も思っていなかったのだろう。実際に目の前に現れて実感がわいたのかもしれない。

「私の不徳のいたすところで、瑠衣さんやご両親にはご心配をおかけしました。改めてお詫びします」

　もう一度深く頭を下げた翔平の膝に、隣に座っていた悠翔がちょこんと座った。そして翔平の顔を覗き込む。周囲の雰囲気がいつもと違うので、なにかしら感じ取ったようだ。

　彼の膝の上で、父と母の顔をじっと見つめている。

　その様子を見た父が、小さく息を吐いて笑った。

「君島くん。悠翔のことは――たとえ瑠衣が君になにも知らせずに産んだとわかっていても、父親が現れたときには、一発殴ってやろうと思ってたんだ」

「お父さん!?」

　普段家族の中で、女性の意見に押され気味でいつも穏やかな父がまさかこんなことを言うとは思ってもみなかった。

　わたしはおろか母もこんな父を見たことがないのか、驚いた顔をしている。

　しかし翔平はしっかりと父の方を見て、ひと言も聞き漏らすまいと話を聞いている。

「だけど……悠翔がこの短期間の間に君にそれほどなついているってことは、相当努力したんだと思う。やっぱり親子なんだな。それに……悠翔とそっくりなその顔を殴るなんて私には到底できそうにないよ」

　どこか諦め交じりの笑みを浮かべた父。しかし翔平は真剣な顔で父を見ていた。

「そんな風に言っていただけるとは思わなかったので、感謝します。お義父さんとお義母さんに謝罪するような行いはこれで最後にするつもりです。これから先は、ふたりの幸せを一番に考えます。きちんと行動で示します。ただ至らない点も多いので、これまで通りお力添えいただきたいと思います」

　いつも自信にあふれている翔平。だけど今日は少し違った。昔はなにもできないことがないっていう態度だったのに、今は自分の至らない点をきちんと認めている。

　翔平もこの三年で変わったんだな……。

「もちろん、わたしたちにできることはなんでもするわ。ね、お父さん」

「ああ」

　母の言葉に父も頷く。

「で、ほら、あれ……その……」

　それまではっきりしゃべっていた父が急に口ごもる。なにか言いづらいことを言うつもりだ。

「籍はいつ入れるつもりなの？」

　父の代わりに母が言った言葉に、翔平が一瞬固まった。

「それは……まだなにも決まっていません」

「え？　どういうこと……あっ、瑠衣ね？」

　急に母に睨まれたわたしは、慌てる。

「あの、前向きに検討はするつもりだよ。でもこの先のことはどうなるかわからないし――」

「どうなるかわからないって、なに言ってるのよ！」

　母は翔平の前だというのに、いつものペースでわたしにお説教をはじめる勢いだ。

「母さん、ちょっと落ち着きなさい」

　父にたしなめられた母が不服そうに前のめりになっていた体をもとに戻した。

　父は翔平とわたしを交互に見る。

「翔平くんすまないね。瑠衣は昔から頑固なところがあって、自分で納得しないと決して首を縦に振らない。そういう一本気で不器用なところも親としてはかわいいんだが。付き合わされる君は迷惑かもしれない。お互いが納得できるように話し合いなさい。それができなければ夫婦は続かない」

　父が言う言葉の重み。それをわたしも翔平も感じていた。

　それからは母の用意してくれた食事を一緒に食べた。お酒を酌み交わすうちに、翔平と父はうちとけて男同士の話をしている。悠翔は父の膝の上で眠ってしまった。

　わたしはキッチンで母の片付けを手伝っていた。

「あらこれ、テレビで見たことあるわ。君島さんわざわざ買いに行ったのかしら？」

　老舗の和菓子屋のどら焼き。父の好きなものを聞かれて和菓子だと教えたから、買ってきたのだろう。忙しくてもわたしの家族のために時間をとってくれたことがうれしくて、お皿を拭きながら思わず顔をほころばせる。

「素敵な人ね。よかったわ、あなたのこともよく理解してくれているみたいで」

「うん。自分がめんどくさい女だって理解はしてる。でも後悔したくないから」

「頑固ね、ほんとに。あんなイケメンでしかもお医者様なんて、お母さんなら一も二もなく結婚しちゃうけどな」

「もう、お母さんったら。……でもごめんね。まだ安心させてあげられなくて」

　母としては籍を入れて、悠翔のために両親がそろうことを望んでいるだろう。

「いいのよ。あなたは昔から自分で全部決める子だった。それはお母さんたちのせいでもあるわね」

「え？　どうして」

　なぜそんな風に考えたのかわからずに聞く。

「お姉ちゃんが大きい事故に遭ったでしょ。あのときあなた思春期の大事な時期だったのに、ずっとほったらかしだったから。全部自分のことは自分で決めて。できるだけ家族に迷惑かけないように、自分の気持ちよりも失敗しない確実な道を選ぶ癖がついてしまったのね」

　あれは姉が高校一年、わたしが中学一年のときの話だ。中学のインターハイの短距離で優勝した姉は、将来を嘱望される陸上選手だった。しかし不慮の事故で二度と選手としては活躍できなくなってしまった。明るいはずだった姉の人生。絶望する姉を家族で支えた。

「あれは、仕方ないじゃない。家族のピンチだもの」

「でも、あなただってわたしの大事な子供なのよ。それなのに目が行き届かなかった。だからね、瑠衣」

　母は手を止めわたしを見た。

「わたしとお父さんのように外から見たらなにもないように見えても、失敗や後悔はつきものなの。大切なのは形じゃなくて、どうあるべきか、どう幸せに過ごすことができるかなの。だからわたしもあなたたちが決めた道なら応援する。ふたりで決めなさい」

「お母さん……」

　今まで知らなかった母の気持ちを知って、胸が締め付けられる。目に涙が浮かんできて見られたくなくて目頭を押さえた。

　いろんな思いを抱えて、わたしを育ててくれたんだ。

「ありがとう」

　涙が我慢できなかったわたしを、母がギュッと抱きしめてくれる。ほんの数分子供に戻ったわたしは母の胸の温かさに感謝した。

「さあ、もうそろそろ君島さん助けてあげないと、お父さんにつぶされちゃうわよ」

　穏やかな父だがお酒にはとても強いのだ。

　リビングに行くと、お酒に強い翔平の顔が赤くなっていた。とっておきのウイスキーをふたりで飲んだらしい。

「翔平、そろそろ帰ろう」

「あぁ……じゃあ、悠翔を――っと」

　立ち上がろうとした彼がふらつく。これは相当飲まされたに違いない。

「悠翔はすっかり寝てるから、今日はこっちに泊めれば？」

　リビングのソファですっかり眠ってしまっている。時々実家に泊まることもあるし、悠翔の着替えや食器もある。

「じゃあ、そうさせてもらう。わたしのお布団も準備しなきゃ」

「いいえ、あなたはこの機会に少し君島さんとお話しなさい。悠翔のことはわたしとお父さんに任せて」

「え？」

　彼氏との泊まりを親に隠すなんて話はよくあるが、親に勧められる人ってそうそういるとは思えない。

　ちらっと翔平の方を見る。赤い顔こそしているが、意識はちゃんとしている。

「せっかくなので、お言葉に甘えていいですか？」

　翔平の言葉に、母は快く引き受けてくれた。

「そうしなさい。わたしたちも悠翔が独占できるから。ね、お父さん」

「ああ」

　父の方は酔っていて状況の判断があまりできていないように思う。きっと素面ならわたしに外泊を勧めたりしない。

　確かに悠翔がそばにいるときは、悠翔中心で動いている。ゆっくりと過ごす時間がなかったのは事実。

　それに母はわかっているのだ。今わたしたちに必要なのは、一緒にいる時間だと。

「じゃあ、悠翔のことお願いね」

「任せなさい。さあ、タクシー来たわよ」

　先ほど呼んだタクシーのエンジン音が微かに外から聞こえる。

　父は酔いが回っているので悠翔と一緒に寝かせて、母に見送られタクシーに乗る。

　バタンと扉が閉じられた瞬間に聞かれた。

「俺の部屋でいいよな？」

　わたしはおとなしく頷いた。




「翔平の部屋に入るのってはじめてかも。ねえ、わたしが急に行っても大丈夫なの？　もし心配なら少し外で待ってるけど」

　早口であれこれ言っていると彼がぷっと噴き出した。

「お前、変わってないな。緊張すると早口になって口数が増えるの」

「え、そう？　別に緊張なんてしてないんだけどなぁ」

　そう言ってみたけれど、いきなりのことだったので本当は少し緊張している。

　隣に座る翔平はずっと窓の外を見ていたけれど、そっとわたしの手を握る。酔っているせいかいつもよりも彼の体温が高い気がする。触れているのは手だけなのに、なんだか胸がドキドキする。

　なんだろう。どうしてこんなことで、ときめいてしまうんだろう。人に触れられる喜びを感じるのは、相手がきっと翔平だからに違いない。

　条件のいい相手を探して、たくさんの人に会ってきた。この人こそはと思いお付き合いをはじめてもうまくいかなかった。それでもきっと自分にぴったりの相手が現れると思っていた。

　だけど結局わたしの運命の相手は翔平だったのだ。気が付けばいつも隣にいた。自分のダメなところもいいところも、彼の前ではいい意味で自然体だった。だからこそ……はじめて勢いで体の関係を持った。鈍いわたしはそうなるまで、彼がどれだけ大切な存在なのかわからなかっただけなのだ。

　あれから三年経って、母になっても……やっぱりわたしは翔平じゃないとダメなんだと思う。

　静かだからあれこれ考えてしまうんだ。わたしは翔平にからかわれることを承知で、悠翔の話や家族の話をべらべらと話した。そんな最高に緊張したわたしを、翔平は優しい目で見ていた。

　到着したマンションを見てわたしは驚いた。その造りがもうすでにわたしの知っているマンションとは違っていた。入口には人工の川が流れ常にせせらぎが感じられる。セキュリティを解除して中に入ればすぐに黒いスーツを着たコンシェルジュが出迎えてくれる。

「おかえりなさいませ、君島様」

　頭を下げたコンシェルジュに、翔平が軽く手を挙げてこたえた。エレベーターの前で待っていると、中から人が降りてきた。大柄の外国人の男性はどうやら翔平の知り合いらしく、フレンドリーにわたしに声をかけてきた……が、英語なのでさっぱりなにを言っているかわからない。

「かわいいね、ってさ。サンキューとでも言っとけよ」

「さ、サンキュー」

　握手を交わす大柄の相手に、そう伝えると相手はにこにこと笑って出ていった。

「大学で一緒に研究している同僚。俺が帰ってくるのと同時に日本に来て、研究を続けている」

　まさかそんな人と会うなんて思っていなくて、仕事帰りの服装のままだ。オフィスワークなのでカジュアルすぎることはないけれど、それでもせめてもっとちゃんとお化粧しているときに会いたかったと思ってしまう。

「ほら、行くぞ」

　ひそかに悔しがっているわたしの背中を翔平が押した。十九階建ての最上階。最初の扉が翔平の住む部屋らしい。

「え、待って。広い！」

　玄関から先に続く廊下。その先に三十畳近いリビングがあった。あるのは壁掛けのテレビとソファ。それに天井まで届く本がたくさんつまった本棚。

　続くキッチンは真っ白でカウンターも広い。けれどほとんど使っていないのか、生活感がまったくない。

「俺と入れ替わりにアメリカに戻ったやつが使ってたのをそのまま買い上げたんだ。前の住人は家族で住んでいたから、俺ひとりだと確かに広すぎるな」

　そういう問題じゃないと思う。家族で住んでもこの立地にこの広さ、おまけにコンシェルジュまでとなると、いかほどの金額になるというのだ。

　姉曰いわくやはりアメリカでの活躍は日本でもものを言うらしい。そこでちゃんとした実績を収めていれば、おのずと日本国内での評価も高くなると言っていた。

　こういう話を聞いたり、マンションを見たりすると急に翔平を遠くに感じてしまう。

　目の前だけの彼を見ることができたらなぁ。

　やっぱり昔の癖で、その人のバックグラウンドや職業条件的なものを気にしてしまう。自分がシングルマザーとひとくくりにされるのを嫌っているのに、勝手だなと思う。

　ネクタイを緩めながらソファに座った翔平はじっと目を閉じている。タクシーから降りた後、足取りはしっかりしていたけれどやっぱり相当酔っているみたいだ。

「なあ、悪い。水とってくれる？」

「冷蔵庫？」

「ああ」

　言われるままに冷蔵庫の中から、ミネラルウォーターのペットボトルを取り出す。棚にあるコップに水をそそいで、彼のもとに持っていく。

「ありがとう……でも足りない」

　受け取った翔平は一気に飲み干した。空のコップを差し出してくるのでおかわりの催促だと思いグラスに手を伸ばす。

　するとそれと同時に手首をぐいっと掴まれた。そのままわたしはソファに座る翔平に抱きしめられた。

「ちょっと、翔平？　酔ってるよね？」

「酔ってない。もう覚めた。それより……足りないんだ」

「だから水持ってくるから、離してくれない？」

　翔平はしっかりとわたしの背中に手を回して、力を込めている。これでは水を取りに行こうにも立ち上がれない。

「必要ない――足りないのは、瑠衣。お前だよ」

　ハッとして体を起こそうとした。でもその次の瞬間。わたしの唇は翔平にとらえられていた。驚いて反射的に顔を逸らそうとした。しかし翔平はわたしの頭に手を添えてしっかりと固定し離さない。呼吸をしようと唇を薄く開くと、そこから彼の舌が入ってくる。そしてあっという間にわたしの舌を絡めとると、よりキスを深めた。

「ふっ……んっ」

　鼻に抜ける甘い声。意図せず出る声に羞恥心が煽られる。けれど拒否することなんてできない。それくらい彼とのキスは心地よく、頭の中にあるあれこれをすべておしやって彼のことしか考えられなくなる。わたしの中のスイッチを押すのだ。そしてひとたびそのスイッチが押されると、自分で制御できなくなる。

「なあ、瑠衣。俺すっげー我慢してる。昔の俺なら考えられないくらい。だから今日は、瑠衣がむちゃくちゃ欲しいんだ」

　キスの合間にそう囁く。そのわずかの会話さえも、彼は時間が惜しいかのようにわたしへのキスをやめない。熱い吐息、欲望をにじませる瞳。熱のこもった手のひら。体中の全部で彼がわたしを欲している。

　わたしは彼の頬から耳のあたりに手を添えてゆっくりと撫でる。翔平とお別れしてから、こんな風に誰かに求められることなんてなかった。見かけだって彼が知っている三年前に比べたら、劣っているに違いない。それなのに……彼は今、目の前にいるわたしを欲しいと言ってくれている。

　ときめくと同時に苦しくなる。胸が痛くてでもうれしくて、言葉にできない身を焦がすような感情があふれ出してくる。

「翔平」

　わたしが名前を呼ぶと彼はキスをやめて、わたしを至近距離で見つめた。

「わたしをもう一度翔平のものにして……きゃっ」

　言い終わるか終わらないか、わたしはすでに翔平に抱き上げられていた。驚いてしっかりと彼の首に手を回す。

「瑠衣がそう言うなら喜んで。でも覚悟しておけ、三年分だからな」

　三年分……その言葉から、彼の気持ちは三年間継続してずっとわたしに向いていたという風にとれた。それはきっとわたしも同じ気持ち。

　彼の寝室のベッドに優しく置かれた。なじみのある香りにわずかに興奮を覚えた。ふたり分の体重を受け止めたベッドがきしむ。

　翔平のことを忘れようとしたこともあった。だけどずっと胸にいた。だから忘れることを諦めた。

　だから今こんな風に彼に抱かれていることが信じられない。

　この気持ちはどうやっても彼に伝えることはできない。

　だから代わりにわたしは自ら彼に口づけた。彼の背中に手を回し、その広さに気持ちが高ぶる。彼の着ているシャツの裾をパンツから引き出す。それと同じように彼もまたキスの合間にもどかしそうにわたしのカットソーをはぎ取る。

　ふたりの間にあるものが邪魔で仕方ない。焦れた様子でお互いの着ているものを脱がせると一糸まとわぬ姿になったわたしたちは、指を絡ませ足を絡ませ微笑み合い、甘い息で部屋をいっぱいにした。




「ねぇ、待って。ちょっと。もう！」

　翔平に縦抱きにされたわたしは足をバタバタさせて抵抗して見せる。しかし翔平はすたすたとわたしを抱いたままバスルームに向かった。

「風呂に入りたいって言ったの、瑠衣だろ」

「確かに言った、言ったけど！　どうして翔平まで一緒なの？」

「ん、いいだろ別に。今さら」

　翔平の言いたいことはわかる。さっきまでさんざん裸で抱き合っていたのだから。

　でもやっぱり、それとこれとは違う。

　さっきは勢いもあったし、そういう雰囲気だった。

「ねえ、こんな冷静な状態だと恥ずかしいの」

　しかもこのバスルーム無駄に明るい。なんのために？と設計者に聞きたくなるほどだ。

　わたしがあれこれ言い訳している間に、翔平はさっさとわたしのバスローブをはぎ取ってしまう。必死になって手で隠すけれどそれじゃ追いつかない。

「早く湯船につかった方が、隠れるんじゃないのか？」

　クスクス笑いながら言う翔平が、バスタブにはったお湯の中に入浴剤を入れると、乳白色に濁る。

　なんだかまんまと相手の言う通りにしているような気がするけれど、彼の言う通りここでこんな体勢で立っているよりましだ。

　先に入っている翔平に見られないように急いでバスタブにつかる。

「そんなに恥ずかしいか？」

　彼に背中を向けて座る。わたしの横から彼の長い脚が伸びてきて、囲われるような状態で湯船につかった。

「そりゃそうだよ、三年前ならまだしも……」

　当たり前だけど翔平は三年前のわたしも知っている。だからその変化を見られたくないのだ。

　子供を産んだ体は明らかに以前と違っている。それはやっぱり好きな人には知られたくない。

　彼もなんとなくわたしの言いたいことに気が付いたみたいだ。

「そんなこと気にしてたのか」

「そりゃそうでしょ。見かけも随分変わったと思うし」

　自虐ではない。だけれどやはりあのときほど女としての自分に自信が持てない。

「確かに変わった。すごく柔らかくなったよ。体も表情も」

　ちゃぽんと音を立て、彼がわたしの腕をさすった。そしてわたしを自分にもたれさせるとゆるゆると撫でてくれる。

「三年前はなにもかも完璧に見える瑠衣の抜けてるところがかわいいなって思ってた。でも今は雰囲気が柔らかいんだ。悠翔と一緒にいるときなんか特にそう思う」

「そうかな……」

「ああ。なんか思い切り抱きしめたくなるようなかわいさ。そういうの俺にとってはたまらないけどな」

　頬に熱が集まるのがわかった。きっと首まで赤くなってる。

　こういう言葉から遠ざかっていた生活だったから、急に言われると……いや急じゃなくても恥ずかしくなってしまう。

「なあ、俺は？　久しぶりに会ってみてどう思った？」

　わたしはくるりと向きを変えると、膝を抱えて座った。そしてまっすぐ翔平を見る。

　はじめて出会ったときは、年上だなんて思わなかった。美しい平行二重の形のよい瞳。スーっと通った鼻筋に、薄い唇。それらのパーツが小さな顔にバランスよく配置されていた。肌もつやつやでずっと羨ましいと思っていた。

　さらに今は濡れた髪をオールバックにしているせいか、色気が半端ない。それに三年たって精悍な顔つきになった。美しさは損なわれておらず、より成熟した感じがする。

　アメリカでの日々がどのようなものだったのかは想像できないけれど、彼はわたしが思ってるよりもずっとたくましくなって帰ってきた。

「すごく……カッコいい」

「なんだよ、期待したのにそれだけかよ」

「ごめん、語彙力がなくて――キャッ」

　苦笑いを浮かべたわたしに、翔平が指でお湯をはじいて顔にかけた。

「まあいいさ。これから態度で示していくよ。俺がいい男だって」

　バシャと音をたてて翔平がわたしを引き寄せた。その勢いでお湯が大量に床にこぼれる。

「だから瑠衣。もう一回俺に惚れて」

　誘惑するような瞳にとらえられたわたしの体温が一気に上昇した。このままではのぼせてしまいそうなのに、翔平はわたしの鼻先に彼の鼻先をくっつけてきた。

「なぁ」

　少し掠れたねだるような声。彼がいつ〝そういう声〟を出すか経験上知っている。視線で声で指先で体の熱で、彼がわたしを誘う。

　そしてそれに抗えないわたしは、そのまま彼の誘惑に乗ってしまう。

　吸い込まれるように彼に唇を寄せ、そっと口づける。熱のこもった柔らかい唇。すぐに離れようとしたけれどそれよりも先に翔平がわたしの後頭部に手を回し固定する。より深くなるキスにギュッと目を閉じる。

「もっと、もっと欲しがって」

　唇を触れたままで囁かれる。わたしは魔法にかかったかのように素直に彼の言うことを聞いてしまう。

　それまで彼の胸に置いていた手を首に回す。頭を傾けてわたしからより深くキスをする。ぴったりと重なっていた唇。わたしが舌を差し出すと、気のせいかもしれないが彼がわたしを抱きしめる力が強くなった気がする。

　お互い抱きしめ合って、求め合う。キスが濃厚になっていくうち……結局わたしは体をほとんど洗えないまま、翔平にベッドへと連れ戻されたのだった。




　ゴロンと寝返りを打ってから『うちベッドこんなに広かったっけ？』と思い目を開けた。そこで見慣れない壁紙が目に入り、ここが翔平の部屋の寝室だということを思い出す。

　わたし疲れ切って眠っちゃったんだ。ぼーっとしながら昨日の夜の出来事が頭に浮かんできて恥ずかしさに耐えきれなくなって誰がいるわけでもないのにシーツの中に隠れた。

　昨日わたし……あんな……。

　思い出すだけで顔が赤くなっていくのがわかる。まさかあんな何度も……最後の方なんてほとんど記憶がないし。

　そこまでひとり心の中でキャーキャー言いながら反省会をして、翔平がすでに寝室にいないことに今さらながら気が付いた。

　ベッドから降りてバスローブを羽織る。壁にある時計を見ると間もなく十一時になるところ。

「え、嘘。わたしどれだけ寝てたの!?」

　普段休みの日でも悠翔がいるので、遅くても八時には起きるようにしている。こんなに遅くまで寝たのは久しぶりだ。

　悠翔、迎えに行かなくちゃ。

「翔平、わたし悠翔を――」

「ママ！」

　リビングに足を踏み入れた途端、悠翔がわたしに抱きついてきた。

「悠翔！」

　抱き上げたわたしは、翔平の姿を探す。

　すると彼はキッチンから顔を覗かせた。

「よく眠れたか？」

「うん、それはもちろん。もしかして翔平、悠翔を迎えに行ってくれたの？」

「ああ、瑠衣が起きたら会いたくなるんじゃないかと思って」

　確かにその通りだ。やっぱり子供の顔を見ないと落ち着かない。

「ありがとう。うれしい」

　腕の中にいる悠翔のぷにぷにのほっぺにチュッとキスをすると、キャッキャと喜んだ。

　テレビには悠翔が好きなどんぶり三銃士のアニメが流れている。どうやらわたしが起きてくるまで夢中で見ていたようだ。

　悠翔を抱いたまま翔平のいるキッチンに向かう。バケットが卵液に浸けられている。

「フレンチトースト？」

「ああ。俺のはうまいぞ。ふたりで食べに行ったときのフレンチトーストと遜色ないはずだ」

　確かそんなこともあったな……。

　そう言いながらフライパンにバターを溶かす。ジュワっという音とともにバターのよい香りが漂う。

「この間も思ったけど、料理得意なんだね」

　彼が作ったオムライス、わたしのよりも美味しかった。

「なんでも作れるわけじゃない。できるものは限られてる」

「作り方教えてよ」

　バタバタと暴れはじめた悠翔を床に下ろすと、テレビの方へ向かっていく。どうやら大好きな歌が流れたのでそちらに気を取られたみたいだ。

「教えてやってもいいけど……やっぱダメ」

「どうして？　なにか秘伝のコツでもあるの？」

　ダメと言われたら余計に知りたくなってしまう。

「別に作り方も材料も普通」

「だったら、教えてくれてもいいじゃない」

「教えない。そのかわりフレンチトーストは一生俺が作って食べさせるから」

　器用にフライパンの上でパンをひっくり返しながらそう言った。

「俺がいつでも作ってやるから、瑠衣は作り方知らなくていい。実はずっと食べさせたかったんだよな。だから今日の俺は念願叶ってご満悦だ」

　ずっとっていつからなの？　聞きたかったけれどやめておいた。離れていた間も、彼の中でわたしという存在が消えていなかったと言われているようで、照れ臭くてうれしい。

「楽しみにしてる。あ、わたしコーヒー淹れるね」

　なにか手伝って照れ隠ししなくちゃ、恥ずかしい。

　きょろきょろとキッチンを見渡すと、カウンターの上にコーヒーサーバーと瓶に入ったコーヒーの粉があったのでそっちに目を向ける。

「瑠衣、コーヒーもいいけど。シャワー浴びてきたら？　目のやり場に困る」

「えっ、あ、ごめん」

　慌ててガウンの前を合わせなおす。

「眼福だけど、悠翔がいるからなぁ」

　翔平がわたしに一歩近付いてチュと目じりにキスを落とした。

「もう。悠翔がいるのに」

　さっき自分がそう言ったのに、もう忘れてしまったのだろうか。

「別に俺たちの仲がいいことは、あいつにとっても幸せなことだろ」

　当たり前のように言われて、おかしくなって笑ってしまった。

　とはいえ、いつまでもガウンのままでいるわけにはいかない。

　目覚めて悠翔がいて、美味しい料理を作ってくれていて、うれしいことが重なりすぎてうっかりしていた。

　ひとり寝起きのままだったわたしは、急いでシャワーを浴びて簡単に身支度を整えた。




「パンー！」

　リビングのテーブルでは、エプロンをつけた悠翔がテーブルをバンバンたたきながら叫んでいた。

「わかったから、ちょっと待てって」

　慌てた様子の翔平がバタバタとお皿を持ってリビングに向かっている。

「ます！　ます！」

　まだお皿が到着していないのに、悠翔はいただきますをしていて、それを見て焦った翔平はローテーブルにできあがったフレンチトーストをのせたお皿を急いで置いた。

「わー、おいしいね」

「まだ食べてないだろ。そういうときは美味しそうって……おい」

　翔平がしゃべっているにもかかわらず、悠翔はすでにフォークでフレンチトーストを食べはじめていた。

「なんだよもう。うまいか」

　彼の問いかけに返事もせずに、悠翔は夢中になって食べ続けている。

　クスクス笑うわたしを見て翔平がため息をついた。

「なかなか大変でしょ？　ごはん食べさせるの」

「ああ、まさかこんなばたつくとは思ってなかった」

「悠翔は食べむらあるけど、それでもなんでも食べるからありがたいの」

　そう言って食べている彼を覗き込んだら「どーじょ」とわたしにひと切れくれた。

「ありがとう」

　もぐもぐ食べると「おいしいね」とにっこり笑う。

「なんだよ、その顔。反則だろ」

　悠翔の顔を見た翔平は、額を押さえて悶えている。

　子供のかわいさに耐えきれなくなったみたいだ。こんな表情を見せるなんて新鮮でわたしは彼に釘付けになる。

「あ～ほら、こぼしてる。おい、袖についてる。あぁ～」

　割と細かい翔平に驚くけれど、なかなかいい父親をしているように思う。

「なぁ、瑠衣。この後買い物行こう。悠翔のダイニングチェアが必要だろ。それにここには食器も大人用のしかないし」

「でももったいなくない？」

「いや、ここだって悠翔の家だろ。そうだお前用のスリッパとか着替えとかも買おう」

「いや、わたしのはいいよ」

　目の前で手を振って遠慮する。別に困っていることなんてないし。

「さっきも言ったけど、ここはお前たちの家でもあるんだから。後で鍵も渡すし、とりあえず俺たちも食べるぞ」

「え、でも……」

「聞こえなーい」

　まだ反論しようとするわたしの話をまったく聞いてくれない。

「いいから、ほら悠翔の隣に座って」

「え、あ。うん。いや、だからね」

　話を聞かない彼に必死になって食い下がる。

「ほーら、悠翔デザートだぞ」

「ちょーだい。ちょーだい」

　色とりどりのフルーツがのったお皿に、悠翔が歓喜の声をあげる。

「ねぇ、聞いて……んぐ」

　わたしが開いた口の中に、翔平がパイナップルを放り込む。

「黙って食べて。それ以上しゃべるとキスするからな」

「なに言って……わかったわよ」

　最終的には負けてしまったわたしを見て、翔平は機嫌よさそうにコーヒーを飲んでいた。

「これからはここにいる時間だって長くなるんだ。少しでも快適に過ごせるようにしないとな。あ、反論は認めない」

　素直に頷けないわたしに、それ以上なにも言わせないつもりのようだ。

「いいのかな……本当に？」

「俺がいいって言ってるんだ。当たり前だろ。な、悠翔」

「うん」

　わたしたちの会話の意味を理解していないであろう悠翔を味方につけるなんてひどい。

「ほら、早く食べろって。俺の自信作なんだから」

　今度はフレンチトーストを口の中に放り込まれた。

「ん！　美味しい」

　表面はカリカリで中はふっくら。メイプルシロップの甘味が休日のブランチにぴったりだ。

「だろ？」

　わたしの賞賛の言葉に気をよくした翔平は自分の分のフレンチトーストまでわたしの皿にのせた。

「こんなに食べられない」

「いいから、ほら。これも」

　フルーツのお皿からキウイやパイナップルを取ってくれる。

「早く食べないと悠翔に全部食べられるぞ」

　さすがにその量を二歳児が食べるとは思えないけれど……わたしは翔平の言葉に甘えてたくさん食べた。

　三年前、はじめての朝に食べたフレンチトーストとは違って、翔平が作ってくれたのはものすごく深い味わいがしたのは気のせいだろうか。

　片付けはわたしがすると言ったのに、結局翔平とふたりでした。リビングでは悠翔が新聞紙をびりびりにやぶいて遊んでいる。

「ごめんね、散らかしちゃって」

「謝ることじゃない。喜んでるじゃないか」

　普段すぐにダメだよと言ってしまっている自分が恥ずかしくなる。

「いつもこんな風に余裕があればいいんだけどな」

　もっとこうしてあげたい、ああしてあげたいって気持ちはあるけれど、できていないのが現実だ。

「それは仕方ないだろ。今日は休みだし俺もいる。だから頼ればいいし楽すればいい。普段頑張りすぎなんだ」

　頑張りすぎか……小さい頃から頑張ることがいいことだって言われてきたから、肩の力を抜くのは難しい。

　でも少しずつ変わっていけたら……。

「さっきはごめんね。わたしや悠翔のために色々提案してくれたのに、頭ごなしにもったいないとかいらないとか言って」

　素直に厚意に甘えることができなくて、申し訳なかった。

「俺は意地を張ってたはずの瑠衣がこうやって甘えてくるとき、すげー幸せ感じるから気にするな」

「なによそれ」

　軽く睨んでそれから彼の体に自分の体を寄せた。

「こうやって誰かに寄りかかるのも、いいね」

「そうだ。普段はひとりで頑張ってるんだから、俺がいるときくらい休憩しろ」




　その週末。わたしと翔平それから悠翔は、姉夫婦の家に招待されていた。

　実家に正式に挨拶に行ったことを姉に話すと、三人を自宅に招待してくれたのだ。

　ずっと心配してくれていたもんな……。

　姉とは近所でも仲よし姉妹と言われていた。大人になっても食事やショッピング、恋バナ、ファッションやメイク、将来の話。わたしにとって姉は一番身近にいる友達のような存在だった。

　そんな姉にも悠翔の父親については、明かしていなかった。姉も無理には尋ねてこなかった。わたしは今日までずっと姉のその優しさに甘えていたのだ。

　姉妹でキッチンに立ち、料理の用意をしながら久しぶりにゆっくり会う姉との会話を楽しむ。ちなみに翔平と義兄である和也さんは悠翔と一緒にブロックでなにやら盛大な作品を作っている。

「瑠衣、リンゴすりおろしてくれる？」

「皮ごとでいいんだよね」

　この日姉が準備してくれたのはしゃぶしゃぶ。夜は少し冷え込むようになってきたので今年初鍋をしようという話になった。

　山科家のしゃぶしゃぶはポン酢とゴマダレ。それとすりおろしリンゴに醤油や酢などの調味料を混ぜて作った特製タレの三種類。姉は今日もそれを準備してくれていた。

「わたしもこれ、お母さんに作り方教えてもらった。冷しゃぶのときに活躍したよ」

　すりおろしながら、なんでもない会話をする。

「昔は瑠衣、全然お料理しなかったもんね。お料理どころか洗い物も隙あればわたしに押し付けてきてたもんね」

「ねぇ、今それ言わないでよ」

　昔の話を持ち出されると肩身が狭い。お互い笑い合いながら手を動かす。

　言うなら今かなぁ。わたしは頃合いを見計らって、今日姉にどうしても話しておきたかったことを切り出す。

「お姉ちゃん、悠翔の父親のことわかってたよね」

　わたしの言葉に姉の手が一瞬止まる。

「それは……ね。あれだけ似てたら、いくら鈍いわたしでも気が付くでしょ」

　苦笑いを浮かべて、手元の野菜を切っている。

「今まで黙っていてごめんなさい」

　わたしが謝ると、姉は包丁を置いてわたしの方へ向いた。

「ほんとに、どうしてもっと早く言ってくれなかったの！」

「だから、ごめ――」

「って、責めたくもなるけど。でも瑠衣と君島先生ふたりを知ってるわたしからしたら、きっとなにか理由があったんだと思うから、口出しはしなかったの」

「お姉ちゃん……」

　優しい姉がわたしの未婚での出産を人一倍心配していた。最後まで『わたしにだけは相手を教えてほしい』と言われ、当時ものすごく悩んだ。

　しかしそれでもわたしは教えなかった。秘密を知ってしまったことで姉を悩ませることになると思ったからだ。

　結局今日まで真実を話さなかったけれど、それでも姉はいつも近くで寄り添ってくれていた。

「ごめんね、あのときはああするのが一番いいと思っていたから」

　わたしは完全に手を止めて、姉の様子をうかがう。

「わかってるよ。瑠衣がなにも考えずにそういうことをする子じゃないってことは。そんな瑠衣が決めたことだから、わたしも自分を納得させたの。そのときはね」

「お姉ちゃん？」

　今度は姉が申し訳なさそうにわたしの顔を見てきた。

　どうしてお姉ちゃんがそんな顔するの？

　疑問に思っていると、姉が勢いよく頭を下げた。

「ごめんなさい。君島先生に悠翔の話をしたのはわざとなの」

「え、どうして？」

　責めるつもりはないけれど、これまで黙っていた姉がどうしてそういう気持ちになったのか知りたかったのだ。

「実は、君島先生から帰国の報告の連絡があったの。そのときに一番に聞いたのは瑠衣、あなたのことだったの」

　秘密をばらした手前、姉は申し訳なさそうにわたしの表情をうかがっている。しかし口を開いたままでなにも言葉を発することができないわたしに、当時の話を聞かせてくれた。

「そのときにはもうわたしも和也くんも悠翔の父親の見当はついてたから、どうするか考えたの。でもふたりのことだから黙っておいた方がいいって和也くんに言われたんだけど、わたし我慢ができなくてね」

　早口でまくし立てる姉。きっと色々な思いが渦巻いて、暴走してしまったのだろう。

「思わず、瑠衣に子供がいること言っちゃった」

　わたしが怒ると思ったのか、姉は小さく縮こまっている。

　もちろんわたしはそんな姉を怒ることなんてできない。

「お姉ちゃん、ずっと言えなかったわたしが悪いんだから、そんなに謝らないで。それにお姉ちゃんのおかげなの。こんな風に三人で一緒にいられるのは」

　ひとりで産み育てると決めた。けれど三人で一緒にいることを夢見なかったわけではない。当時はないものねだりだと思い諦めていた現実が、今ここにある。

　まだ完全な形ではないにしろ、これらからゆっくりと三人の形を作っていくと決めたのだ。

　そのきっかけを作ってくれた姉に、感謝こそすれ怒るなんてことはない。

「そう言ってもらえてよかった。それにわたし……相手が君島先生じゃなかったら教えなかった。悠翔のこと」

　姉の目が真剣なものに変わる。

「瑠衣と君島先生ふたりのことを知ってるから、きっとなにか事情があったんだと思って。すれ違いで離ればなれになるなんて、寂しすぎるから」

　わたしのことを深く思ってくれていることに、胸が痛いほど締め付けられた。こういう姉のまっすぐなところにずっと憧れていたことを思い出す。

「お姉ちゃん、本当にありがとう。わたしお姉ちゃんの妹で本当によかった」

　目頭が熱くて、涙がにじんだ。そんなわたしを見て、姉もまた泣き出しそうだ。一歩近付いた姉がわたしをゆっくりと抱きしめてくれた。




「いただきます」

　姉が手を合わせると、悠翔が隣で「ます！」と手を合わせる。その様子を見て大人四人が顔を緩ませた。

　ローテーブルに料理を並べて食べはじめる。

「ほら、悠翔」

　翔平がサラダのミニトマトとブロッコリー、それにチーズをお皿にのせて悠翔に手渡すと、フォークを使って上手に食べる。

「悠翔くん、上手だね」

　姉に褒められてにこにこしている。

「瑠璃ちゃんもそう思う？　それに野菜食べられてえらいな、悠翔」

　隣では翔平もまた姉と同じように、褒めて頭を撫でている。

　そんな彼の様子を見て驚いていたのは和也さんだ。

「おいおい、君島がそんな風になるなんて、驚いたな」

　目を見開くその姿からよほど驚いているということが伝わった。

「ですよね。わたしも驚いています」

　まさかこんなに子煩悩になるとは予想もしていなかった。うれしい誤算ではあるけれど。

「なんとでも言ってください。なぁ、悠翔」

　翔平は悠翔に同意を求めているけれど、悠翔は姉がさましてくれていた鍋のつみれやうどんをうれしそうに食べている。

「食欲旺盛だね、すごい」

　お姉ちゃんってば、ほんと褒め上手だな。そういえば小さい頃はわたしのことも随分褒めてくれたっけ。

　姉夫婦にはまだ子供がいないけど、きっと姉が育てる子なら素敵に成長しそうだ。

　それからわたしたちは、大いに食べて大いに笑った。

　こんな風にゆったりと食事を楽しむのは久しぶりだ。

　みんながリラックスして話し込んでいると、悠翔がコップをひっくり返した。

「あっ！」

　声をあげたけれど、すでに遅い。テーブルの上にはお茶がこぼれてしまった。

「あーあ」

　こぼした本人があまりにも残念そうに言うので、みんな声をあげて笑った。

「確かに、こんなにかわいいし、怒るに怒れないな」

　和也さんも悠翔を見て今日は終始笑顔だ。

　子供がひとりいるだけで、みんなが幸せな気持ちになる。

　子供の存在って、改めてすごいなぁと思う。

「あーあ、わたしも早く子供が欲しいな」

　悠翔を眺めながら、姉が呟いた。それを聞いた全員が彼女の顔を見る。

「え、あ！　なに、そんな深刻な話じゃないからね」

　慌てて笑顔を浮かべて否定する。

　けれどわたしは知っていた。姉夫婦がかねてより子供が欲しいと思っていることを。

「そりゃ早く会いたいなぁと思うけど……」

　姉の言葉に和也さんが隣から肩を抱き寄せる。

「そのうちだよ。な」

「うん……」

　きっと姉夫婦の子供は男の子でも女の子でもとってもかわいいに違いない。わたしも早く会ってみたい。

　少ししんみりした空気を変えたのは、翔平だった。

「では、そろそろ片付けますか！　悠翔手伝って」

「おー」

「おーじゃなくて、はいだろ」

「おー」

　ふたりの掛け合いにまた笑い声が響く。

　それからわたしたちは片付けを済ませるとタクシーに乗り翔平のマンションに向かった。

　その最中に姉の表情を思い出す。

「ねぇ、お姉ちゃんのところにも赤ちゃんがやってくるといいね」

「ああ、そうだな」

　命の大切さについてよくわかっている翔平は、それ以上なにも言わなかった。けれどその代わりにわたしの手をしばらくギュッと握ってくれていた。

「悠翔が生まれたのは奇跡だね」

　翔平の膝に頭をのせて寝ている姿を見るとそう思えた。

　わたしたち家族は、奇跡で繋がっている。










第五章　愛し、敬い、慈しむということ




　電話の音が鳴り響き、キーボードを打つ音や、打ち合わせの声。ざわざわとした雰囲気の中わたしは資料づくりの仕上げをしていた。

　昼休みにお弁当のおにぎりをほおばって、すぐにデスクに戻りパソコンに向かった。

　本来の業務とは関係ないものだ。だがこれはわたしが希望した企画部への異動のための社内試験の一環だった。

　そもそも現場出身のわたしが、こうやって営業部にいるのもあまりないことなのだが、希望すれば業種を越えての配置転換を行ってくれるのはうちの会社のいいところだ。

　ただそれに伴う課題や面接はきちんとあって、適性がないとなればもちろん希望は通らない。

　わたしは二週間後に控えた企画部への異動試験の準備を仕事の合間にしていた。今回は企画書の提出と面接が課題になっている。

　本社で働くようになって、オフィスワーク初心者のわたしは苦労した。パソコンさえ使えたらなんとかなると思っていたけれど、やはり畑違いの仕事は子育てしながらはきつい。だが売り場での経験が役に立つとわかってからは、自分にできる仕事が増えていった。そして働いていくにつれて目標が大きくなる。それが企画部で働きたいということだ。

　母になってメイクも変わった。忙しくてできないこともある。でも口紅一本あれば、気持ちの切り替えができた。忙しい母親こそメイクをすることが大切だ。そう思ったわたしは、いつしか企画部への異動を考えるようになった。

「頑張ってるね」

　課長が声をかけてくれた。

「あ、なにかありましたか？」

　急ぎの仕事なら先に仕上げるつもりで声をかけた。しかし課長はめっそうもないと手を振る。

「今は休憩時間なんだから、試験の準備をしなさい。いや、邪魔したのは僕か……なんか色々気になってしまってね」

「ふふ……ありがとうございます。試験を受けることができるのも課長のおかげですから」

　社内の異動に関しては上司の推薦も大きい。わたしが企画部への異動を相談したときもすぐに推薦してくれた。

「いや、君の努力だよ。大変なこともあるけれど、できるから！　頑張って」

「はい」

　わたしは上司からの後押しに、気合を入れなおした。

　周りの人に支えてもらっている。悠翔を身ごもってから感謝することが増えた。それまでは人に頼ってはいけない。自分のことは自分でするのが正しい。杓しゃく子し定じょう規ぎにそう思っていたけれど……そういう生き方を変えた。そして昔のわたしよりも、今の自分の方が好きだと思える。

　デスクに置いてあったスマートフォンにメッセージが届く。そこには翔平からの頑張れのメッセージ。

　仕事も恋愛も家族のことも、うまくいっている。

　そう思っていた。




　バタバタと充実した毎日を過ごしていたある日。仕事を終えたわたしは実家の最寄り駅に立ち寄る。少し仕事で遅くなったので、今日、悠翔は実家の母にお迎えに行ってもらったのだ。

　駅を出ると冷たい風が頬を撫でた。大判のマフラーに薄手のウールコートのわたしは前を合わせながら、そろそろダウンを準備しないと自転車乗るときに寒いなぁと考えていた。

「山科瑠衣さん？」

「はい？」

　考え事をしていて、人が近付いてきていることに気が付かなかった。顔を上げるとそこには見知らぬ女性が立っていた。彼女はサラサラの美しい黒髪をかき上げながらもう一度聞く。

「あなたが、山科瑠衣さん？」

「え……はい」

　返事をすると彼女は目を薄く開いてわたしを見た。まさに頭の先からつま先までなにかを確認するかのように。

　そして「はぁ」と大きなため息をついた。

「あの、なんですか？」

　あまりにも失礼じゃない？　それとも気が付いていないだけで、わたしが彼女になにかした？

　ため息の理由はわからずに、わたしは女性に不信感を持つ。

「ごめんなさい。あまりにもあなたが普通すぎて、驚きが隠せなかったもので」

「普通……どういう意味ですか？」

　余計に言っている意味がわからない。

　確かに彼女に比べたら、わたしが普通と表現されても無理はない。小さな顔にきちんと配置された整ったパーツ。お化粧だけではどうしようもない元来の美しさを持った作りだ。肩口で整えられた黒いつややかな黒髪。体にフィットしたスーツに高いヒール。できる女の代名詞みたいな出で立ちは、内面からあふれ出す彼女の自信を如実に表していた。

「わたし、西にし尾お舞まい花かと言います」

　彼女はバッグから名刺入れを取り出し中から一枚差し出した。その肩書きを見て驚く。翔平から名前を聞いたことのある研究所だったからだ。彼女は医師でありそこの研究員だと名刺に書いてある。

　嫌な予感を押し殺して尋ねた。

「あなたは翔平……いえ、君島さんのお知り合いですか」

「そう。それくらい想像する頭はあるようね」

　敵意を隠そうともしない彼女に、わたしも警戒する。

「ご用件は？」

　ここで話を聞く筋合いもないけれど、このまま放っておけばきっとまたわたしの前に現れるだろう。

「用件ね……それはもう済んだわ。君島くんの相手を見に来ただけだから。たいしたことなくて笑っちゃう」

「な、なに！　失礼ですね」

「だって帰国後彼が急に冷たくなったんだもの、どんな女か気になるじゃない」

　どうして見ず知らずの相手にこんなことを言われないといけないのか。わたしは怒りが込み上げてきた。しかし相手は怒るわたしを見ても余裕の表情で、こちらを見下している。

「あなたは、翔平とはどういう関係なの？」

「あら、ちゃんと話をしないとわからないなんて。やっぱりバカなのね」

　確かにこんな風に乗り込んでくる人だ。ただのお友達ではないだろう。

「あなたが勝手に君島くんの子供を産んだおかげで、彼は大きなチャンスを逃したわ。いきなり子供のために本来うちの研究所に来るはずだったのを、病院勤務にするとか言い出して。あなたにこの責任取れるの？」

「えっ……待って。それどういうことですか？」

　翔平からはそんな話は聞いていない。いや、どういった経緯で日本に戻ってきたのか、なぜ今の病院に勤めているのか、それさえ聞いていないのだ。

「もし研究所で働いていたら、もうすぐ彼の研究成果が世界で認められるかもしれなかったのに。スポンサーも見つかったし、論文だって病院勤めじゃ書く時間が限られているわ。それなのにあなたたちの近くにいるために、病院に勤務することを選んだのよ」

「どうして翔平。そんなこと……だってずっと頑張ってたのに」

　留学までして向こうの研究施設でもそれなりの評価を得たに違いない。それらを捨ててまで、わたしたちのために？

「息子に医師として現場で働いている自分を見せたいからって、ばからしいわ」

　こんなときになってから、翔平について知らないことが多いことに気付かされる。

「帰国後の就職先を直前になって変更したのは、あなたたちの存在が原因でしょ？　それ以外考えられないわ」

　本人に確認したわけではないから、真偽のほどはわからないがわたしたちが影響を及ぼしたと考えるのが妥当だ。

「全部あなたの身勝手が発端でしょ？　だから彼を巻き込まないで。子供はあなたが勝手に産んだんでしょ？　だったらあなたがひとりで責任を持つべきよ」

　彼女の言葉が胸に刺さって、言葉が出ない。彼女の言っていることがすべて間違っているわけではない。だからこそこんなにわたしが傷ついてしまうのだろう。

　黙りこくるわたしを彼女は鼻で笑う。

「君島くんのこれからのこと考えてちょうだい。どうすればいいかそれくらいあなたにもわかるわよね？」

　そう言われてもどうするべきなのか。すぐにわからない。

「彼はわたしみたいに一緒に夢を追いかけられる相手じゃないとダメなの。あなたが足をひっぱっているの。一刻も早く彼の前から消えなさい」

　捨て台詞を投げつけて彼女は颯さっ爽そうと歩いていった。その姿を黙って見送る。しばらく放心状態でその場に立ち竦んだ。

　駅前の時計が十九時ちょうどになり、ベルが鳴った。そこで我に返ったわたしはやっと動き出す。

「悠翔……悠翔迎えに行かなきゃ」

　とっさに頭に思い浮かんだのは、悠翔の顔だった。

　わたしは考えることを拒否した。そしてただひたすら悠翔に会うことだけを考えた。




　すでに実家で食事を済ませていた悠翔をアパートに連れて帰り、お風呂に入れて寝かしつける。いつもなら悠翔が寝たらベッドから抜け出してあれこれするけれど、今日はそんな力が一ミリもわいてこなかった。

　西尾さんの言った言葉が頭の中をぐるぐるする。

　わたしが悠翔を翔平に黙って産んだ理由は彼の足かせになりたくなかったから。それなのに結局わたしの恐れていた状況になってしまっていた。

　翔平は優しいから、責任を感じてしまって、自分の進むべき道を諦めてしまった。彼にそんな選択をさせるくらいなら、ひとりで産むと三年前のあのとき決心したのに。

　結局翔平を前にしたら、その決意はもろく崩れてしまった。そしてまた彼を好きになっている自分がいる。また三年前と同じ気持ち、いやあのときよりもっと翔平のことを好きになってしまっている。

　今さら再会する前に戻れないよ……。

　胸が締め付けられるように痛い。彼の胸の温かさを思い出してしまう。甘い吐息交じりの声で『好きだよ』と言う翔平の声が何度も頭の中でリフレインする。幸せを知ってしまった今の自分が、彼から離れることなんてできない。

　でも西尾さんはわたしが彼の足かせになっているとはっきり言った。

　翔平に相談するべきなのかもしれない。でも言ったところできっと彼はわたしたちに気を使って彼の本当にしたいことを聞き出すことができないだろう。

　だからわたしが考えなきゃ。

　ベッドの中で天井をじっと見つめてどうするべきか考えてると、枕元においてあるスマートフォンに翔平からメッセージが届いた。

　けれどその内容を確認することすらできない。

　わたしはいったいどうすればいいの？　どうすれば、みんな幸せになれるの？

　その夜わたしは、自問自答を繰り返した。




　あの日以来、わたしはずーっと考えている。気が付けば考えすぎてしまっていてぼーっとしていることも多い。だけど家事も育児も仕事も待ってくれない。忙しい時間は無心になって目の前のことをこなして、頭から翔平のことを追い出した。

　彼もちょうど忙しいようで、仕事が終わる時間が遅く会いに来る機会もなかった。会ってしまったら、まとまりかけた自分の考えがまたぐらつきそうで、ひとりで考える時間が持ててありがたかった。

　それに……今は仕事に集中したい。せっかくもらえたチャンスなのだから。

　今日は面接の日だ。わたしの企画書は無事合格点をもらえ、面接試験まで進むことができた。今日は気合を入れるためにスーツを着て出勤し、午後からの面接に備えてできる仕事は午前中のうちに全部終わらせた。

　十四時前。あと一時間で面接がはじまるというときに、わたしのスマートフォンに保育園から電話があった。

　急いで廊下に出て電話に出る。

　この時間の電話……嫌な予感がする。

「……もしもし。山科です」

《悠翔くんのお母さん。実は悠翔くんお熱があるようでして、お迎えに来ていただきたくてお電話したんです》

　やっぱり……わたしはがっくりと肩を落とした。どうして今日なの？　せめて明日にしてくれれば……そう思う。

「……はい。わかりました」

　落胆したわたしは、短く返事をして電話を切った。こんな日に限って父と母は親戚の葬儀で遠方に出かけている。代わりのお迎えを頼むことはできない。

　本当はわかっている。誰も悪くないって、悠翔が熱で苦しんでいるのにこんなことを思う自分が嫌になる。もしかしたら朝の時点でなにかサインを出していたのかもしれない。けれど今日は朝から面接のことで頭がいっぱいだった。だからそのサインを見落としていたのかもしれない。

　悔しい、諦めたくない。でも……チャンスはまたある。悠翔のことだけは他のなににも代えられない。スマートフォンを握りしめて、課長のところへ早退の申し出と、試験の辞退を伝えようと立ち上がった。そのとき、手の中でスマートフォンが震える。また保育園だろうか、まさか悠翔の容態が!?

　慌てて電話に出たわたしが聞いたのは、翔平の声だった。

《もしもし、瑠衣》

　スマートフォンから聞こえる声。それを聞いた瞬間涙があふれそうになって慌てて非常階段に移動した。

《おい、どうかしたのか。瑠衣》

　通話状態になっているのに、返事をしないわたしを心配した翔平の焦った声が聞こえる。

「ねえ、なんで……なんで今電話してくるのよぉ……」

　落ち込んでいて悔しくて、そんな感情のまま事情のわからない翔平に当たる。

《なんでって……試験だろ、もうすぐ。頑張れって言おうと思って》

「……っ、ふっ」

　悠翔はなににも代えられないとさっき自分を納得させたはずなのに、試験に挑戦できないことを思い出すと悔しくて仕方ない。この日のために企画書を作り、課長や同じ部署の人に添削もしてもらった。寝る間を惜しんで家でも頑張った。それが全部無駄になるような気がした。

《おい、なんで泣いてる？　なにがあった？》

「なんでもない、翔平には関係のないことだから」

　そうだ、これはわたしが解決しなくてはいけないことだ。こんなところで泣いてるわけにはいかない。

《なんだよそれ。瑠衣が泣いてるのに、俺に関係ないわけないだろ》

「え……？」

《俺は自分の愛している女が泣いていても関係ないなんて到底思えない。だからちゃんと話をするんだ》

　胸が押しつぶされそうだった。西尾さんの言葉が頭に浮かんだ。でも……今どうしても翔平に聞いてもらいたい。そうすれば少しだけでも心が前向きになる言葉をもらえるかもしれない。

「悠翔が……熱を出して……お迎えに行かなきゃ」

《悠翔が熱、大丈夫なのか？》

「他の症状はないみたいだけど……」

《違う、瑠衣のことだよ。試験は？　後で受けられるのか？》

「……っ、今年はダメだと思う。でもまた来年――」

　悔しいけれど仕方のないことだ。また頑張ればいい。

《わかった。俺が迎えに行く。看病は俺の専売特許だしな》

「なに言って、仕事は？」

　翔平の言葉にわたしは驚いた。診察に穴をあけることなんてできない。患者さんがたくさん待っているのだ。

《大丈夫。今日は午後から勉強会だから欠席しても他の先生も出席するし問題ない。それより俺だって悠翔の父親なんだ、どうして俺に連絡をくれなかったんだ。いや、待て。今そんな話をしてる場合じゃないよな》

　時計を確認すると試験まであと三十分だ。

《とにかく俺は悠翔を迎えに行く。必要なら診察も受けさせる。だから瑠衣は試験に集中して。頑張れ、瑠衣》

「翔平……っ。ありがとう」

　わたしは電話を切った後、両手で顔を覆って涙を閉じ込めた。そしてすぐにロッカーに向かってメイクポーチを取り出す。試験まであと二十五分。わたしは鏡の前に立った。




　三人の面接官。対するわたしはこれまでに感じたことのないほどの緊張感をもって面接に臨んでいた。

　翔平がくれたチャンスだから、絶対に無駄にしたくない。そういう思いがわたしの中にあった。

「山科さん。あなたの企画大変よくできていました。ここからは少し細かい話を聞いても？」

　企画部の部長は五十代の男性だが物腰が柔らかく、何度か話をしたことがある人だ。

「はい」

「今回のターゲットを二十代から三十代の働くママにしたのはなぜ？」

「それは、わたし自身シングルマザーとして子育てをしていて、改めて化粧品が女性に及ぼす影響を感じたからです」

「ふーん、それは具体的にどういうこと？」

　男性の面接官にもわかりやすいように伝える。

「子供を産んで育てて仕事をしてってなると、自分の優先順位がひとりのときに比べてものすごく後回しになるんです。出産でホルモンのバランスが変わったり時間が取れなかったりで、わたしも鏡に映る自分の顔を見てため息をついたことは一度や二度じゃありません」

　わたしの言葉に面接官も顔をほころばせた。

「いつも全力で綺麗でいることは難しくなりました。でも……ここぞというときにするメイクはいつもわたしの背筋をピンと伸ばしてくれました。口紅一本塗ることで自分に自信が持てる。そういう機会をたくさんの女性に感じてもらいたいんです」

「なるほどね……少しターゲットを絞りすぎている気はするけれど。なかなかおもしろいね」

　なんとかわたしの熱意は伝わったようだ。

　達成感で体中が満たされる。結果がどうであれここまで頑張れたことを誇りに思い周囲のみんなに感謝した。

「今日のあなたもとても凛としていますね。素晴らしいわ」

　女性の人事課長がそう言って微笑んでくれた。

「女性は色々な役割を社会で果たさなくてはいけない。でもそれを重荷に感じることなく、時に凛々しく、時にかわいく、メイクを楽しみたい……自分もそう思います」

　女性の上司からの共感を得られてものすごくうれしかった。

「はい」

　わたしは満面の笑みで返事をした。

　自分の考えをこうやって表現する機会が持てたことに感謝した。




　駅から早足で翔平のマンションに向かう。悠翔を保育園から連れて帰ってくれて、小児科に連れていったとメッセージが届いていた。熱はあるけれど比較的元気だと書いてありホッとした。

　でも早くふたりに会いたいわたしは、ヒールの靴を煩わしく思いながらコンビニで悠翔の好きなヨーグルトだけ買ってふたりの待つマンションに走った。

「悠翔は？」

「今、寝たところ。安心しろ。呼吸も脈も安定してる。熱もほぼ平熱まで下がった。それより結果どうだった」

「そうそれ！　やったの！　合格」

　興奮したわたしは悠翔が寝ているにもかかわらず大声をあげてしまい、慌てて手で口を押さえた。けれどそれよりも大きな声で翔平が叫んだ。

「やったな！　すごいな！」

「え、待って。きゃあ」

　翔平はいきなりわたしを抱きかかえると、そのままうれしそうにぐるぐる回った。こんなに彼が喜ぶ姿を見たのはめずらしく驚いてされるがままになる。

「俺の瑠衣はやっぱり最高だな！」

「翔平……」

　自分のことのようにはしゃぐ翔平の姿。しかしわたしは胸が苦しくなり、目に涙が浮かぶ。そして我慢できずに泣き出してしまった。

「おい、どうした？」

　びっくりした翔平がわたしを下ろす。

　わたしは涙を拭うことも忘れて彼に告げた。

「翔平が好き。好きなの」

　どうしてこのタイミングだったのか自分でもわからない。

　だけど胸の中にずっとあった言葉があふれ出して止まらない。いきなりで驚いた顔をしていた翔平が声をあげて笑った。

「やっと認めたな。かわいいやつ」

　わたしがギュッと彼を抱きしめると彼は同じくらいの力で、いやそれ以上の力を込めてわたしを抱きしめてくれた。

「なあ、俺たち。こうやって支え合っていこう。困難乗り越えてうれしいこと分かち合って、寄り添っていこう」

　彼が泣いているわたしの背中を撫でながら、優しく言ってくれた。

　より深い愛を感じたわたしは、自分から彼におねだりする。

「ねえ、キスしてもいい？」

　語彙力がなさすぎて気持ちを伝えきれない。どんな言葉を使ったって、今のこの翔平に対する気持ちを伝えることができない。

「好き」

　呟いて小さなキスをする。

「俺も」

　彼も同じようなキスを返して抱きしめてくれた。

　まるで中学生みたいなキス、ふたりで笑い合って何度もした。

　考えなくちゃならないことはたくさんある。それでも今は翔平がくれる幸せに浸っていよう。ゆっくりと……悠翔を交えた三人の形を作っていければいい。

　最高に幸せな夜だった。ずっとこんな日が続くとそう思っていた。




　翌朝わたしは「ママ」とわたしを呼ぶ悠翔の声で目覚めた。頬に触れてみると熱はすっかり下がったようだ。

　隣に寝ていた翔平も目が覚めたようで、三人で布団にくるまっているとどんどん悠翔のテンションが上がって、キャッキャと声をあげて笑った。元気になったのはうれしいけれど、また熱がぶり返してもいけない。

「ちょっとまだおとなしくしてて。翔平キッチン借りるね」

　わたしはふたりを置いてベッドを抜け出して、朝食の準備に取りかかった。この間来たときにひと通り使い方は教わった。食材も昨日のうちにコンシェルジュに頼んで、冷蔵庫に入れておいてくれたようだ。

　とはいえ、作れる料理のレパートリーは少ないんだけど。

「えーっと卵と、あ、ホウレンソウがある。これで卵焼きにして。あとは悠翔にはおにぎりかなぁ。おかゆは食べてくれないしなぁ」

　平日の朝は忙しくてパンのことも多い。それに病み上がりだからやっぱり和食の方がいいだろう。

　昨日の夜もちゃんと食べていないはずだ。急いで作ってまだ寝室で遊んでいるふたりに声をかけに行った。

「翔平、ゆう――」

「パパ、パーパ！　ほら言ってみろ」

　中から聞こえてきた声に、わたしは扉にかけた手を止めた。

「悠翔、パパだぞ。パパ」

「ダメ、しょーへー」

「だから、違う。パパの方が簡単だろ。ほら、パパ！」

「しょーへー」

　必死に悠翔に〝パパ〟って呼ばせようとしている。

「お前、それ絶対わざとだろ。覚悟しろ」

「きゃあははははっは」

　隙間から見ると、くすぐり攻撃を受けた悠翔が声をあげて笑っている。

　確かにわたしも〝ママ〟ってはじめて呼ばれたときうれしかったもんなぁ。翔平が必死になる気持ちもわかる。

「なあ、いつかは俺のことパパって呼んでくれよな」

　抱き上げて高い高いしながら、出てこようとするのでわたしはそっと扉の前から離れてキッチンに戻った。

　いつかは……そんな日が一日でも早くくるといいな。




　帝都病院近くのカフェ。仕事終わりに翔平と待ち合わせをしていたわたしは、突然のドタキャンに少し頬を膨らませていた。でも仕事だから仕方ない。

　飲みかけのオレンジジュースを飲み干して席を立とうとした瞬間、綺麗なハイヒールが視界に入った。顔を上げると西尾さんの姿があり身構えた。

　それは彼女が見てわかるくらい怒りをあらわにしていたからだ。

「いったいどういうことなの？」

「えっ」

　彼女の唐突な物言いは前回も同じだが、今回もなんの事を言われているのかわからない。わたしのそんな態度に、彼女はますます眉を吊り上げた。

「君島くん、研究チームから外れたわ。あなたのせいよ」

「え？　そんな話聞いてない」

　わたしが立ち上がると、周りの人もわたしたちに注目した。けれどそんなこと気にしていられない。

「先週大事な会があったの、彼はそれを欠席したわ」

「先週って……」

「水曜よ」

　悠翔が熱を出した日だ。まさかそんな大事な仕事だったなんて知らなかった。もし知っていたら絶対に仕事を優先してもらったのに。あのときのわたしは自分のことに精いっぱいで、彼のことを気遣うことができなかったのだ。

　なにも知らずにわたしは喜んでいた。わたしのせいで彼のキャリアが崩れてしまった。

「……嘘よ」

「嘘なわけないでしょう。本人に確認して。あれほど彼に迷惑をかけるなって忠告したのに。ほんと疫病神ね」

　疫病神……彼に迷惑をかけることが一番嫌だったのに。

　自分の気持ちや仕事を優先して、彼が大切なものを手放したことさえ気が付かなかった。

　それってお互い支え合っているって言える？

　翔平に言われてうれしかった言葉だ。それなのに、結果がこんな風になってしまったなんて。

「早く君島くんの前から消えなさい」

　西尾さんはヒールの音を響かせながら、店を出ていく。

　言われっぱなしで言い返すことができない。わたしの頭の中には西尾さんではなく翔平に対するどうしてだけがいっぱいだった。

――どうして、ねえ。どうして……。

　お互い困難を支え合っていこうって言ったのに、彼はわたしにはなにも言ってくれなかった。それだけ頼りないってこと？　なにも信用されていないってこと？

　わたしは落胆と怒りで後先考えずに、翔平の住むマンションに向かった。

　いつもは色々考えて考えすぎるぐらいなのに、こういうときだけは無駄に行動力があるのが不思議だ。

　わたしはイライラしながら翔平の帰りを、エントランスのソファに座って待った。どれくらい時間がたったのだろうか、自動ドアが開きエレベーターに向かって歩く翔平の姿が目に入る。

「翔平！」

「瑠衣？　どうしたんだ、悠翔は？」

　連絡もなにもなくいきなり現れたわたしに、翔平は驚いてこちらに駆けてきた。

「悠翔は、お母さんに預かってもらってる。それより話があるの」

「わかった。とにかく部屋に」

「ううん。ここでいい」

　彼がわたしの手を取ろうとしたのを、振り払う。わたしの様子がおかしいことに翔平も気が付いたようだ。

「いったいなにをそんなにかりかりしてるんだ？」

　理由がわからずにイラつくわたしに、翔平もむっとしている。しかしここはマンションのエントランスだ。立ったままでは目立ちすぎる。翔平はわたしをソファに座らせると、落ち着くように言った。

「話は聞くから。とりあえずどういうことか説明して」

　わたしは深呼吸をして翔平に西尾さんから聞いた話をする。

「研究チームから外れたって聞いた。本当？」

「お前、どうしてそれを？　……あぁ。もしかして西尾か」

　どうやらすぐに話が結びつくあたり、彼女の言った翔平との関係もあながち嘘ではないのかもしれない。

「ねぇ、水曜日に会議を休んだのが原因なの？」

「それは違う」

「でも西尾さんはそう言った。わたし翔平の迷惑にだけはなりたくなかったのに」

　わたしのひと言で翔平の表情が変わった。明らかに不満をあらわにしている。

「俺の迷惑ってなんだよ。俺が俺の意志でやったことを、勝手に解釈するな」

「でも、結果的にチームから抜けることになってるじゃない。西尾さんだって……」

「西尾、西尾って、お前は俺より他人のあいつの言葉を信じるのか？」

　違うと言い切れずに黙ってしまった。そんなわたしを見て翔平がため息をつく。

「なぁ、そんなに俺の言葉が信じられないのか？　いつだって瑠衣の言葉に耳を傾けてきたし、瑠衣や悠翔のことを考えてる。それを否定される俺の気持ちはどうなるんだ」

「でも、自分のことを犠牲にしてほしくないの」

「だから何度も言ってるだろ。俺はそんなつもりないって」

　彼のイライラが伝わってくる。

「だったらどうしてチームを抜けたの？」

「言ったって、どうせお前は聞く耳もたないだろ」

　諦めた様子の翔平にわたしは怒りを抑えられなかった。

「説明してくれないなら、もういい」

　バッグを手にして立ち上がる。

「送っていく」

　翔平がわたしの手を掴んだけれど、振り払った。

「ひとりで帰る。考えたいことがたくさんあるから」

「そうか、勝手にしろ」

　意地を張るわたしに、翔平は愛想をつかしたみたいだ。

　わたしはそのままマンションを出ると、駅に向かって早足で歩いた。

　翔平のバカ。なんでわかってくれないの。

　悔しくて涙がにじむ。なぜわたしの気持ちが伝わらないのだろうか。

　好きだから心配だし、好きだから自分を犠牲にしてほしくない。その気持ちは三年前からずっと変わらない。それなのにまた同じようなことがあったら、わたしのあの三年前の決心は無駄になってしまう。

　どうしてうまくいかないのかなぁ。

　お互いを思い合う気持ちは間違いないはずなのに、気持ちがすれ違う。

　どうすればいいのかわからないまま、わたしは一週間ほど過ごした。




　週末土曜日。悩みを吹き飛ばすような気持ちいい快晴。今日は悠翔の保育園の親子運動会だ。両親も応援に来てくれる。

「さあ、頑張ろうね！　えいえいおー」

「おー」

　保育園ではひまわり組の悠翔が黄色の色帽子をかぶって、他の子の後ろにきちんと並んでいる。あんなに小さいのにみんな先生の言うことを聞けてえらいなぁ。小さな子たちは並んでいるだけでもかわいい。ここ最近悩んでばかりいたから、こうやってゆっくり子供の成長を感じる機会がもててよかった。

　大勢の保護者に交じり観客席の後ろの方に立って見ていると、ドンッと誰かがぶつかってきた。

「痛いっ」

　あまりの勢いに思わずしりもちをついた。どうやら園児の兄だろうか。小学生の子供が全速力でぶつかったらしい。

「ごめんなさい」

　勢いよく頭を下げ、わたしを心配そうな顔で見ている。十分反省がうかがえる。

「大丈夫。でも小さい子がたくさんいるから、走らないようにね」

「はい」

　少年は最後にもう一度わたしに頭を下げて去っていった。

　しかしなかなか痛い。右足に違和感を持ち体重をかけると痛みが走った。我慢できないほどではないと思っていたけれど、競技がはじまり悠翔との親子競技の順番が近付いてくると痛みが増した。

　これはちょっとやばいな。父に代わりを頼もう。そう思って競技の集合場所に父を連れていったのだが。

「いや。じいじ、いや」

　悠翔はプンと横を向いたまま、地面に座り込んで動かない。

「ねえ、ママ足が痛くて走れそうにないんだ。だから今日はじいじと玉入れしよう」

「いやなの！」

　普段は大好きなじいじだが、周りはみんなパパやママと並んでいる。それを見てどうしても嫌だと駄々をこねているのだ。

「先生とする？」

　担任の先生も困って声をかけてくれている。しかし悠翔はかたくなに頷かない。

「じゃあ、仕方ないのでわたしが出ます。あの順番は最後に――」

「いえ、その必要はないです。俺が出ますから」

　声を聞いて驚いた。振り向いた先には翔平が立っていたからだ。

「ごめん、遅くなって」

「え、あの」

　どうして今日ここにいるの？　わたし運動会があるなんて言ってない……あ、冷蔵庫の横のコルクボードだ。きっとそこで日程を確認したに違いない。

　驚いているわたしを後目に翔平は悠翔に近付く。すると悠翔は自然に彼に両手を伸ばし――。

「パパ」

　わたしは悠翔の言葉に目を見開いた。翔平も驚いたのか固まってしまっている。

「パパ！」

　もう一度大きな声で悠翔が翔平を呼んだ。

「悠翔っ」

　翔平が悠翔を抱き上げて抱きしめる。頬と頬をギュッとくっつけて、力いっぱい。悠翔はそのスキンシップがうれしくてキャッキャと声をあげている。

　けれど翔平は悠翔を抱きしめたまま、みんなから背を向けた。悠翔の頭に顔をうずめているので表情はわからないが、耳や首が赤い。

「翔平？」

　一歩近付き彼の顔を見る。すると奥歯をかみしめて、きつく目をつむっていた。感情が高ぶってそれを必死になって抑えている。

「見るなよ、カッコわりぃ」

　わたしにそう言った翔平の目にはうっすらと涙の膜が張っていた。今までに一度だってわたしが見たことのない表情だ。

　悠翔のひと言でこんなに喜んでいる彼を見て、わたしまで泣きそうになった。

　ずっと呼んでほしそうだったもんね。

　どこの家庭でも子供がはじめて『パパ、ママ』と自分たちを呼んだときの喜びは計り知れない。わたしたちのようなまだ家族をはじめたばかりの三人にとってはとても大きな出来事だ。

「では、ひまわり組のみなさん、並んでください」

　先生の声がかかって、翔平は悠翔を抱いて列に向かう。

「行ってくる。勝つぞ、悠翔。おー！」

「おー！」

　翔平の掛け声に笑顔の悠翔が、声を合わせた。そっくりな顔でこぶしを突き上げるふたりを見て、わたしは言いようのない幸せを感じてまた目を潤ませた。

　そしてはじまった親子障害物競争。親が手を貸しながら時には抱きかかえながら、平均台を歩いたり、網をくぐったり、風船を運んだり……。悠翔と翔平は出会ったのが数カ月前だというのは嘘だと思えるほど息がぴったりで、ぶっちぎりの一位でゴールしていた。

　直前まであんなに嫌がって泣いていたのに。やっぱりパパの力ってすごいんだな。

　ふたりの姿を見ていると、ここ最近ずっと考えていたことが正しくないのではないかと思えてきた。

　もう一度ちゃんと話をしたい。自分の意見を押し通そうとするばかりでなく、ちゃんと翔平の気持ちを聞かなくては……。

　わたしは笑顔でゴールテープを切ってうれしそうにこちらへ走ってくるふたりを見てそう思った。

「瑠衣、見てたか？」

「見てたよ、悠翔もよく頑張ったね」

　手を伸ばすとわたしの方へと移ってきた。

「足、大丈夫か？」

「うん。立ってるだけなら」

　この間の言い合いから翔平とはずっと気まずくて、ちゃんと話をしていなかった。こうやって笑顔で話ができてうれしい。

　いつまでも意地を張っていた自分の頭を心の中でぽかぽかとたたいた。

　そこに父と母がやってきた。父の手には悠翔が生まれたときに買った一眼レフがある。

「ほら、三人ならんで」

「え、いいよ」

　なんだか恥ずかしくて遠慮するわたしの肩を、翔平がぐっと抱き寄せた。そして悠翔とわたしに顔を寄せて「お願いします！」と微笑む。

　もう！　他のママたちもいるのに。

　そうは思うけれど、やっぱりうれしくて笑みを浮かべた。そんなわたしたちを見て、父と母もまたにこにことうれしそうに笑っていた。

　はじめて三人で撮った写真はとても思い出深いものになった。

　そして運動会が終わった後、翔平がみんなを実家まで送ってくれた。そしてそこで翔平が父と母に頭を下げた。

「瑠衣を少しお借りしたいんですけど、悠翔をお願いできますか？」

「え、ああ。こちらは大丈夫だが」

　真剣な翔平の様子に、父も母も快く引き受けてくれる。

　翔平は身をかがめて悠翔と視線を合わせる。

「パパとママは大事なお話があるから、じいじとばぁばと待っていてくれるか？」

　悠翔は理解していないようだが、にっこりと笑った。

「サンキュー」

　翔平は悠翔にそう言って、わたしを車に乗せた。

「お父さん、お母さん。お願いね」

「ゆっくりしてらっしゃい」

　父の腕の中で悠翔も手を振っている。わたしは悠翔を置いていく罪悪感を持ちながら思い切り手を振った。

　車が走り出すと、悠翔がさみしく感じる前に父が家の中に連れていってくれた。

「悠翔には悪いけど、今日はどうしてもちゃんと話がしたいから。勝手して悪い。だから瑠衣がそんな顔する必要ないからな」

　どうやらわたしの顔には悠翔を置いてきたことに対する、心苦しさが表れていたらしい。

「ううん、わたしもそうしたいと思っていたから。ちゃんと話をしよう。わたしたちのこれからについて」

　そこまで言ってわたしは、ハンドルを握る翔平の顔を見て伝えた。

「色々とごめんね。意地っ張りで」

「まぁ、それはいつものことだけど。そこを含めて瑠衣のことかわいいと思ってるのに、今回はイライラしてちゃんと話をしなかったから、俺もごめん」

　お互いの謝罪を受け入れたことで、気持ちがより前向きになった。

　この間のことは結局わたしの考えも翔平の考えもどちらも間違っていない。だからこそ、一番いい意見をふたりで見つけなければいけない。

　お父さんが言っていたことって、こういうことなんだ。

　まだまだはじまったばかりだけど、ちゃんとこうやって家族のルールを決めていこう。

「で、どこに向かっているの？」

　翔平のマンションで話をするのかと思っていたら、車は反対方向へと向かっている。彼は運転をしながら、静かに答えた。

「会ってほしい人がいる。本当は会わせたくないけど」

「いったいどっちなのよ」

　いつもは歯切れのいい翔平なのに、こんな言い方をするなんてよっぽど嫌な相手なのかもしれない。

「今日で俺たちの中にあるわだかまりを解消しておきたい」

「わかった」

　わたしもそれは同じ意見だ。いつまでもぎくしゃくしたままでいたくない。車の外の景色を眺めながら目的地に到着するまで静かにしていた。

　五分ほどして車が止まったのはコーヒーが美味しいという有名なカフェだった。彼にエスコートされて店内に入ると「いらっしゃいませ」の店員の声に奥の席に座っていた女性が笑顔で振り向くのが見えた。

「えっ……西尾さんっ」

　どうして今日わたしをここに連れてきたの？

　でもここにいるのが彼女だとわかって、翔平が『会ってほしい人がいる。本当は会わせたくないけど』って言った意味がわかった。

　最初は笑顔を浮かべていた西尾さんだったが、翔平の後ろにいるわたしの姿を見て明らかに顔を曇らせた。どうやら彼女もわたしが今日ここに来ることを知らされていなかったらしい。

　翔平とわたしが西尾さんの座っている席に向かう。

「君島くん、これはどういうこと？　ふたりだけで会うと思っていたのに」

「俺は、そんなことひと言も言ってない。瑠衣、座って」

「うん」

　促されて翔平の隣に座る。重苦しい雰囲気の中注文したコーヒーが目の前に並ぶ。翔平がわたしにミルクと砂糖を寄せてくれたので、入れてひと口飲んだ。そうでもしなければこの重苦しい雰囲気に耐えられそうにない。

「……だって、わたしだってミルクも砂糖も必要なのに、なんで彼女に渡すの？」

「へ？」

　唐突な西尾さんの言葉にきょとんとしてしまう。いったいなんの話をしているのだろうか。

「すみません、先に使ってしまって――」

「そういう意味じゃない。どうしてこの女よりわたしを優先してくれないの？」

　目に涙をにじませる西尾さんを見て、わたしはそれ以上の言葉をぐっと飲み込んだ。彼女はずっと翔平に話をしているのだ。わたしなんかきっと目に映っていない。

「俺が優先するのは瑠衣だけだから。それは出会ってからずっとそうだった」

　驚いて彼を見る。まさかそんな気持ちでいてくれたなんて今まで思ってもいなかった。

「どうして？　わたしの方が先に出会って好きになった。仕事だって一緒にできる、海外に行ったって足をひっぱらないわ。だからねぇ、どうしてわたしじゃないの？」

　涙目の彼女は翔平に訴えかけている。きっと長年翔平に思いを寄せてきたのだろう。諦められずにそばにいる関係を続けてきたに違いない。

　自分を傷つけた相手だけれど、恋する気持ちはわかる。目の前の泣きそうな彼女を見て責める気にはなれなかった。

「どうしてって、それはお前が瑠衣じゃないからだ。瑠衣以外無理なんだよ」

　翔平の言葉に胸が苦しくなる。こんな風に切なくさせるなんてずるい。目の前に今にも泣き出しそうな人がいるのに、胸のうずきが止められない。

　翔平がはっきり言い切った言葉に、彼女は涙をこぼした。しかしそんな彼女を見てもなお、言葉を続ける。

「だからこれからは瑠衣に近付くな。俺が研究チームを抜けたのは、不正を隠そうとするからだ。何度も俺が是正しようとしても、全部お前たちが突っぱねた。そんなチームにいてなにになる？」

「でも、些さ細さいなことよ」

　彼女の反論に首を振った。

「俺は西尾のこと女としては見れなかったけど、研究者としては評価してた。残念だよ」

　西尾さんは悔しそうに唇をかんだ。そしてバッグからハンカチを取り出して涙を拭うと立ち上がった。

　そして無言のまま出ていってしまった。

　その姿をわたしたちは、じっと黙って見送った。

「俺たちも出ようか」

　修羅場を繰り広げたことで、少なからずお店やお客さんに迷惑をかけている。わたしたちは車に乗って実家に向かう。

「悪いな、今日は嫌な気持ちにさせて」

「ううん。西尾さんとわたしが話した内容知っていたの？」

「予想はしてた。彼女にはずっと気持ちを打ち明けられていたから」

　さっきもそんな言い方だった。

「学生のときからああなんだ。俺の周りの女をけん制することがあった。今回みたいに実害があったわけじゃないから、放っておいた俺が悪いんだけどな」

　以前にも同じようなことがあったらしい。

「それで、西尾からはなんて言われたんだ？」

　わたしは二度会ったときの話をした。

「翔平は研究を続けたかったのに、子供がいるから給料のいい病院に勤務することになったとか、わたしの面接の日の会を欠席して研究チームを外されたとか」

　悠翔やわたしが翔平のお荷物になっていると感じるエピソードを話すと胸が痛くなる。

「はぁ、勝手に向こうの都合のいいように解釈しやがって」

　苦々しい顔の翔平は、わたしの顔を見てため息をついた。

「そんな嘘を信じたのか、お前は」

「……ごめんなさい。わたしの中で自分と悠翔の存在が翔平の重荷になるかもしれないって気持ちがどこかにあったから、彼女の言葉をうのみにしてしまったんだと思う」

　今になって冷静に考えればそう思うのだけれど、実際あのときのわたしは自分の意見が正しいと凝り固まっていた。

「帰国後病院勤務しているのは、現場で命を救う仕事がしたいと思ったからで、研究チームは俺から抜けた。それはさっきの話にも出てきただろう」

「うん」

「ちゃんと話をしなかった俺も悪い。でも瑠衣は俺が瑠衣や悠翔のためにやっていることが俺の負担になっているって思うみたいだけど、違うから。むしろふたりは俺の喜び。だからそれ奪わないでくれ」

「翔平……だって」

　車が赤信号で止まる。

　言い返そうとするわたしの唇に、彼の人差し指が当てられて発言を止められる。

「瑠衣が困っているときに手を差し伸べたいし、悠翔が体調が悪いときは俺が看病したい。その役目を他の誰かに託したくはないんだよ」

　翔平はわたしの左手を両手で包んだ。

「瑠衣と悠翔のために俺がしたいと思っていることは、迷惑や重荷なんかじゃない。それを制限されることの方が俺にとってはストレスだよ」

「わたしなにもかも自分の想像で判断していた。翔平の気持ち全然考えてなかった。ごめんなさい」

　相手の気持ちを想像することは大事だ。けれど決めつけてしまっては意味がない。わたしは周りの意見や自分の想像を優先して、肝心の翔平の本音を見落としていたんだ。

「俺も伝える努力が足りなかった。不安にさせた俺が悪い。だから――」

「ん？」

「今日は埋め合わせをさせてくれ。これから明日の夜まで、お前と悠翔を独占したい」

「いいけど……なにするの？」

　ニコッと笑った翔平がアクセルを踏み込む。

「とりあえず、悠翔を迎えに行く。話はそれから」




　高速に乗って一時間と少し。

　翔平がわたしたちを連れてきたのは、葉は山やまにある一軒の別荘だった。波の音も聞こえ木々に囲まれたモダンな建物にわたしは思わず声をあげた。

「素敵！　急だったのに、よく借りられたね」

　これだけ素晴らしい施設なのだ。おそらく何カ月も前に予約しなければ普通は宿泊できないだろう。

　けれど翔平の返事はわたしの度肝を抜いた。

「買ったんだ。叔父から安くな」

「待って、なんて言ったの？」

「え、だから買ったんだ。家族ができたって言ったら、安くしてくれた」

「は？」

　驚いてその場に固まってしまったわたしを放って、チャイルドシートから悠翔を下ろすと一緒に入口に走っていく。

「ねぇ、買ったってどういうこと？」

「悠翔と瑠衣にプレゼントだよ」

　だからそれが意味がわかんないのにっ。

　まだ車の前で立っているわたしを後目に、ふたりはさっさと鍵を開けて中に入ってしまった。

「もう！」

　聞きたいことはたくさんあるけれど、それより今は楽しむことにした。それくらい翔平と悠翔の笑顔が眩しかったから。

　到着してすぐに翔平が庭で炭をおこしはじめた。どうやら以前の持ち主の叔父さんがすべて譲ってくれたようで、家具も家電もそろっており一泊程度は不自由することはなさそうだ。

　来るときに買ってきた食材をキッチンで切って庭に運ぶ。実家はここまで広い庭はなくかつ住宅街なので、悠翔はバーベキュー自体がはじめてだ。

「あちち、ダメね」

「そうだ、火は熱いから気を付けないとダメだぞ」

　翔平の言うことを聞いて頷く悠翔は、庭に敷き詰められた石を重ねて遊んでいる。日が落ちて肌寒いが、翔平が防寒着もちゃんと用意してくれていたので火をくべながらお肉や野菜を焼いていく。

「悠翔、おいでー」

　テラスにある水道で手を洗って、翔平のところに行く。すでにいい香りが漂っていて、はじめて見る光景に悠翔は手をたたいて「ます！」を連呼している。

「ほら、熱いから気を付けろよ」

　ソーセージやコーン。子供の好きそうなものや小さく切ったお肉もお皿にのせてもらった悠翔はうれしそうにキャンピングチェアに座り足をばたつかせて食べはじめた。

「ほら、熱いから、フーフーして」

　自分で食べたがる悠翔だが、まだ目が離せない。そんなわたしの目の前に翔平がレタスでつつんだお肉を差し出してくれた。

「ほら、あーん」

　わたしはちょっとためらったけれど、大きく口をあけてほおばる。

「ん～おいひい」

　思わず声をあげるほどだ。

「おいしいねぇ」

　わたしの声に悠翔も同じように言ってにこにこしている。

「よかった。うまいかぁ悠翔」

「うん、どーじょ」

　どうやら先ほど翔平がわたしに食べさせていたのを見て、自分も同じようにしたいようだ。

「おっ、ありがとう」

　悠翔が翔平の口にソーセージを放り込む。

「うまい。悠翔が食べさせてくれたから格別だな」

　悠翔は次はわたしに食べろと『どうぞ』をしてくる。わたしが食べるとキャッキャと喜んだ。

　三人でたくさん食べて写真も撮った。

　こうやって過ごすことが自然になっていけばいいと、笑顔で過ごす毎日を想像してわたしは胸が熱くなった。




　はしゃいだ悠翔は湯船につかるとすぐにうとうとしはじめ、お風呂が終わるとすぐに眠ってしまった。二階の寝室だと心配なのでリビングに続く隣の部屋の和室に布団を敷いて寝かせた。

「今日は朝から忙しかったから、ぐっすり寝てる」

　寝かしつけた後リビングに戻ると、翔平がキッチンから顔を出した。

「飲むだろ？」

「うん」

　彼が手にしていたのは、ワインとグラス。わたしが頷くと、ワインと一緒にカプレーゼとカナッペも運ばれてきた。

「いつの間に作ったの？」

「これくらいそう時間かからないだろ。せっかくだから瑠衣の機嫌を取ろうと思って作ってみた」

「百点！」

　機嫌を取るだなんて言ってるけれど、今日のわたしは世界で一番幸せだ。

　さっそくソファに座り、ワイングラスをふたりで重ねた。

「乾杯」とお互い言って、ひと口飲む。

「美味しい。すっきりしてるからいくらでも飲めそう」

　久しぶりのワインにテンションが上がってしまう。

　そんなわたしの口に翔平がカナッペを放り込む。もぐもぐ食べていると満足そうに彼が笑った。

「他にもまだある。後でワインセラー覗いてみるといい」

「ワインセラーまであるの？」

「ああ、叔父の趣味だ。ワインもそのまま譲り受けた」

「ねぇ、翔平の叔父さんってなにしてる人なの？」

　不ぶ躾しつけだとは思ったが聞かずにいられない。

「俺の親父と一緒に医療コンサルティングの会社やってる」

「ふーん」

　とりあえず返事をしたもののなにをする仕事かいまいち理解できずに聞き流した。

「そんな話はどうでもいいんだ。瑠衣はここが気に入った？」

「もちろん。悠翔も思い切り庭で遊べるし、海は近いし。本当に素敵だね」

「よかった。実は家を買おうと思ったんだけど、それはさすがに瑠衣に相談してからの方がいいと思って」

「家!?」

　いつそんなことを考えていたのだろうか。突拍子もない発言に目を見開く。

「さすがにいつまでも瑠衣と悠翔と離れて暮らすのはつらい。俺だけ仲間外れだ」

「いや、そういうつもりじゃ……」

「家を買おうって突っ走るほど、俺にとっては瑠衣や悠翔が大切なんだ。だからそろそろ瑠衣の本当の気持ちを聞かせてほしい」

　翔平がグラスを置いてわたしの方へ向いた。

「三年前のバーで別れた日のことを覚えているか？」

「あ、うん」

　わたしが決死の覚悟で翔平に別れを切り出したあの日。

「あの日俺、お前にプロポーズするつもりだった。ニューヨークについてきてほしいって。俺さ、振られるなんて微塵も思ってなくて向こうでふたりで住む部屋まで探してさ。浮かれてたんだ。瑠衣が妊娠してひとりで悩んでるなんてこと知らなかった。あのとき瑠衣はどういう気持ちだった？　教えて」

　三年前の話。けれどこれは今さらの話じゃない。これからわたしたちがともに歩むために必要な話だ。

「あのときはただただ不安だった。お姉ちゃんから翔平がアメリカに行く話は聞いていて、それは翔平の夢が叶うってことだから応援したかった。でもわたしや悠翔がいると思い切り研究に没頭できないかもしれない。わたしだって知らない土地で妊娠出産する勇気もなかった。それに」

　言うのを一瞬ためらったけれど伝えた。

　それは彼がわたしの言葉を一切否定せずに、聞いてくれたからだ。間違っているだとか、違うだとか。過去のわたしを否定しないでいてくれたから言える。

「翔平に愛されてる自信がなかった。付き合っているかどうか、はっきりと言葉で言われてなかったし。そんな状態で子供ができたって言って、責任で結婚なんて嫌だったの」

　わたしは彼の目を見て伝えた。

　翔平は優しい目でわたしを見つめ返してくれる。

「わたしは、本気であなたを愛していたから」

　彼はなにも言わずにわたしの目を見つめてくれている。

　そして彼の手がわたしの髪を優しく撫でた。

「やっと聞けた。やっとだ」

　翔平の手がわたしの頬を包み込む。まっすぐに向けられた瞳から彼の気持ちが伝わってきた。こんな風に喜んでもらえるならば、なぜもっと早く伝えなかったのだろうか。

「瑠衣。俺もお前を愛してる。三年前からずっと、忘れたことなんてない」

「翔平。わたしあなたをたくさん傷つけた。悠翔のことも黙っていて、三年間あなたの父親としての権利を奪った。それはもう取り返しがつかないことだけど……」

　妊娠中生まれてくるのを楽しみに待つことも。生まれた瞬間に抱き上げることも、二歳までの成長を見守ることも、その楽しみをすべて彼から奪ってしまった。もうその時期は戻らないのに。

「確かに、悠翔の成長を見逃したことは悔しい。だけど原因は俺にあるだろう。三年前俺がきちんとお前を愛してるって伝えていれば、きっと瑠衣は違う選択をしたはずだ。困難だと思ってもアメリカにもついてきただろ。違うか？」

「違わない」

　きっとあのとき翔平の愛を信じられていたら、なにも怖くなかったと思う。でも……はじめて人を本気で好きになったわたしは、自分の気持ちを素直に伝えることも相手の気持ちを聞くこともできなかった。

「恋愛はふたりでするものなのに、わたし全部自己完結してたね。ごめんなさい」

「またそうやって謝る。でも俺は瑠衣には感謝しかないよ。悠翔を――俺の息子を産んで育ててくれて。誰のものにもならないでいてくれた」

「だってそれは……」

　わたしは翔平の首に手を回して彼を抱きしめた。

「だってそれは……わたしが好きになれるのは翔平だけだから」

　答えはとてもシンプルだ。

「瑠衣」

　翔平の顔が近付いてきた。形のよい瞳に吸い込まれる。

　こうやって自分をいつもまっすぐ見てくれるこの目が好きだ。今彼の瞳にはわたししか映っていない。ごく当たり前のことなのに、そのことがすごくうれしい。

　唇がゆっくりと重なった。角度を変えその都度深くなっていく。下唇を軽く吸われ薄く開いた唇の間から彼の舌が入ってくる。わたしはそれを迎え入れて、彼に応えた。

　お互い欲しすぎていてキスが止まらない。翔平がわたしをソファに押し倒すと間近で目が合う。

「なあ、瑠衣。三年前に言えなかった言葉。言わせて」

　わたしが頷くと、翔平は微笑んだ。

「瑠衣、結婚しよう。俺と家族になろう」

　予想のできる言葉だったのに、感動で胸が締め付けられるほど痛い。ずっと彼から欲しかった言葉。すぐに返事をしたいのにどんな言葉で今のこの気持ちを伝えたらいいのかわからない。

　わたしはギュッと彼に抱きついた。

「よろしくお願いします」

　そう呟くと翔平がわたしの耳元で囁いた。

「よろしく、俺の奥さん」

　奥さんかぁ……母親になったときも感慨深かった。でもそれと同じくらいに彼の妻となることに歓喜する。体中からこぼれ落ちそうな幸せと大好きの気持ち。それらを全部受け止めてほしくてわたしはより一層彼を強く抱きしめた。

　そして彼はそれに応えてくれるべく、わたしにキスの雨を降らす。額、まぶた、目じり、頬。そして耳はとくに時間をかけて舌を絡めてくすぐられる。

　今までそんな自覚はなかったけれど、どうもわたしは耳の刺激に弱い。翔平はそんなことはとっくにお見通しのようで、わたしがダメになるまで続ける。

「……っ、んっ、ねぇ、ちょっと……もう」

「なあ、耳だけでこんなになるの？」

　煽るような言葉に、体が熱くなる。間違いなく顔も真っ赤だ。

　そんなわたしを見て彼は余裕いっぱいに微笑む。

「まだまだこれからだ。わからずやの瑠衣には俺の気持ち今から嫌ってほど体中に刻み込むから」

　そう言った翔平の言葉通り、彼の容赦ない愛が体を包み込む。大きな手のひらで触れられるとそこからどんどん熱くなる。

　熱でもあるときのように、目は潤み、呼吸は乱れ、体が熱い。

「ほら、ばんざいして」

　まるで子供に言うような言い方だと思うけれど、彼に言われると素直に従ってしまう。そしてそのまま一枚ずつ彼がわたしの服や下着をはぎ取っていった。翔平もまた服を脱いで一糸まとわぬ姿になる。

　わたしたちの間にはなにもなくなった。恥ずかしくて胸の前で隠していた腕を解き手を広げて彼の背中に手を回す。

　見つめ合い、目で訴える。でもそれだけじゃ足りない。

「瑠衣、愛してる」

　首にかみつくような勢いで顔をうずめる翔平。

「んっ……わたしも、ずっと翔平と一緒にいたい」

　わたしの言葉に応えるように彼がわたしの胸元に強く吸いついた。そこには赤い所有の印。これまで一度もされたことがなかった。彼のものになれた喜びがわき上がる。

「ねえ、もっといっぱいちょうだい」

「なんだよ、そのかわいいおねだり。言われなくてもいっぱいやるよ」

　そう宣言した彼は、体のありとあらゆるところにキスをした。

　そして手のひら、唇、まなざし、声。そのすべてでわたしをドロドロに溶かし一気に熱い熱量で貫く。

　気持ちと体が満たされて自然と涙がこぼれた。

「しょ、う……へい……んっ、ねぇ、好き？」

　悲鳴にも近い声をあげ続けたわたしは、とぎれとぎれの会話しかできない。でも彼はそれにきちんと答えてくれる。

「ああ、好きだよ。愛してる。なあ、だから俺の全部受け止めて」

　そう言った翔平は言葉通りに思い切りわたしを抱いた。そしてふたりの境界線がわからなくなるほど求め合い、溶け合った。




　翌日は早くに目覚めた悠翔に起こされて、朝ごはんを食べた後三人で海に向かう。悠翔はこの間の水族館に行く途中で海を見たが近くで触れるのははじめてだ。

　波打ち際まで翔平が抱っこして連れていく。悠翔を下ろした瞬間に波が押し寄せてきたことに驚いてしりもちをついた。

「わーーん、パパ」

「悠翔!?」

　大泣きする悠翔を翔平が慌てて抱き上げた。

「まだ怖かったか。ごめんごめん。でももう一回呼んで」

「あっち、いくの！」

　悠翔は早く波から遠い場所に逃げろと、翔平に言っている。

「なぁ、パパってもう一回言って」

「あっちー！」

　会話が成り立たないふたりの背中を、わたしはクスクスと笑いながら追いかけた。

　翔平と砂浜に並んで座る。少し離れたところで、悠翔が砂で山をいくつも作っていた。最近砂場遊びが好きな悠翔にとっては、ここはどこよりも大きな砂場だ。目を輝かせながら一生懸命遊んでいる姿に、わたしも翔平も目を細めた。

「なぁ、瑠衣」

「ん～」

　ふたりとも視線は悠翔に向けたまま。

「毎年来ような。ここに」

「うん。そうしようか」

「悠翔がでっかくなって、生意気になって『親と旅行なんか恥ずかしい』って言い出しても、ふたりで必ず来ような」

　悠翔にもきっとそういう時期が来るだろう。けれど早くもそんな想像をしているなんて、翔平はなんて気が早いんだろう。

「わかった。ふたりっきりで来るのも……楽しみだね」

「ああ。ここで今日のこと思い出すのかな」

　そうかもしれない。そんな未来を思い描くと自然と顔がほころんだ。

　砂浜についていた手に、翔平の手が触れギュッと握ってきた。

　暖かい日差しの中、潮風に吹かれながらわたしたちの約束がひとつ増えた。




　それから三カ月後。

　わたしと悠翔は山科から、君島になった。

　真っ白なウエディングドレスに身を包んだわたしを、鏡越しに見つめる翔平がいる。

「綺麗だよ、瑠衣」

「ありがとう」

　ストレートな褒め言葉に、少々照れるが好きな人にそう言ってもらえてうれしい。

「すぐキスしたいけど、メイクさんに怒られそうだからやめておく」

「もう！　またそういうこと言う」

　いたずらっぽく笑う翔平の肩を押すと、彼が抱きしめてきた。

「ダメよ。しわになっちゃう」

「いいから、ちょっとだけ」

　そんな風に言われてしまうと、わたしも仕方がないと許してしまう。後ろから回された彼の腕にわたしも手を重ねた。

　わたしの首筋に彼が顔をうずめるからくすぐったい。

「なぁ、本当に写真だけでよかったのか？　結婚式したくならないか？」

「うん、写真撮るだけで十分。こんなにカッコいい翔平見られるし満足だよ」

「そうか、だったらいいけど」

　なんで翔平が不満げなんだろう。こういうの男の人の方が苦手だと思ってた。

「せっかく綺麗なんだから、みんなに自慢したいだろ。俺の奥さん」

「翔平ってば！　からかわないで」

　頬を膨らませるわたしに、彼が小さなキスをした。

「本気だけどな。まあ俺と悠翔が独占できるって思えばいいか」

　実は今日は悠翔も一緒に撮影することになっている。タキシードを着たちっちゃな紳士は今、写真スタジオの庭で、父に一眼レフのカメラでたくさん写真を撮ってもらっていた。

「それがね……今日の撮影三人じゃないの」

「え。どういうことだ」

　不思議そうに言う翔平の耳元で、小さな声で伝えた。

「お腹に赤ちゃんがいるの」

　翔平は口を半開きにしたまま固まってしまった。

「ねぇ、聞いてる」

「赤ちゃんって、ここに？」

　わたしのお腹に翔平が手を当てた。

「そう、ここに。あなたとわたしのふたり目の子供がいるの」

　彼はわたしの顔とお腹を交互に見た。目が合うたびに彼の顔がほころんでいく。

　そして――。

「やったー！」

　まるで子供のような叫び声をあげた彼はわたしをギュッと抱きしめて、慌てて力を緩めた。お腹の赤ちゃんを気遣ったらしい。そしてもう一度、今度は優しくわたしを抱きしめなおしてくれた。

「瑠衣、あぁ瑠衣。なぁ、こんなにうれしいんだな」

　こんなに無邪気に喜ぶ翔平は、なかなか見ることができない。でも再会して以降はこんな風に素直に感情を表に出してくれることが多くなった。

　それはわたしも同じだ。

「次は一緒にお腹の子見守っててね」

「当たり前だろ。なんか俺、女の子の気がする」

　性別がわかるのはまだまだ先の話なのに……。

　でも喜んでいる彼を見て、わたしも自然に笑顔がこぼれた。

　――カシャ。

　シャッター音が聞こえて、扉の方を振り向く。

「あまりにもいい笑顔だったので。撮っちゃいました」

　女性カメラマンに言われて、わたしたちが顔を見合わせて笑うとまたシャッター音が聞こえた。

「さぁ、行きますよ」

　スタジオに移動しようと先にカメラマンが歩き出した。

　するとぐいっと翔平がわたしの手をひっぱったから、振り向いた。するとふいうちのキス。

「隠れてするキスもいいもんだな」

「もう」

　こぶしでたたこうとした手を取って翔平が歩き出した。

　ゆっくりと体を気遣う足取り。

「なあ、瑠衣。これからもこうやって、歩いていこうな」

　前を見たまま言った翔平の先に、長い長い未来への道が見えた気がした。

「そうだね」

　わたしの言葉に、彼はギュッと手に力を込めてくれた。

　二度とこの手を離さないとでも誓うように……。
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　自分の中に命が宿るということ。

　二度目でもその感覚は不思議なもので……それでいて幸せを感じられる十カ月。大きくなっていくお腹をさすると自然と笑みがこぼれた。

　しかし……そんな幸せな時間〝だけ〟が流れるなんていうのは幻想で実際は――。

「おい、大丈夫か？」

　扉の向こうから聞こえるのは心配した翔平の声。気遣うその声が遠慮がちなのはわたしが「放っておいてほしい」と伝えたからだ。

　そうわたしは今『つわり』の真っただ中にいる。

　一日中吐き気が襲ってくる。調子がよければ二、三時間はもつが、また吐き気の波がやってくるとしばらくトイレから出られなくなる。

　だから心配されて声をかけられたところで、それさえも煩わしく思うときもあるのだけれど……。

　それでも放っておかない翔平の優しさに救われる。

　わがままだって言われても……ここで完全に放置されると、それはそれで嫌なんだよね。そういうわたしの面倒なところを、ちゃんと理解してくれている。

　やっぱり翔平なんだよなぁ。

　まだ気持ち悪さは収まっていないけれど、どうしても翔平の顔を見たくなったわたしは、重い腰を上げてトイレの外に出た。

「……翔平」

　案の定外の廊下で待っていた彼に寄りかかると、すぐに抱きしめてくれた。なにも言わずに背中をさすってくれて、手のひらの大きさや温かさにホッと一安心する。

　しばらく抱きしめてくれていたが「しっかり掴まって」と言うと彼はわたしを抱き上げた。

「気分がいい間だけでも、横になれよ。っていうか、また体重落ちた？」

「そうかな……」

　つわりでほとんど食事がとれないからそうかもしれない。

「ねぇ、そんな心配そうな顔しないで」

　翔平はわたしをそのまま寝室に運びベッドに下ろした。ふと見ると彼の顔が明らかに曇っている。

「心配するななんて無理なこと言うな。いくら瑠衣の頼みでもそれだけはきけない」

　まじめ顔でおかしなことを言う翔平に思わず笑ったけれど、本人は真剣だ。

「笑いごとじゃない。なにか食べたいものは？」

「うーん、とくにないかな」

　唯一食べられる柚子シャーベットは翔平が冷凍庫にいっぱい入れてくれてある。それ以外で欲しいものは思いつかない。

「なんでもいいから言ってみろ。チョコレートは？」

「無理」

「だろうな」

　わたしの好きなものを言ってくれたのだろうけれど、今はたとえどんなに美味しいチョコレートでも食べられそうにない。

「ごめんね、本当になにも思いつかないの」

「そうか……仕方ないな」

　心配してくれてる彼に申し訳ない気持ちになる。

「そんな顔するな。とにかく寝て。家のことは俺がするから」

　さっき翔平に抱き上げられたときに見たリビングは、悠翔のおもちゃや本、洗濯物や食器がいたるところに散乱していた。

「ごめんなさい、わたしがわがまま言ったから」

　体調が悪いわたしを気遣って、翔平は家事サービスを頼んでくれようとした。しかし、知らない人が家にいると休まらないからという理由で断ってしまった。今思えばそのしわよせは翔平や悠翔に向くのに、そのときは気が回らなかったのだ。

　目を伏せたわたしの髪を翔平が優しく撫でた。

「なあ、俺気が付いたんだけど、お前にわがまま言われるの結構好きなんだよな」

「そう……なの？」

　世の中、そうそうわがままを言われて喜ぶ人なんていないと思うけれど。

「だって意地っ張りの瑠衣がわがままを言うなんて、俺が特別だってことだろ。お前の気の許せる存在ってことだから、うれしいに決まってるだろ」

「かわいいわがままとかなら、わかるけど……」

「俺にとったら瑠衣の言うことは全部かわいいわがままなんだよ。だから気にしないで、もっとわがまま言えばいい」

　あまりにはっきりと言われて思わず笑ってしまった。

「ほら、なにも気にせず今はゆっくりしろ」

　布団を肩までかけられてわたしはおとなしく従う。

　そのとき外から「パパ！」という悠翔の声が聞こえた。

「はーい。すぐ行く」

　悠翔にそう大声で答えた翔平は、わたしの頬に小さくキスをするとそのまま寝室を出ていった。

　ふたりで大丈夫かな……。

　わたしが第二子を妊娠してから、男ふたりで過ごす時間が増えた。もともと翔平を大好きな悠翔だったけれど、より仲よくなった気がする。

　しばらくするとふたりの声が聞こえてこなくなった。どうやらふたりで出かけたみたいだ。

　わたしは翔平の言葉に甘えて、ひとりでゆっくり体を休めることにした。




「ただいまー！」

　扉の向こうから悠翔の声が聞こえてきて、目が覚めた。その後その声を追いかけるように「しー」という翔平の声がした。

　ふたりとも声が大きい。

　布団の中で寝返りをうちながら、笑ってしまう。

　思いのほかきちんと眠れて体がすっきりしている。大きく伸びをしたら寝室の扉が開いた。

「ママ、こっち来て」

「え、うん」

　悠翔がわたしを呼びに来た。とてもにこにこしていて、なにかいいことがあったのだろうか？

　リビングに行くと翔平はキッチンに立っていた。

「おい、起き上がって平気なのか？」

　カウンターから顔を覗かせて、いつものようにわたしを心配している。

「うん。よく眠れたから大丈夫」

　笑顔を見せると「そっか。よかった」と翔平もまた笑った。

　リビングは相変わらずの状況。気分がいい今だけでも片付けをしようと思って、落ちているおもちゃを拾いはじめる。すると悠翔が「抱っこ」と言いはじめた。

　わたしと離れる時間が多く、最近あまり抱っこできていないなと思い手を差し出す。するとそこにやってきた翔平がさっと悠翔を抱き上げた。

「えっ」

　肩透かしを食らったわたしは、翔平を見る。すると彼は悠翔を高い高いしてあげていて、悠翔も楽しそうにキャッキャッと声をあげている。

　しかし抱っこしようと思っていたわたしは不満だ。

「ねえ、翔平――」

「ダメだ。できるだけ重いものを持たないようにしないと」

「確かにそうだけど、そんなこと言ってたら世の中のふたり目妊娠中のママたちみんな抱っこしてないとでもいうの？」

　そんなわけないだろう。上の子だって少なからず母親の変化に気が付いているだろうし、そうでなくても今まで当たり前のようにあった『抱っこ』っていうスキンシップが体を気遣うあまり少なくなってしまって、不安に思う子もいるに違いない。

「それは極論。でも今は俺がいるんだし、どうしてもママじゃないとダメって言ってるわけじゃない。だからこういうときは、もっと他のスキンシップの取り方があるだろ。な、悠翔」

「うん！」

　悠翔には難しい話なのに、翔平に同意を求められるとすぐに『うん』と言う。駄々をこねずにおとなしく翔平に抱かれている悠翔は賢いと思うけれど、それではわたしの方がさみしい。

「こうやって、親離れしていくのかな？」

　ついつい言ってしまった言葉に翔平が笑う。

「まだ気が早いだろ。それより、瑠衣はそこに座って」

　ソファに座るように促されてわたしはおとなしく言うことを聞いた。すると悠翔を抱えたままの翔平がキッチンに行ってしまう。

　ふたりで消えたと思ったら、今度現れたときには悠翔は手にお皿を大事そうに持っていた。

「なに、おやつ？」

　すでに夕方だから、こんな時間から……と思わなくもないけれど。

　翔平が悠翔を床に下ろす。お皿の上にはカットされたスイカがあった。

「え、こんな時季に？　どうしたの」

　季節は三月のはじめ。この時季にはめずらしいものだ。

「どうじょ」

「え。わたしに？」

　悠翔がわたしにお皿を差し出して、にっこりと笑った。

「どうじょ」

　もう一度ぐいっと押し出されたそれをわたしが受け取る。

「ありがとう、ママがもらってもいいの？」

　悠翔は頷いて、その後フォークを手に取りわたしにスイカを食べさせてくれた。

　シャリっとした歯触り、口の中に広がるあまずっぱい果汁。

「美味しい！」

　久しぶりに食べて思い出した。そういえば悠翔を妊娠したときも、夏の間はスイカばっかり食べていた。

「ねえ、これどうしたの？　この時季お店にないでしょう？」

「ん、探して買ってきた」

　翔平は悠翔にスイカを食べさせながら、なんでもないことのように続ける。

「お義母さんに聞いたんだ。悠翔を妊娠しているときに好んで食べていたものはないか？　って。それでスイカだって聞いたから、都内の店に電話しまくって見つけた」

「えっ、お母さんに聞いたの？」

　まさか心配した翔平がそんなことをしてくれているとは思いもよらなかった。

「俺、当時のことなにも知らないから、お義母さんに頼った。見事的中だな。やっぱ母親ってすごいな」

　そう言いながらわたしの方にスイカを差し出す。

「美味しい。本当にありがとう」

「なにか食べてくれるだけで、俺も安心だから。あと、お前の好きなスープの作り方も聞いたから、今から作るよ」

　わたしこんなに甘やかされていいのかな。

　つわりは病気じゃない、なんて言う人が世の中にはいる。けれどわたしの旦那さまは全力でわたしと赤ちゃんのことを考えて行動してくれた。

「うれしい、わたし幸せ」

「そうか、俺も幸せだよ」

　お互いの顔を寄せ合い、キスしようとすると悠翔がわたしの膝の上にゆっくりと乗って邪魔をする。

「パパ、だめ～！　ゆうくんのママなのに」

「おい、それは違う。俺の奥さんだ」

「ダメよ」

「いいだろ、ちょっとくらい」

　大好きなふたりが、わたしを取り合う。つわりでつらい時期もふたりとお腹の中の赤ちゃんの存在がわたしを支えてくれた。




　春の日差しが降り注ぎ、先を歩く悠翔をきらきらと照らしている。

「あまり早く行くな。前、向いて。段差があるぞ」

「あっ」

　石段の段差につまずいた悠翔が、コテンとその場に転んだ。そしてそのまま起き上がらない。

「あぁ、大丈夫？」

　慌てて駆け寄ろうとするわたしよりも先に、翔平が悠翔のそばに座る。そのまま抱き上げるのかと思いきや、彼は声をかけるだけだ。

「悠翔、自分で起き上がって。頑張れるだろう」

　優しく促す。顔を上げた悠翔の目には涙の膜が張っていて、思わずわたしが手を差し出した。

「瑠衣、ダメだ」

　ここ最近、わたしが悠翔にあれこれするのを過保護だと言っていた。だから今日も自分でなんとかさせたいようだ。

「でも……」

「いいから。ほら、悠翔頑張れ」

　彼はわたしを制止して、もう一度悠翔に優しく声をかけた。

　泣き出してしまうかもしれない。

　そう思いハラハラして見ていたけれど、悠翔はそんなわたしの心配をよそに歯を食いしばってその場に立った。

　今にも泣き出しそうな真っ赤な顔。それでも必死に我慢してじっと翔平の顔を見る。

「えらいぞ。さすが俺の息子」

　頭をガシガシと撫でた後、洋服や膝についた泥を払ってギュッと悠翔を抱きしめた。

「転んでもちゃんと自分で立て。泣いてもいいからな」

　翔平は悠翔を抱き上げたまま、そのまま神社の砂利道を歩いた。

　今日は三人で『戌いぬの日参り』に神社へとやってきていた。

　妊娠五カ月を迎え、この頃つわりもおさまってきた。出歩くのも苦痛でなくなったため、赤ちゃんが無事に生まれてくるようにお参りに来たのだ。

　久しぶりの三人でのお出かけに悠翔は大はしゃぎ。実はわたしも悠翔のときにはお参りに来られなかったのではじめての体験だ。

　周りにはわたしと同じような妊婦さんが、家族や母親らしき人と訪れている。安産祈願で有名な神社だけあり、あまり階段もなくスロープが続いていて歩きやすい。

　社務所で手続きをして、靴を脱いで建物の中に入る。戌の日だけあってわたしと同じくご祈祷を受けようとする妊婦さんでいっぱいだった。

　翔平と悠翔とともに並んで座る。すると数人のお坊さんがやってきてご祈祷がはじまった。銅ど鑼らの音が鳴り響くと悠翔がびくっと体を跳ねさせ翔平にしがみついた。普段聞かない大きな音に驚いたようだ。

　ご祈祷の間、ここ最近大きくなってきたお腹に手を当てる。ふたり目だからか、悠翔のときに比べるとお腹が大きくなるのが早い。

　元気に生まれてきてね。

　つまるところ母親の願いはこれにつきる。

　無事に祈祷を終えたわたしは腹帯と安産のお守りを受け取って、最後に家族でお参りをして帰ることにした。

　帰りはわたしが悠翔と手を繋いで歩く。

「ママ、ゆっくりね。気を付けてね」

　翔平とそっくりな口調に思わず笑ってしまう。

「わかった。ありがとうね」

「うん」

　わたしの小さな騎士ナイトは満足そうににっこり微笑むと、さっき自分が転んだのも忘れてしっかりとわたしの手を引いて歩いてくれた。




　帰宅後。

　わたしは翔平に勧められるままに、悠翔とお昼寝をした。

　もしかしたら悠翔よりも先に眠ってしまったかもしれない。それくらいこの頃のわたしはいつでも眠い。

　どれくらい眠っていたのか、時計で時間を確認する。

　……え、もうこんな時間!?　夕飯作らないと。

　まもなく十六時半になろうとしている。焦ったわたしは隣で眠っている悠翔を起こさないようにして、ベッドを出た。

　するとキッチンからトントンという音が聞こえてきた。行ってみるとそこには翔平の姿がある。カウンターには買い物したばかりの食材がたくさん並んでいた。

「瑠衣、よく寝たか？」

　近付いたわたしの頬に翔平が小さなキスをする。スキンシップ過多なのはいつものことなのに、不意にされるとやっぱり恥ずかしい。

「う、うん。ねぇ、これなに作ってるの？」

　翔平が買ってきたものは、タラ、あさり、ホウレンソウ、小松菜、納豆など。その他にもいくつか魚介が並んでいる。

「アクアパッツァ、あとはパスタかな」

「そうなの？　わたしも手伝う」

　翔平は手が空いていれば料理を作ってくれることがよくある。以前のわたしなら『わたしがやる！』と言ってきかなかったけれど、最近は素直に甘えることができるようになった。

「でもホウレンソウに小松菜はまあわかるけど、なんで納豆？　翔平苦手だよね？」

　わたしと悠翔は平気なのだが、翔平はあまり好きではない。だからここのところ我が家の食卓にはのせていなかったのだけれど。

「鉄分」

「え？」

　翔平は手を洗うとダイニングに移動して、テーブルの上にある一枚の紙をわたしにつきつけた。それはこの間の妊婦検診でした血液検査の結果だ。

「あれ、それ見たの？　別に異常はなかったはずだけど」

　毎回体重増加を指摘されないかひやひやしながら受けている検診。その日は血液検査も受けた。

「ここだ、ここ」

　翔平が指さしているのは、貧血の検査の項目。

「この数値、軽い貧血じゃないか」

「ねぇ、大袈裟だよ。産婦人科の先生にはなにも言われなかったんだから」

　そもそも問題があれば、なんらかの手立てをうってくれているはずだ。

「いや、医者として放置するわけにはいかない。だからなるべく鉄分の多く含まれている食材をたくさん食べるんだ。わかったか？」

「ぷっ、わかった。わかったから」

　真剣な顔に思わず笑ってしまった。

「笑いごとじゃない。貧血は怖いんだからな」

「わかってる、わかってるけど！　翔平ったら、わたしには悠翔に対して過保護にしすぎるなんて言うけど、翔平の方がよっぽどわたしに過保護じゃない」

　言っていることとやっていることが違いすぎて、笑ってしまう。

「いいんだ。瑠衣は俺の奥さんなんだから、大事に過保護にされていればいいんだよ」

　後ろから抱きしめられる。背後に感じる彼の温かさと回された腕の強さにホッとする。こうやってしっかり甘えさせてくれる相手がいるのって本当に幸せ。

　翔平は手のひらをわたしのふっくらした腹部に当てて優しくさすった。それはお腹の中にいるわが子を撫でているようで慈しみにあふれている。

「今日は疲れただろ、でき上がるまで座って待ってろ……あっ、え？」

「あっ」

　お互い驚いた。これはもしかして……。

「動いたな。あれ、ここか」

　翔平はうれしそうにわたしのお腹のあちこちに手を当てて、もう一度胎動が感じられないか確認している。

「瑠衣、こっちに座って」

　翔平はわたしをソファに座らせると、お腹に手や耳を当てて様子をうかがっている。

「そんなに都合よくは動かないよ」

「そういうもんか」

　翔平が少し不満そうに呟いて、立ち上がりキッチンに向かおうとした瞬間。

「あっ」

　胎動を感じたわたしが声をあげると、翔平も急いでわたしのお腹に手を当てた。しかしすでに動きは止まっている。

「ふふふ……残念だったね」

「……すでに俺のこと翻弄してる。きっとお腹の子は女の子だな」

　そう呟きながら本当に残念そうにキッチンに向かう翔平を見てクスクス笑う。

　ねぇ、次はパパに少しサービスしてあげてね。

　お腹の中の子にそう頼んでおいた。

　次回の検診で翔平の予想が的中し、お腹の中の子供の性別は女の子だとわかった。




「ねぇ、翔平ったら、いい加減にして！」

「なにがだ」

　仁王立ちのわたしの前に、翔平は紙袋から買ってきたものを取り出した。

「だってこれ、見てみろ。かわいいだろ」

　それはとっても小さなピンクのスニーカーだ。思わずそのかわいさに怒りを忘れそうになる。

「え、本当だ。……って、ダメよ。こんなにたくさん買ってきたら」

　お腹の中にいるのが女の子だとわかってから、翔平は外出するたびにあれこれと赤ちゃんのものを買ってくる。

「でもこれ見たらきっとお前もなにも言えなくなる。ほら」

　そこに取り出したのはブルーのスニーカー。

「悠翔とお揃いなんだ」

「え、すごい。かわいい。兄妹でお揃いなんて素敵」

　悠翔と生まれてくる子がお揃いの靴を履いている姿を想像して、思わずにっこり笑ってしまった。これではもう翔平のショッピングを責める立場にはない。

「ほら、これは悠翔に。寝る前に一緒に読もうな」

　紙袋からは一冊の本を取り出した。かわいいねずみが何匹も表紙に描いてある。

「ありがとう。パパ」

　うれしそうに手に取り、ぱらぱらとめくって「きいろ、みどり」など色を指さして教えてくれる。ここ最近絵本や言葉に興味のある悠翔にぴったりのお土産だ。

「翔平ってば、悠翔のことよくわかってるよね」

「当然だ。自分の息子なんだから」

　当たり前だと言わんばかりの視線を向けられて、なんだか悔しい。

「じゃあ、じゃあ、わたしが今一番欲しいもの、わかる？」

　今のわたしは十分満たされている。特に欲しいものなんてないのだけれどちょっとしたいじわるのつもりで言ってみた。

「そんなのわかるに決まってるだろ」

「え？」

　翔平の言葉に驚いたわたしは、もっと驚く。

　彼は急にわたしのことを引き寄せて、きつく抱きしめキスをした。

「んっ……ん」

　熱くわたしをとろけさせるようなキスに、立っていられなくなる。わたしを支える翔平によりかかる。

　……もう、ずるい。こんなのいらないなんて言えないじゃない。

　わたしは心の中でひとり頬を膨らませ、翔平からのキスのプレゼントに酔いしれた。

　今日の仕事の場所は自宅マンションのダイニング。妊娠後期に入ったわたしは産休に入るまでの間、週に一度だけ出勤してその他の日はリモートワークに切り替えた。これは新しく導入されたシステムで、利用するのはわたしがふたり目。総務部からはたくさんの人にこのシステムを利用してもらいたいから、いい前例になってほしいと言われている。産後にヒアリングも行い、今後の運用に役立てたいと言われているけれど……。

　これはこれで……大変かも。

　最初はいいことづくめのように思っていたけれど、なかなかうまくいかないこともある。

　通勤電車に揺られることもなく、服装もゆったりしているもので構わない。それに少しお腹の張りを感じたとしてもすぐに横になることもできるので、本当にありがたい。

　けれどやっぱり不便になることも多くある。幸い通信関係は整っていたので導入はスムーズにいったけれど、急に必要な資料が手元にないといった物理的なものから、どうしても行き届いていない家事なんかに気を取られて集中できず、なかなか職場に出勤して働くようにはいかないこともあった。

　今日なんか二回も宅配便が届いたしなぁ。次からは急ぎのものでなければ、コンシェルジュカウンターで預かってもらおう。

　ほんの小さな出来事で集中力が切れてしまう。悠翔の通っている保育園は父母が在宅勤務の日でも生活リズムを崩さないために登園することを推奨している。だから子供がいない分集中できるはずなのに……これでは、自宅で子供を見ながら仕事をするなんてことは無理だろう。

　そのあたり難しい問題だ。同じレベルでの仕事がリモートワークでできるかどうかは自宅での環境次第だ。

　とはいえいいシステムだと思うので、わたしもしっかりと働いていい結果を残したい。

　お気に入りのハーブティーを淹れてパソコンの前に座る。気分を切り替えて現在進行中の企画の詳細を決め、すぐに引き継ぎできるように作成した資料を部内の共有システムに入れた。

　あと一週間で産休。それまでにできる仕事は片付けておかないと……。そう焦る気持ちもあるのだけれど。

「いたたたた……最近よくお腹が張るなぁ」

　間もなく臨月だから皆が経験すること。ふたり目だしわかっていることだけれど、それでも心配だ。

　お腹をさすりわが子に話しかける。

「もう少し、お腹の中でいてね」

　わが子に早く会いたい気持ち。それと同時にまだお腹の中にいてほしいという気持ち。幸せな葛藤の中でわたしは日々を過ごしていた。




　翔平とふたりで悠翔を保育園に迎えに行った後、悠翔のリクエストで近くの公園を散歩することにした。悠翔は最近買ってもらったばかりの三輪車を上手に漕いでわたしたちの少し前をご機嫌に走っていた。

「ふーっ、しっかり歩くように言われてるけど、大変」

　すでに正産期を迎えたわたしは、医師から適度に運動するように言われた。ただ真夏のうだるような暑さの中では体力が消耗してしまうので、こうやって夕方悠翔と翔平に付き合ってもらって公園を歩くようにしている。

「あんまり無理するなよ。転んだりしても大変だからな」

　相変わらず過保護だと思う。でもそこに愛がこもっているから心地よくてうれしくてつい笑ってしまう。

「なに笑ってるんだ」

　翔平は不満そうだけど、わたしは正直に答える。

「え、だって幸せだなって思って」

「それはそうだろ。俺が幸せなんだから」

「なに、それ。もう」

　クスクス笑うわたしの手を翔平がギュッと握った。ふたりで楽しそうに三輪車に乗る悠翔を眺める。その先にあるジューススタンドに目が留まる。

「レモネードだって。あんなお店あったっけ？」

　よくここの公園には来る。クレープだったりアイスクリームだったり時々お店が出ているが、レモネードを見るのははじめてだ。

「飲んでみるか？」

「うん、お願い」

　日が傾きはじめたと言っても、まだまだ暑い。水筒も持たずに来てしまって悠翔もきっと喉が渇いているに違いない。

「悠翔おいでー」

　少し離れたところにいる悠翔に声をかけ、ベンチに腰かけようとした。

「あっ」

　そのときお腹が張る感覚があった。それと同時に下腹部に違和感を覚える。

　破水したかも……。

　悠翔のときと同じだ。それと同時に急に立っていられないほどの激痛が襲ってきた。

「……っう」

　その場に膝をついてしゃがみ込む。翔平を呼びたいけれど、痛みで大きな声が出ない。

「ママ？」

　心配した悠翔がわたしに声をかけてくれる。けれどそれに返事ができないほどの痛みだ。

「パパー！　パパ!!」

　目の前で悠翔が大声をあげて、翔平を呼ぶ。するとすぐにバシャっという音とともに「瑠衣！」という彼の声が聞こえた。

　やってきた翔平の靴は、さっき落としたレモネードが引っ掛かっていた。彼はそれを気にすることもなくすぐに産院に連絡を取った。

「ええ、五分ほど前に急に痛み出したみたいで。わかりましたすぐに向かいます」

　電話を終えた頃には、少し痛みが引いていた。その間に翔平が車を家に取りに戻り、わたしたちは三人で産院に向かった。

　その間大きな痛みが何度か襲ってきたけれど、なんとか耐えられた。心配そうにわたしを見つめる悠翔に「大丈夫だからね」と声をかける。

　二十分ほどで産院に着いた。まだ外来の診察が終わっていなかったので翔平が受付で話をすると、連絡がいっていたのかすぐに分娩室へと案内された。

　そこで翔平の連絡を受けていた母と合流する。どれくらい時間がかかるかわからないので悠翔は母に連れて帰ってもらった。

　もともと立ち合い分娩の予定だったので、翔平が一緒に中に入った。すぐに医師による診察を受けると、すでに分娩がかなり進んでいるらしい。

　その頃になると耐えられないほどの痛みが周期的に襲ってくる。翔平の手を握りしめて痛みに耐える。

「大丈夫か。頑張れ」

「痛いっ……うぅう」

　手に筋が浮くほど強く握りしめる。額には汗がにじんでいる。痛みの波が収まるとベッドに体を預けて体を休める。また繰り返す痛み。横向きになり小さく丸まる。腰に激痛が走る。助産師さんが背中や腰をマッサージしてくれ、一緒に呼吸を合わせてくれていた。

「それ、やり方教えてください」

「え、あ。はい」

　翔平が助産師さんにマッサージを教わっている。

「こう……でいいですか？」

「そうそう、一番はママの様子をしっかり見て、楽になりそうなところをマッサージしてあげてください」

　助産師さんの手に代わって、大きな翔平の手のひらがわたしに添えられる。定期的に襲ってくる痛みのたびに彼も一生懸命わたしに声をかけて、体をさすってくれた。

「喉は渇いてないか。頑張れ。瑠衣」

「ありがとう」

　温かい手のひらでさすってもらう。痛みが引くわけではないけれど、翔平の気持ちが流れ込んできて頑張ろうというわたしの気持ちをより強くしてくれる。

「……痛いっ、ん……あぁ」

　我慢できずに背中を丸める。翔平はモニターを見ながらわたしの背中をさすり続けてくれる。

「心拍もしっかりしてる。子供も頑張ってる。だから、瑠衣も頑張れ」

　そうだわたしだけじゃない。赤ちゃんだって大変な思いをして出てこようとしている。

「瑠衣、ゆっくり深呼吸しよう。水も少し飲んで」

　痛みが引いた後、少しの時間で水分を補給する。しかしその後すぐに、次の大きな痛みが襲う。

「ううっ……ああぁ」

　脂汗が浮かび痛みの感覚も短くなってきた。

　様子を見に来た助産師さんが分娩の進み具合を確認した。

「さあ、そろそろいきみましょうか」

　笑顔を見せた助産師さん。これまではいきむのを我慢するように言われていたので、ホッとする。左手は翔平を右手は手すりを掴む。

「さん、はい。ほら力いっぱい」

「んっ……うっ……はっはっ」

「もう一回」

　おへそを見るようにして、おもいっきり力を入れる。

「はい、休憩」

　肩で息をするわたし。翔平はずっと手を繋いだまま、じっと心配そうにわたしを見つめてくる。

「頑張れよ。あと少しだ」

　また次の痛みが襲う。それに合わせて脂汗をにじませながらわたしは腹部に力を入れる。その都度翔平が励ましてくれる。

　そして何度目かの痛みに耐えた後――。

「ふぇええええ」

「生まれましたよ。女の子ですね」

　すぐに助産師さんが体重を量り綺麗にしてくれる。小さいけれど力強い声で泣くわが子を目で追う。

「はぁ……」

「瑠衣、お疲れさま」

　体が一気に脱力する。もう指一本も動かせないと思っていたのに、お腹の上に赤ちゃんをのせられると、腕はしっかりとその子を抱きしめた。

　うっすらと開いた目はまだよく見えてないので焦点は合っていない。けれど小さな手のひらはわたしの指をギュッと握った。

　その力強さや温かさに疲れ切っているのに、思わず笑顔になる。

「小さいな」

「うん。翔平も抱いて」

　助産師さんにお願いして、翔平にも抱き上げてもらった。

　彼はなにも声をかけることなく、ただじっと娘を見つめていた。その目は赤く充血している。まるで壊れ物を扱うかのように大切に抱き上げる。

「では、いったんこちらで預かりますね。ママの処置がありますので、出てください」

　そう言われて追い出された翔平とゆっくりと話せたのは、病室に戻ってからだった。

　全身の痛みを感じながら、ホッと一息ついたとき翔平がやってきた。

「少しは落ち着いたか」

「あ、うん。でもまだ興奮してる」

　本当ならすぐにでも眠りにつけるくらいの疲労感だ。だけれどまだ感情が高ぶっていて眠れそうにない。

「しかしうちの娘は親孝行だな。俺がちゃんと立ち会えるときに生まれてきてくれて」

「ふふふ……確かに」

　翔平はもともと立ち合いを希望していたけれど、もちろん仕事があればそれも叶わない。だからこそ今日生まれてきてくれてよかったのだ。

「どうしても、今回は瑠衣のそばにいたかったんだ」

　その言葉には悠翔の出産のときに一緒にいられなかったことの後悔が感じ取れた。

「前回はわたしのせいだから。翔平は知らなかったんだし仕方ないよ」

　そもそもわたしの妊娠自体を知らなかったのだからどうしようもなかった。

「でも、今日立ち会って思った。あんなに大変な思いをして瑠衣はひとりで乗り切ったんだな」

　確かにそうだった。以前出産した病院はお腹の子の父親以外、分娩室への立ち入りは禁止だった。だから母と姉にはずっと外で待っていてもらったのだ。

「でもひとりじゃなかったよ。悠翔が一緒に頑張ってくれた。あなたとの子供の悠翔が」

　あのときだって苦しかった。けれど翔平の子供を産みたいという気持ちが、恐怖や痛みに耐える力を与えてくれた。

「そう思えば、翔平のおかげだよ。はじめての出産のときだって頑張れたのは」

　きっと彼の子供だから頑張れた。その気持ちは一度目も二度目の出産も同じだ。

「瑠衣、俺三年もどうして瑠衣と離れていられたんだろうな。不思議でたまらないよ」

「翔平ったら大袈裟」

　笑うわたしに翔平はなおも真剣なまなざしを向けた。

「俺、仕事がら命の大切さについてわかってるつもりだった。でも実際に瑠衣が命がけで子供を産んでくれて改めて思ったんだ」

　翔平はわたしの手を取り強く握った。

「この先なにがあったとしても、家族のことは俺が命に代えても守る。それが命をかけて俺に家族を作ってくれた瑠衣へできるただひとつのことだと思うから」

「……っ、う……翔平」

　思わず目が潤んでしまう。

「これまで命がけで守るなんてどこか現実味がないと思ってた。そう思ってはいたけれど、今思うと口先だけだったんだって」

　翔平はわたしの手を両手で握りしめた。

「本当にありがとう。俺、瑠衣を諦めなくて本当によかった」

　翔平がベッドに座った。そしてゆっくりとわたしを抱きしめてくれた。彼の言葉にその胸のあたたかさに涙がこぼれそうになる。

「翔平ありがとう。わたしを選んでくれて、お母さんにしてくれて」

　今の自分は彼があってこそだと思う。彼なしには今の幸せは考えられない。

「愛してる。これからもずっと」

　翔平はわたしをもう一度抱きしめると、ゆっくりと寝かせてくれた。

　それからわたしが眠りにつくまで、手を繋いでいてくれた。




　二年後。

　わたしたち家族は、土日を利用して別荘にやってきた。

　砂浜を海に向かって走り出した瑠る奈なを悠翔が慌てて追いかける。

「危ない。濡れるよ」

　しかし悠翔が止めるのも聞かずに瑠奈は海に突進して、波に足をすくわれてその場にしりもちをついた。

「わーん」

　空を仰ぐようにして大声をあげて泣く瑠奈に駆け寄った悠翔は慌てて彼女を砂浜まで連れて戻り、体についた泥を払ってあげていた。

「あーあ。ママどうしよう」

　困った顔の悠翔を見て、本当にお兄ちゃんになったなぁと思う。

「すぐに乾くよ。きっともう少ししたら瑠奈のことだから、また海に突進していくはず」

　二年前に生まれた我が家のお姫様は、好奇心旺盛なお転婆娘に育った。今も悠翔の心配をよそにすでに泣き止んで今度は落ちている貝殻に興味を示しはじめた。

「悠翔も大変だな。世話の焼ける妹を持つと」

　翔平の言葉に悠翔は首を振る。

「全然、瑠奈は俺たち家族の宝物だろ？」

　瑠奈が生まれたときに翔平が悠翔にそう説明したのを今でも口にする。

「そうだな。でも忘れたらいけない」

「ん？」

　翔平はその場にかがみ悠翔と視線を合わせた。

「悠翔だって、俺たち家族の宝物だ。パパもママも悠翔と瑠奈も同じくらいに大切に思っているんだからな。だから悠翔はもっとパパに甘えなさい」

「うわっ」

　翔平はいきなり悠翔を肩車すると、立ち上がる。いきなりのことに悠翔は驚いたようだったが視界が開け、目を輝かせて喜んだ。そんな悠翔に翔平が語りかける。

「この広い世界にはたくさんの人がいる。だから悠翔もいつか自分だけの宝物を見つけて大切にしなさい」

「うん。でもママがいるからいい」

「ママはダメだ。俺のだからな」

「なんで？　みんなのママでしょ？」

「ダメったら、ダメだ」

　いつも繰り返される、そんな言い合いを見て幸せになる。

「瑠衣だけは誰にも渡せない。俺だけの宝物だからな」

　そんな宝石よりも輝く素敵な言葉をもらったわたしは、胸の中がまた幸せでいっぱいになった。

「さぁ、戻ってバーベキューだ」

　肩車のまま走り出した翔平を、まだ遊びたそうにしている瑠奈を抱き上げて追いかける。

　こうやってキラキラ輝く思い出という宝物が増えていく。

　翔平がくれたこの幸せのひとつひとつをこれからもずっと大切にしていく。彼の背中を追いかけながらそう思った。




ＥＮＤ










あとがき




　はじめましてのかたも、お久しぶりのかたも『冷徹ドクターに捨てられたはずが、赤ちゃんごと溺愛抱擁されています』をお読みいただきまして、ありがとうございます！

　わたしの小説では初めて物語の中心に子供がいるお話でしたが、いかがでしたでしょうか？

　他の作家さんがたくさん素敵なシークレットベビーもの（？）を発表されているので、今まで敬遠していたのですが（うまく書ける自信もなく……）色々アドバイスをいただきながら、やっと形にできてほっとしています。

　お気付きの方もいらっしゃると思いますが、このお話は『溺愛全開、俺様ドクターは手離さない』のスピンオフ作品です。前作を書いている最中に「あ、このふたり付き合うだろうな」みたいなのが脳内に思い浮かんでそのまま次回作ということにしたので比較的ふたりの掛け合いは楽しかったです。

　わたしの描くヒロインはわりと素直で従順な子が多いのですが、ヒロインの瑠衣は一見計算高く見え、なんでも器用にこなす女性です。でも本当は不器用で努力家。かわいくないことをたくさん言うし、意地っ張りなのですが一生懸命な子。

　そんな瑠衣を翔平はかわいいなと思いつつ、時には瑠衣の頑固さに言い合いになってしまうこともあったり。それでも深い愛情で家族を大切にする、そんなヒーローを目指しました。楽しんでいただけたらうれしいです。




　最後にお礼を。イラストを担当していただきました　えまる・じょん様。イラストを見せてもらったときに「むちゃくちゃかっこいいやん」って思わず呟いてしまいました。ありがとうございます。

　前回に引き続き担当していただいた森様。いつもスケジュール遅れがちですみません。今後は心を入れ替えますので今後も暖かく見守ってください。

　そして最後になりましたが読者の皆様。この本を手にとっていただき本当にありがとうございます。こうやって書き続けていられるのも読者の方々のおかげです。これからも小さな幸せがお届けできるように頑張ります。
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